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　プロローグ




　これは、青一色の世界での話。

　青い世界を人は海と呼んだ。

　海と、人との関係は変わらない。

　人は海からたくさんの恩おん恵けいを受け、海は広く深い姿そのままに、静かに人を見守ってきた。

　それは、はるか昔から。

　この国が創造された神話の時代から同じだ。

　母なる海に対して、さしずめ人は、幼子のようだ。

　幼子はどんなに月日が流れようともおぼつかない。

　だから、ふとした瞬しゆん間かん、海に吞のみ込こまれる。母なる海に抱だきとめられても、幼子はなすすべがない。ただ青い世界に落ちていくことしかできない。

　人は弱い生き物だ。

　ひとたび海に沈しずめば水に侵おかされ、呆あつ気けなくその命を落としてしまう。

　哀あわれな生き物だ。

『助けて』

　たゆたう海の中。突とつ然ぜん、海の生き物達たちはその声を聞く。

　水中に響ひびき渡わたったその声に、耳を澄すませる。

　音のない世界にざわめきが広がっていく。

　落ちてくる。落ちてくる。落ちてくる。

　細かな泡あわを散らしながら、小さな人が落ちてくる。

　珍めずらしいことにそれは、淡あわい輝かがやきに包まれていた。

　それを見た海の生き物達たちのざわめきは、どよめきに変わった。

　どこまでも青い色の中に、まるで太陽のかけらが降ってくるようだった。

　ああ。

　私はその光を知っていた。

　それが持つ空気は変わっていない。

　変わらない。

　本質は何一つ。

　だから、すぐに分かった。

『……しにたくない』

　光をまとった小さな人は、そうつぶやいた。

　もう決して届かない太陽に必死で手を伸のばしながら、沈しずみゆく己おのれに絶望を感じながら。

　海の生き物達たちのどよめきは、もはや海の底深くまで届いていた。

　私はそのどよめきの中を進み、それに声をかけた。




　いつか思い出すその日まで。

　この世界でのことも。

　私のことも。

　あなたは忘れたままでいい。




　これは、青一色の世界での話。







　四月といえば、入学式。

　思おもい浮うかぶのははらはら舞まう桜だが、ここ、鹿か児ご島しまの四月に桜の花はすでにない。薄うす紅べに色の花はとうに散り、柔やわらかそうな若葉が茂しげる桜を見上げながら、登校する。二人暮らしの親おや父じの転勤で関東から小さな港町に引ひっ越こしてきたのが、去年の四月のこと。俺おれ、鳴なる瀬せ海かい人とが生まれ故郷に戻もどってきたのは、実に七年ぶりだった。

　鹿か児ご島しまといえば、まっさきに思おもい浮うかぶのは今なお活発に噴ふん火かを続けている桜さくら島じまだろう。

　しかし、鹿か児ご島しま県民の全すべてが桜さくら島じまを目にできるわけではない。残念ながら、俺おれの住む町から桜さくら島じまは見えない。風向きによってたまに灰が降ってくることで、桜さくら島じまの存在を思い出す。それくらいのものだ。

　そんな町の風景は昔と特に変わったところはない。ローカル線の駅舎が新築され、やたらとおしゃれになったくらいだ。駅舎と東シナ海に面した港を中心とした小さな町は、半分以上が山である。

　まだほとんどシャッターの下りている商店街を通りかかると、今まさに海からあげたばかりだと言わんばかりにいきのいい、大きな魚を手にした魚屋のおっちゃんが声をかけてきた。

「おう、おはよう。今日もよか魚が入っちょっど」

「おはようございます。すごい、でかいですね」

　夕飯用に魚を買うせいで、すっかり顔かお馴な染じみになったおっちゃんだ。いつも頭にねじり鉢はち巻まきをしていて、日に焼けた顔の中で、白い歯をむき出しにして笑う。

「大もんのブリよ。刺さし身みにしてもいけるし、煮に物ものんしても、油であげてもうまい。また、さばいちょうけ。声かけろな」

「はい、そうします」

　頭をさげて進む。商店街を抜ぬけると、新しく建て直されたばかりの駅舎を通り過ぎて、遮しや断だん機のある踏ふみ切きりで立ち止まる。

　二両編成の電車が目の前を走り去るのを待って、緩ゆるやかな坂道を上っていく。目指す海かい宝ほう高校は坂を上りきったところにある。坂を上っていけば、東シナ海と島々が見み渡わたせる。いい天気だ。去年の今いま頃ごろ、コバルトブルーのきれいな海を見た瞬しゆん間かん、この坂の途と中ちゆうで立ち止まって思わず見入ってしまった覚えがある。

　長い黒くろ髪かみが風になびいていた。

　坂の途と中ちゆう、同じ場所に、少女が立っていた。

　真新しい制服、リボンの色は赤。ということは、新入生だ。少女の大きな黒い瞳ひとみは一心に海を見つめている。その横顔が誰だれかに似てる気がした。

　はて、誰だれだろう？

　少女は目を細めて、眉まゆ根ねを寄せる。

　海に向ける眼まな差ざしは鋭するどく、まるで海を憎にくんでいるかのように見えた。

「おはようっ、海かい人と、こんなところでなにしてるの」

「うわぁ」

　突とつ然ぜん、背中をどつかれた。

　ぎょっとして振ふり返かえれば、何てことはない。

「とと！」

　友人の笹ささ美み々みととが立っていた。

　ぱつんと切りそろえられた前まえ髪がみと同じ長さの髪かみが、ぐるりと頭を覆おおっている。独特なきのこ頭が顔立ちのよさをぶち壊こわしにしているが、気にする様子もなく維い持じしているととは、ひょろひょろと長い腕うでをあげた。その手に持っていたのは、釣つり竿ざおだ。

「やあ。今日から俺おれ達たちも、ピカピカの二年生だね」

「お前、また朝から釣つりなんかしてきたのか」

「うん？　心機一転。ピカピカの二年生になったから、たくさん釣つれるんじゃないかって思ったんだけどね。全然だったよ」

　あははと笑う、ととの趣しゆ味みは釣つりだ。

　しかし、釣つりと言っても、本当に魚を釣つる気はないらしく、餌えさもつけていない釣つり針ばりを海に落としているのが好きなのだ。

「ピカピカも二年生も関係ないだろ」

「何事も、新しい気持ちで取り組むことは大事だよ。二年生も楽しく過ごせるといいよね。海かい人とともまた、同じクラスになれるといいな。神様仏様恵え比び寿す様、どうぞよろしく」

　ととは、なむなむと手を合わせる。

　今さら祈いのったところで、すでにクラス編成は決まっているだろうに。

　朝から気が抜ぬける。

「ところでだよ、海かい人と。君がこんな坂道の途と中ちゆうでぼーっと突つっ立たってたのは、なにか意味があるのかい？」

「うん？」

　あ。

　首を捻ひねれば、例の少女の視線はすっかり、海から俺おれ達たちへと向いていた。じっと、射るような視線が俺おれに注がれている。

　海を見つめて、物思いにでも耽ふけっていたところを邪じや魔ましてしまったからだろうか。それで、あんな恐こわい顔をしてるのだろうか。

　ここはやはりまず、謝あやまるべきだろうか。

「先せん輩ぱい、くじらぶかですよね」

　文句の一つでも飛び出しそうに見えた少女の桜色の唇くちびるから発せられた言葉は、意味不明だった。
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「は？」

　少女は不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんのシワを深める。

「先せん輩ぱいはくじらぶかです。だから、マッコウクジラ団に入ってください」

「くじ……？　マッコウ？」

「絶対ですよ！」

　少女は念押しすると、踵きびすを返してさっさと坂道を駆かけ上のぼっていく。

　俺おれは目を白黒させるばかりだ。

「なぁ、とと」

　隣となりを見れば、ととは顎あごを指でつまんで小首を傾かしげている。

「今のあれは、なんだったんだ。くじらぶかって、なんだ。マッコウなんちゃらって、なんだ」

「うーん、よく分からないけど。まあ、とにかく、なんだか、楽しくなりそうだね」

「は？」

「意味の分からないことに意味を持たせていくのって、こう、わくわくするじゃない。未知なる発見ができるよ。世界不思議発見だよ」

「お前、面おも白しろがってるだろ」

　ととは笑え顔がおでのたもうた。

「人生、面おも白しろいのが一番じゃないか」

　俺おれはがっくりとうなだれた。










　新学期が始まって早々、謎なぞの新入生女子にくじらぶかだのマッコウなんちゃらだの言われて、少しビクビクしていた俺おれだったが、あれから一週間、特に表だって目立つような出来事はなく、平へい穏おんに過ごしていた。

　ととは二年生でも同じクラスになった。他ほかにも一年生で同じクラスだった友人が何人かいる。そして、同じクラスに陸上部のツインタワーの片割れ、高たか跳とびの王子様こと、レオナルド・四よ方も屋や・ジュンがいたことが早くも話題になっていた。

　王子様などと言われているが、四よ方も屋やは女子生徒だ。

　フランス人の血が混ざったハーフとかで、目鼻立ちがはっきりしている。ショートカットの髪かみは見事な金色、深い森を思わせる緑色の瞳ひとみ。モデルみたいに背も高いのでそれだけでも十分目立つのだが、陸上部の高たか跳とびで宙を舞まう姿が、誰だれもが見み惚ほれるほどに美しいんだとかなんだとか。さらに四よ方も屋やは男よりも男前。紳しん士し的振ふる舞まいをするようで、女性ファンが多い。その女性ファンが、四よ方も屋やのことを王子様と呼んでいるのだ。

「四よ方も屋やさんは今日も美しいな」

「ほんとほんと。せっかく同じクラスになったんだから、もっとお近づきになりたいよなぁ」

　昼休み。

　昼食がすんだ後の教室で、一年生からの友人、佐さ々さ木きと鈴すず木きが俺おれの机の両りよう脇わきでぼやく。

　話題の四よ方も屋やは窓まど際ぎわの席で、女子達たち相手に話を弾はずませている。あれに割って入っていく勇気がある男子は、そうそういないだろう。

「だったら、お近づきになればいいよ。四よ方も屋やさん、気さくだしいい人だし、意外と天然だし、すぐに親しくなれるよ」

　憧あこがれの眼まな差ざしを送るのが精せい一いつ杯ぱいな佐さ々さ木きと鈴すず木きに、あっけらかんと提案したのはととだ。佐さ々さ木きと鈴すず木きの視線がうろんなものに変わる。

「お前と一いつ緒しよにすんな、笹ささ美み々み」

「そうだそうだ。お前みたいに、俺おれ達たちのハートは図太くないんだ。繊せん細さいなんだ。ガラスでできてるんだ」

「そうかい？　二人とも運動部なんだから、運動好き繫つながりで話しかけたらよさそうなものだと思うけどね」

　誰だれが相手でも物もの怖おじしないととは、わけが分からないという風に肩かたをすくめた。おかげで、野球部の佐さ々さ木きと水泳部の鈴すず木きの表情はいっそう仏ぶつ頂ちよう面づらに変わる。

　できればやってる、と言いたげだ。

「まったく、シャイボーイさん達たちはしょうがないなぁ」

　ととは言うと、あろうことか「四よ方も屋やさーん」と、話題の彼かの女じよを呼んだ。

「ちょ、おい」「うわっ、まじか」と、佐さ々さ木きと鈴すず木きがうろたえる。俺おれだってぎょっとした。いきなり、当の本人を呼ぶ奴やつがあるか。だけど、ととは呼んでしまう奴やつだし、呼ばれた四よ方も屋やは会話を一度打ち切ってわざわざやって来る。

「どうした、笹ささ美み々み？」

　にこりと笑うと、きれいにそろった白い歯が覗のぞく。

「盛り上がってるところ、ごめんね。野球部の佐さ々さ木き君と水泳部の鈴すず木き君が、四よ方も屋やさんとお友達になりたいらしいんだ」

「佐さ々さ木きと鈴すず木き？」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きは四よ方も屋やに見つめられると、直立して口をぱくぱくさせている。

「ああ、いいぞ。佐さ々さ木きに鈴すず木きか、よろしくな」

　四よ方も屋やは爽さわやか笑え顔がおで、右手を差し出した。握あく手しゆを求められた佐さ々さ木きと鈴すず木きはといえば、ぎこちない笑えみを浮うかべてぎこちない握あく手しゆをした。

「それと、帰宅部の鳴なる瀬せ海かい人とだよ」

　ととはさらに俺おれまで紹しよう介かいした。俺おれは別に、四よ方も屋やと友達になりたいなんて言っていないというのに。いや、こんな美人と友達になれるならなってみたいが、そもそも同じクラスということ以外で接点がないのだ。話を振ふられたところで、なにを話せばいいのか分からない。

「鳴なる瀬せ？」

　四よ方も屋やの瞳ひとみが俺おれに向く。その瞳ひとみがなぜか、大きく見開かれた。

「な、鳴なる瀬せ海かい人と！」

　四よ方も屋やは俺おれの名前を叫さけぶと、背を仰のけ反ぞらせた。なにか、とんでもない物を目もく撃げきしてしまったかのような驚おどろき方かただ。

「どうした、四よ方も屋や？」

　思わず聞いてしまった。

　四よ方も屋やは紳しん士しの殻からを脱ぬぎ捨すてて、純じゆん粋すいな乙女おとめのようにどこかもじもじしている。

「な、鳴なる瀬せ」

「うん？」

「鳴なる瀬せは、その……」

「なに？」

「陸上部に入る気はないか？」

　突とつ然ぜんの勧かん誘ゆうだ。佐さ々さ木きと鈴すず木きが目をまんまるにしている。

「いや、入らない。俺おれは運動が苦手だ」

「そうか……」

　目に見えて残念だというように、四よ方も屋やは肩かたを落とした。そのまますごすごと俺おれ達たちから離はなれていく。しょんぼりとしたまま、自分の席についてしまった。

　友達になるどころか、部活の勧かん誘ゆうを受けるとは思ってもみなかった。

　俺おれは足も速くなければ、俊しゆん敏びん性も瞬しゆん発ぱつ力もなく、どこからどう見たって運動ができない人なのに、そんな俺おれに陸上部のエースが声をかけてくるとは、なにごとだろう。

「どういうことだよ、鳴なる瀬せ」

「なんでなんで。お前なんかを、四よ方も屋やさんが陸上部に誘さそうんだ」

　詰つめ寄よってくる佐さ々さ木きと鈴すず木きの目が恐こわい。

「知るか。俺おれだってわけが分からないんだ」

「よもやひゃんなりの、すふぃんしゅっぷだっしゃんじゃないきゃな」

　ととは何かを食べていた。

「あ、食べる？　食後のおやつにどうぞ。味付けスルメだよ。おいしいよ」

　どこから取り出したのか、ととが蓋ふた付きの透とう明めいなポットから手に取ったのは、串くし刺ざしにされているイカの菓か子しだ。あの、よく駄だ菓が子し屋さんとかで見かける懐なつかしいやつだった。

　荷物にしかならなそうなのに、なんでそんなもんを学校に持ってきてるんだろう。ととは串くし刺ざしのイカを差し出しながら、やる気のない笑えみを浮うかべている。

「佐さ々さ木き君と鈴すず木き君もどうぞ。二人とも、無事、四よ方も屋やさんとお友達になれてよかったじゃない」

　そういう問題か。それでいいのか。

　俺おれと佐さ々さ木きと鈴すず木きの思いは同じだっただろう。

　とりあえず、串くし刺ざしのイカを受けとって口に運ぶ。甘あま辛からいタレが絡からめてあるイカは美味だった。

「まあ、陸上部はさすがに無理があると思うけど」

　ととは串くし刺ざしのイカをふりふり言った。

「海かい人ともこれを機に、何か部活動に入ったらいいんじゃないかな。ほら、もうすぐ部活動紹しよう介かいもあるわけだし。検討してみるのもありかもね」

　俺おれが部活動に？

　お前も帰宅部だろうが、という言葉を吞のみ込こんで、俺おれは曖あい昧まいに頷うなずいた。










　新一年生が入学して、半月。

　卒業していった三年生に代わる、新入生獲かく得とくのために行われるのが部活動紹しよう介かいだ。約一時間ほどの間に、それぞれの部活が趣しゆ向こうを凝こらし、己おのが部活こそ最高なり！　と、訴うつたえる。

　去年、一年生として、勧かん誘ゆうされる側だった俺おれは、個性溢あふれる部活の数々に魅み了りようされたものだった。

　しかし、魅み了りようされつつも、どうにもぴんとくる部活がなくて、どの部活にも入らず帰宅部を貫つらぬいた。

　父親との二人暮らしだから、家事全ぜん般ぱんをやっている。というのを部活をしない主な理由としていたのだが、かといって、空き時間を有効活用するわけでもなく、一年間をダラダラと過ごしていたのは本当だ。

　今さら部活。されど、部活。

「部活をすれば、漏もれなく青春を謳おう歌かできちゃうよ」

　部活動紹しよう介かいが行われる体育館に向かう途と中ちゆう、ととは歌うように言った。

「そういうお前だって、部活してないだろ」

「え？　俺おれ、部活してるよ」

　言い返したつもりだったのに、思ってもみない答えがととから返ってきた。

「まあ、俺おれが所属してるのは、マイナーもマイナーな部活だから、海かい人とは知らないと思うけど」

　風変わりなととが所属するような部活なんて、まともではないのは確かだろう。

「そんな話、初めて聞いたぞ」

「初めて言ったからね」

「マイナーな部活ってなんだよ」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「は？」

「今日の部活動紹しよう介かいでは、大々的に紹しよう介かいされると思うから。海かい人とにもきっと分かるよ」

　なんじゃそりゃ。

　体育館はすでに熱気に満ちていた。舞ぶ台たいに向かって前から順に、一年生、二年生、三年生で整列して座すわっている。チャイムが鳴ると、生徒会長からのあいさつがあり、司会進行役の生徒によってさっそく部活動紹しよう介かいが始まった。

　目立ってなんぼの世界だからだろうか、やはり部活動紹しよう介かいというものは個性に富んでいる。

　バスケ部の部長が、舞ぶ台たい上から奇き跡せきのフリースローを決め、書道部はライブ書道と称しようして、大きな紙に『青春』という文字を書き上げた。ユニフォームに身を包んでエア試合をする野球部の中に佐さ々さ木きの姿があり、この寒い中、海パン一丁でダンスする水泳部の男子の中に鈴すず木きの姿があった。演劇部が竹から生まれた桃もも太た郎ろうという劇を披ひ露ろうしたかと思えば、軽けい音おん部ぶが激しいロックを奏かなでてシャウトする。

　一ひと際きわ歓かん声せいがあがったのは、陸上部だ。陸上部のツインタワーと呼ばれる、四よ方も屋やと渡わた辺なべ先せん輩ぱいが身体からだのラインがはっきりと分かるランニングと短パン姿で登場しただけで、体育館内はどよめき、黄色い声に包まれた。

　この渡わた辺なべ先せん輩ぱいは三年生の部長で、実力もさることながら、四よ方も屋やの隣となりに並んでも見み劣おとりすることのない容姿をしている。四よ方も屋やがクールビューティーなら、渡わた辺なべ先せん輩ぱいは愛らしいベビーフェイス。長いポニーテールをなびかせて駆かける姿は、本当に駿しゆん馬めを思わせる、らしい。

　取り立てて何かをすることもなく部活動紹しよう介かいが終わってしまったが、二人が立っているだけで十分な宣伝効果になるのだろう。

　陸上部が去った後もその余よ韻いんは続いているようで、次に登場したパソコン部が懸けん命めいにしゃべっているというのに誰だれも聞く耳を持ちやしない。

　見事な敗北感を背負ったパソコン部がすごすごとステージを降りていくと、三十近くある部活動紹しよう介かいは終わりだろうか。目立つ部活動はほとんど紹しよう介かいされてしまったような気がした。

　結局、ととが所属しているというマイナーもマイナーな部活というものがどれか分からなかったが、後で本人に聞けばいいかと、そんな風に思っていると、司会進行を務めている生徒が次の部活の名前を読み上げた。

「次が最後の部活になります。海かい洋よう生せい物ぶつ研究部です。よろしくお願いします」

　かいようせいぶつけんきゅうぶ？

　何だそれ？

　誰だれもが頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべたことだろう。

　ステージに颯さつ爽そうと現れたのは、女子生徒だった。彼かの女じよはマイクではなく、拡声器を手にして、仁に王おう立だちした。

「ただ今紹しよう介かいにあずかりました。海かい洋よう生せい物ぶつ研究部こと、マッコウクジラ団。一年Ａ組、部長の笹ささ美み々みめめです！」

　長い黒くろ髪かみ。意志の強そうな大きな瞳ひとみ。間ま違ちがえようもない、あれは、あの女子は、俺おれのことを「くじらぶか」とか言った少女だ。

「我々は、日常のささいな事件から大きな事件、こと、海に関する事件を何だって解決します！　ご相談はぜひ、校舎三階の生物準備室、マッコウクジラ団へ！　そして、二年Ｃ組、鳴なる瀬せ海かい人と！」

　びしりと、指を差された。

　周囲からいっせいに見つめられて、ようやく自分が名前を呼ばれたことを自覚する。

　はい？

「あなたは去年の遠泳大会の時、小魚の群れを巨きよ大だいなサメがいると勘かん違ちがいして逃にげ回まわってコースアウトしたあげく、足をつって溺おぼれ、周囲の人に多大な迷めい惑わくをかけましたね」

「なっ……」

　一気に顔が赤くなっていくのを感じた。

　確かに去年の遠泳大会で、俺おれはコースアウトしたあげく溺おぼれて迷めい惑わくをかけたが、その原因が小魚の群れをサメと見み間ま違ちがえたからだということは、誰だれも知らないはずだ。

　それを、なんでこいつが知ってる？

「サメなんかそうそう出るわけないでしょ。くじらぶかのくせに、サメを恐こわがるなんて前ぜん代だい未み聞もんです」

　少女はにやりと不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「その他ほかにも、私はあなたの過去の恥はずかしいアレコレを知っています。それらをバラされたくなければ、今すぐ、マッコウクジラ団に入部しなさい。以上！」

　少女はぽかんとしている生徒達たちを前に、さっさとステージを後にした。

　司会進行の生徒が我に返ったように言う。

「え、えーっと、これにて、部活動紹しよう介かいを終わります。みなさん、興味を持った部活動へぜひ見学に行ってみてくださいね。すぐに入部しなくても、仮入部もできますので、気楽な気持ちで大だい丈じよう夫ぶ、なはずですよ。はい。それでは、後は担任の先生の指示に従ってください」

　ざわざわとした熱気に包まれたまま、担任の教師の指示に従って体育館を後にする。

　ぼうっと、熱に浮うかされたみたいな頭で、俺おれはゆっくりと歩いた。

「あれは、何だったんだ……」

　最後の最後。確か、海かい洋よう生せい物ぶつ研究部とかいう、マッコウクジラ団とかいう。

「部活動だったのか……」

　あの少女の、拡声器で発せられた言葉が耳にわんわんと響ひびいている。

　俺おれは、つまり、なんだ。

「部活動に、誘さそわれたのか」

　あの少女に、最初から。出会った時から。あの少女に。

「いやぁ、すごかったね、海かい人と。大、大、大ご指名だったじゃないか」

　興奮気味で話しかけてきたのはととだ。

　そうだ、俺おれはととに聞かねばならないことがある。

「あいつはお前の何だ？」

「え？」

「あいつ、あの子、笹ささ美み々みめめって名乗ってた」

「ああ、めめ、ね」

　ととはへらりと笑った。

「俺おれの妹だよ。笹ささ美み々みめめ。よろしくね」

「よろしくね、じゃない。お前、なんで会った時に教えてくれなかったんだよ」

「何を？」

「あいつがお前の妹だってことをだ」

「ああ、だって、すぐに分かっちゃったら面おも白しろくないじゃない」

「面おも白しろくなくていいんだよ。びっくりするだろ」

「あはは」

　笑ってやがる。その横顔を見て思う。そうか、めめを最初に見た時、誰だれかに似てると思ったが、それはまさしく兄であるととだったのだ。

「それにお前、あのマッコウなんちゃらのことも、本当は知ってたんだろ」

「マッコウなんちゃら？」

「しらばっくれるな」

　思わずネクタイをつかむと、ととは言った。

「わあ、暴力反対だよ。落ち着いて、海かい人と」

「お前が茶化すからだ」

　ネクタイをつかんでいた手を離はなすと、ととは逃にげるように歩き出しながら口を開いた。

「マッコウクジラ団ね。本当は、海かい洋よう生せい物ぶつ研究部っていう、海の生き物を研究する、まっとうでマイナーな部活だったんだけど」

「どこがまっとうだ。わけが分からないだけだ」

「まあまあ」

　まあまあ、じゃない。

「あいつは、なんであんなこと知ってたんだ」

「あんなこと？」

「遠泳大会での話だ。お前が話したのか」

「俺おれが話さなくたって、あの時、海かい人との周囲にいた人は少なからず知っている事実だし。でも、海かい人とがコースアウトした理由は聞いていなかったけど」

　確かに、誰だれにも話した覚えはないが。だとしたらどうして、あいつが知っている？

　ととは、そのきのこ頭のかさの部分をふわふわなびかせながら歩いている。

　両りよう腕うでを組んで唸うなったところで、答えは出ない。

「じゃあ、くじらぶかって何だ」

「かごんま弁だね」

「かごんま弁？」

「方言だよ。まあ、とにもかくにもだね、海かい人と」と、ととは、人差し指を立てて助言でもするかのように言った。「君はめめにご指名を受けてしまったんだ。おとなしくマッコウクジラ団に入るのが身のためだよ。めめはね、あの通り、なにをしでかすか分からない性格をしているから」

「なんで、俺おれが……」

「それは、めめに直接尋たずねたらいいよ。あの子だって鬼おにじゃないんだし、質問にくらい答えてくれるさ」

　ととの笑え顔がおは胡う散さん臭くささぷんぷんだ。しかし、めめは言っていた。マッコウクジラ団に入らないのなら、俺おれの過去の恥はずかしいアレコレをバラす、と。何を知っているのかは知らないが、これ以上個人情報を漏ろう洩えいされても困る。せめて、抗こう議ぎくらいしてもバチは当たらないはずだ。

　マッコウクジラ団に入るとか入らないとかの問題は、それからでも遅おそくはないだろう。

「分かった」と、俺おれが大きく溜ため息いきを吐はき出だしながら頷うなずくと、ととは満面の笑えみを浮うかべた。




「くじらぶかだからです」

　聞いた俺おれが間違っていた。

　放課後になり、海かい洋よう生せい物ぶつ研究部こと、マッコウクジラ団の部室があるという、校舎三階の生物準備室を訪ねた俺おれは、すでに後こう悔かいしていた。

　いや、生物準備室を訪ねたまではまだよかったのだ。

　生物準備室はホコリ臭くさかった。両方の壁かべ際ぎわに備え付けられている棚たなには、グロテスクな標本やら小難しそうな分厚い本やらが詰つまっている。縦に長い部屋には、長机が二つくっつけてあって、そこにパイプイスが五つ置いてあった。

　俺おれが生物準備室のドアをノックして開けた時、パイプイスに人ひと影かげは一つしかなかった。窓が開いていてカーテンが揺ゆれ、その人ひと影かげが西日に照らし出された瞬しゆん間かん、思わず息を吞のんだ。

　読んでいた文庫本からゆっくり顔をあげて、俺おれを見る、その赤みがかった瞳ひとみと目が合う。

　めめ、ではない。

　ふわりと揺ゆれる、銀色の緩ゆるやかな長い髪かみ。文庫本に隠かくれてしまうほど小さな顔に収まる鼻も口も小さい。全体的に小さい。こじんまりしている。それなのに、その瞳ひとみだけが大きくて、吸い寄せられた。

　こんな美少女がいるものか。

　まるでこの世のものとは思えないほど、少女は浮うき世よ離ばなれしていた。

「あなたは」

　少女は一いつ瞬しゆん、俺おれの頭の上を見つめてから、不思議そうに言った。囁ささやくようなしゃべり方なのに、やけに耳に響ひびく声だった。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい！」

「うわっ」

　後ろから呼ばれて一気に現実世界に引ひき戻もどされた。

　振ふり返かえらなくたって、それが誰だれなのか分かってしまった。

「……笹ささ美み々み、めめ」

　黒い瞳ひとみが生き生きと輝かがやいている。めめは強気な笑えみを浮うかべて言った。

「先せん輩ぱい、さっそく入部しに来てくださったんですね。ありがとうございます」

「ち、違ちがう」

「違ちがう？」

「俺おれはただ、お前が言ってた話の真相を聞きに来ただけだ。誰だれも、入部なんかしない」

　途と端たんにめめの黒い瞳ひとみは半分になった。

「全然、面おも白しろくありません」

　めめは吐はき捨すてると、俺おれの横を通とおり抜ぬけて生物準備室に入っていく。俺おれはその後に続いた。さっきの美少女は何をしているのかと見れば、立ち上がって壁かべに向かっている。お茶の用意をしてくれているようだ。

　めめはどかりとパイプイスに腰こしを下ろして、机に頰ほお杖づえをついた。

「率そつ直ちよくに聞くが」

　俺おれはその横に立ったまま尋たずねる。

「俺おれの遠泳大会での話、あれは兄であるととに聞いたのか」

「入部してくれるなら話します」

「お前、人の個人情報をあんな公衆の面前で大々的に発表していいと思ってるのか」

「時と場合によってはいいと思っています」

「よくないだろ。俺おれは恥はじをかいた」

　めめは伏ふせていた目をあげると、俺おれを睨にらんだ。

「この近辺の海に人を襲おそうようなサメがいるなんて思う方が悪いんです。無知ならばぜひ海の生き物について知ってください、マッコウクジラ団で」

「入部なんかしないぞ」

　めめは口をへの字に曲げた。

　重い沈ちん黙もくが降りる、かと、思われたが、めめは突とつ然ぜん立ち上がった。

「きゃっ」

　それと同時に、小さな悲鳴があがった。

　いつの間にか俺おれとめめのすぐそばに、あの美少女が立っていたのだ。しかも間の悪いことに、左手におぼんを持ち、右手で湯のみを出そうとしているところだった。めめの動きに驚おどろいて、美少女は手にしていた湯のみからお茶をこぼしてしまったのだ。

　湯気を立てたお茶が美少女の手からぽたぽたと落ちる。制服も少し濡ぬれてしまっていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　湯のみを受けとろうとして、うっかり美少女の手ごと湯のみをつかんでしまった。

「う？」

　美少女はきょとんとして、俺おれを見つめる。

「あ、すんません」

「２年Ｃ組の鳴なる瀬せ海かい人とは、むっつりスケベです！」

　ぎょっとした。

　なにが始まったかと思えば、めめが拡声器を片手に窓の外に向かって叫さけんでいる。

「とっても美しい３年Ｂ組の潤うる芽め先せん輩ぱいを気づかうふりをして、その手をがっちりとつかみ、あわよくば我わが物ものにしようと……」

「ばっ、黙だまれ！　黙だまれ！」

　めめの手から拡声器を奪うばうと、窓から乗り出していたその身体からだを引っぱる。窓の外では運動部が何事かとこちらを見上げていた。ぴしゃりと窓を閉めて鍵かぎをかけ、カーテンをしっかり閉めてから俺おれは言った。

「お前、なに勝手なこと言ってんだ！　俺おれはなんもしてないぞ！」

「噓うそばっかり。私は騙だまされませんよ。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは、わざと潤うる芽め先せん輩ぱいの手を取りました。下心ありありです。痴ち漢かん行こう為いです」

「だ、誰だれが痴ち漢かんだ。飛ひ躍やくさせるな。俺おれはただ、彼かの女じよが火傷やけどをしたんじゃないかと思って……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ぽつんと、小さな声こわ音ねが響ひびいた。

「平気」と、美少女はにっこりと天使のような笑えみを浮うかべた。「私、潤うる芽め鈴りん」

「あ、潤うる芽め、先せん輩ぱいですか」

「うん」

「ほら、鼻の下伸のびてる」

　嫌いやな声に水を差された。

「噓うそ発見器は騙だませても、私の目は誤ご魔ま化かせません」

「あることないこと吹ふい聴ちようするお前はなんなんだ」

「私は言いました」

「なにが」

「マッコウクジラ団に入部しなさい、と」

　むちゃくちゃだ。むちゃくちゃにもほどがある。入部すると言うまで俺おれの個人情報を垂れ流す気か。尾おひれがついた作り話を披ひ露ろうする気か。

　めめの目は本気だ。本気すぎて恐こわいほどだ。完全にイっちゃっているように見える。

　ありえないだろ。俺おれがいったい、何をしたっていうんだ。

「なんで、俺おれなんだ」

「くじらぶかだからです」

「くじらぶかって何だよ」

「くじらぶかは、つまり、ジンベエザメってことです」

　ますます意味が分からなくて、頭を抱かかえた。

「ジンベエザメ。恵え比び寿すザメである鳴なる瀬せ先せん輩ぱいはつまり、私達たちの中でも秀ひいでた、選ばれた人なんです」

　その後の俺おれがどうしたかといえば、逃にげた。

　脱だつ莵とのごとく逃にげるに決まってる。

　ヤバイ、ヤバイ、ヤバイ、ヤバイって、あれはマジで。










「とと」

　翌朝、俺おれは教室に入るとまっさきにきのこ頭を探した。しめじみたいな後ろ頭を見つけると、その前に回まわり込こんだ。

「お前の妹はヤバイぞ」

「おふぁよう。むぐむぐむぐ、ごくん。どうしたの、朝っぱらから」

　ととは朝からなんか黒いものを食べていた。

「ああ、これ。いやぁ、飲み物を買おうと思ってコンビニに寄ったら気になって、ついつい一いつ緒しよに買っちゃったんだ。新発売のゲソドッグ。イカ墨すみを練りこんだパンにゲソフライが挟はさんであるんだ。斬ざん新しんだよね」

　頼たのんでもいないのに、うれしそうな笑えみを浮うかべて説明してくれた。

「ゲソ……。うまいのか、それ。イカだろ」

「ふん」と、残りにかぶりつきながらととは頷うなずく。「意外と、いけるよ。俺おれ、今、イカブームなんだ」

　イカブーム。妹が妹なら兄も兄、といったところかもしれない。わけの分からなさで言えばいい勝負だ。

「で、むぐぐ、めめがどうかした？」

　俺おれははっとして、さっきの勢いを取とり戻もどした。

「そうだ、あの、マッコウクジラ団とかいうやつだ。あれはマジでヤバイ。昨日、あいつが俺おれに何て言ったか分かるか？　俺おれのことをジンベエザメとか言いやがって、私達たちの中でも秀ひいでた選ばれし者とか言いやがったんだぞ」

「それが海かい人とを指名した理由？」

「そう言ってた。俺おれにはまったく理解できない。理解できなすぎて、こう、鳥とり肌はだが立つっていうか、寒気がするっていうか。ぞっとした」

「ふぅむ」

　ととはどこか考える素そ振ぶりをしながら最後のひとかけを口に入れ、もぐもぐしてから飲のみ込こんだ。

「まるで、カルト教団の勧かん誘ゆうみたいだね」

「なんだそれ」

「大だい丈じよう夫ぶ。そこでぞっとできたってことは、海かい人とはまともだってことだから」

「お前までわけの分からんこと言わんでくれ」

　俺おれが呻うめくと、ととは「あはは」と笑った。

「それで、海かい人とはどうしたの？　その理由を聞いて、マッコウクジラ団に入ることにしたの？」

「逃にげた」

「へぇ、逃にげたんだ」

　それでどうしたの？　と、いう風に、ととは俺おれを見つめる。

　逃にげた、逃にげたとも。できることなら、もう絶対に近づきたくないというのが本心だ。だが、しかし。

「おっはよう、鳴なる瀬せ。お前、マッコウクジラ団とかいうヤバイもんに入ったんだってな」

　突とつ然ぜん、背中をどつかれた。佐さ々さ木きだ。朝からハイテンションだ。なんなんだ。

「号外が配られて、廊ろう下かのあちこちに貼はってあったから、もらってきちゃったよ」

　鈴すず木きが楽しそうに薄うすい紙を手にしている。号外？

　鈴すず木きの手からひったくって見た俺おれは、啞あ然ぜんとした。

「おお、よくできてるね」と、紙面を覗のぞき込こんだととが文面を読み上げる。

「マッコウクジラ団通信。ええと、２年Ｃ組鳴なる瀬せ海かい人とがマッコウクジラ団に入部。ジンベエザメは恵え比び寿すザメともいい、海の神様です。そんな、海の神様であるジンベエザメの加護を受けている、鳴なる瀬せ海かい人とが入部したので、マッコウクジラ団は安心安あん泰たい。あなたのお悩なやみをズバっと解決しちゃいます。事件解決の糸口は鳴なる瀬せ海かい人とがいるマッコウクジラ団がつかみます。ぜひ、校舎三階生物準備室へ」

　どこから手に入れたのだろう。ぼんやりとした顔の俺おれの写真がでかでかと載のっている。俺おれと同じくらいでかでかとジンベエザメの写真もある。タイと釣つり竿ざおを抱かかえた恵え比び寿す様も一いつ緒しよだ。

　後光が差している。神こう々ごうしいこと、この上ない。

「なになに、追記。生物準備室を訪ねてきてくれた方には、漏もれなく、幻まぼろしの人魚姫ひめ・潤うる芽め先せん輩ぱいがお茶を出してくれます」

　湯のみを両手で持ち小首を傾かしげている写真は小さいが、それでも潤うる芽め先せん輩ぱいの美少女っぷりは誰だれが見ても分かる。

「幻まぼろしの人魚姫ひめ、いいなぁ」と、佐さ々さ木きがうっとりしながら言い。「うんうん。潤うる芽め先せん輩ぱい、いいよねぇ」と、鈴すず木きが頷うなずく。

「なんにも、よくない」

　俺おれは号外をぐしゃりと握にぎり潰つぶした。

「あ、海かい人と、もうＨＲ始まるよー」と、ととが暢のん気きに声をかけてくるのを無視して、勢いよく教室を飛び出した瞬しゆん間かん、教室を覗のぞき込こもうとしていた人とぶつかってしまった。
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　前なんか見ていなかったせいで、勢いよく激げき突とつしたあげく、派手に尻しり餅もちをつく。相手の方は、転ばなかったようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」と、差し出された手は大きかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、だ。悪い、ちょっと、前見てなくて」

　俺おれの手をつかんで引き起こしたのは、俺おれよりも背の高い男子生徒だった。くしゃくしゃの黒くろ髪かみに、切れ長の瞳ひとみ。赤いネクタイをしている、ということは、一年生だ。

　一年の男子生徒は俺おれの手を握にぎったまま尋たずねてきた。

「あの、鳴なる瀬せ、先せん輩ぱい、ですか？」

　見も知らない一年生男子に名前を呼ばれた。

「あの、僕ぼく、一年の林はやしっていうんですけど、先せん輩ぱいは本当に、鳴なる瀬せ海かい人となんですか？」

「は？　俺おれは、鳴なる瀬せ海かい人とだが……」

　林はやしの、俺おれの手を握にぎる力が強くなった。

「本当に……？」

　林はやしの切れ長な瞳ひとみが微かすかに潤うるみを帯びる。

　なんだなんだ。

「海かい人と、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ととが近づいてくると、林はやしは俺おれから手を離はなし、廊ろう下かを駆かけていってしまった。チャイムが鳴り、入いれ替かわるように教師が入ってきた。

　ＨＲが始まってしまうのに教室を出るわけにもいかず、結局号外を手にしたまますごすごと自分の席に戻もどった。

　なにが、なんだか。溜ため息いきしか出ない。










　視線が痛い。教室にいても、廊ろう下かにいても、校庭にいても、誰だれかに見られてしまうことが、こんなに苦痛だとは思いもしなかった。もう登校拒きよ否ひしたい。

「海かい人ともすっかり有名人だね」と、移動教室で廊ろう下かを歩きながらととが言う。

「本当にな」と佐さ々さ木きが言い、「ほんとほんと」と鈴すず木きが続く。どいつもこいつも面おも白しろがりやがって。

「あれあれ、またあの子だ」

　鈴すず木きが廊ろう下かの角を指差した。

「どの子？」と、佐さ々さ木きが聞くと、「ほらほら、あの一年生の男の子。海かい人とを教室まで尋たずねてきた子だよね。本当に知り合いじゃないの？」

「知らん」

「林はやし君、だっけ？」と、ととも話に乗っかる。

「そうそう。あの林はやし君さ、鳴なる瀬せのことがよっぽど気になるのかな」

「……なんだ、それ。どういう意味だ？」

　俺おれが尋たずねると、鈴すず木きは言った。

「うん。だってね、いつも鳴なる瀬せのこと見てるんだ。僕ぼくが気づいただけでも、一日に三回は見かけるよ。鳴なる瀬せのことを追いかけてるみたい」

　視線の先には、確かに林はやしの姿があった。背が高いせいで、隠かくれてるつもりだろうが丸見えだ。目が合うと、林はやしははっとした様子で逃にげてゆく。

「なにが楽しくて、男に追いかけられなきゃいけないんだ」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きはケタケタ笑った。

　それもこれも、どれもこれも、あいつのせいだ。

　笹ささ美み々みめめ。

　こうなれば、とことん事の真相を納なつ得とくいくまで聞いてやろうと腹をくくって、生物準備室を訪おとずれた放課後。驚おどろいた。数日前までほとんど人のいなかった生物準備室に、人だかりができていたのだ。

　何事かと近づけば、入部希望者。ではなく、相談者達たちらしい。

　さらに言えば、相談者は全員男子生徒だった。

　部屋を覗のぞいて納なつ得とくした。なるほど、号外の効果はあったらしい。相談者の大半の目的は、せっせとお茶を淹いれている、潤うる芽め先せん輩ぱいだ。鼻の下を伸のばしながら潤うる芽め先せん輩ぱいを見つめている男子相手に、めめが相談を聞いていた。

　めめの苛いら々いらした様子から見るに、どうせたいした悩なやみでもないのだろう。

「あ、ジンベエザメだ」「神様だ」と、茶化してくる男子達たちに「うるせぇ」と、小さく切り返しながら、部屋に入ると、めめではなく潤うる芽め先せん輩ぱいに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　代わりますよ」

　急きゆう須すに新しい茶葉を入れ、蒸むらしていた潤うる芽め先せん輩ぱいは、はっとしたように俺おれを見た。

「鳴なる瀬せ君」

　その額にはうっすらと汗あせが浮うかんでいる。

「助すけかっ。ぽかっと忙いそがしゅうなって、びっくいしちょったの」

　一いつ瞬しゆんの間があって、潤うる芽め先せん輩ぱいはかっと頰ほおを赤くした。

「う。えと、鳴なる瀬せ君、ごめん」

「え？　なんで、潤うる芽め先せん輩ぱいが謝あやまるんですか？　こんなに急に人が来て忙いそがしくなったら、そりゃびっくりしますって」

「なんしゃべっちょうか、分かるん？」

「方言、えっと、かごんま弁ってやつですよね」

「そう、じゃっどん」

　なぜか潤うる芽め先せん輩ぱいは大きな瞳ひとみを不安そうに揺ゆらしている。

「分かりますよ、大だい丈じよう夫ぶです。俺おれ、小学生の頃ころまではこっちに住んでたんで」

「う……。笑ったり、せんの？」

「なんで笑うんですか？」

「う……」

　潤うる芽め先せん輩ぱいは困り顔になると、俯うつむいてしまった。

　よく分からない。分からないが。

「とりあえず後は俺おれがやりますから、潤うる芽め先せん輩ぱいは休んでてください」

　俺おれは勝手に急きゆう須すを取ると、湯のみを緑茶で満たした。淹いれたてのお茶を運ぼうとしていたその時だった。

「ああもう、そんなの、なんてことありません！　好きならさっさと告白してしまえばいいでしょう！」

　手帳を広げてシャーペンを滑すべらせていためめがキレた。めめなんかに恋れん愛あい相談をしていた片かた想おもい少年は、おっかなびっくりという顔で目を白黒させていた。

「まったくもう、どいつもこいつも、もっとまともな相談はないんですか。持ち物がなくなっただの、モテないだの、彼かの女じよに振ふられただの。赤点取りたくなければ勉強しなさいよ、スポーツができるようになりたければ練習しなさい。そんなことより、例えば、ひょうたん海岸で怪あやしい人を見たとか、妙みような物が漂ひよう着ちやくしているとか、昨日と今日で海辺の風景が変わっていたとかいう事件はないんですか！」

　並んでいた男子達たちを指差してめめが叫さけぶ。

「そんな大変なことが起これば、お前なんかより警察を頼たよるだろ、普ふ通つう」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは黙だまっててください」

「俺おれなんか、某ぼう一年女子に脅きよう迫はくを受けたあげく、噓うそも混じった個人情報を垂れ流されて、無断で写真まで使われて、大事件なんだが」

「残念ながら、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいの相談は受け付けてません」

「めめちゃんが望んでる大事件、というわけではないかもしれないんだが、話を聞いてもらえないだろうか」

　落ち着いた声こわ音ねは女子のものだった。

「四よ方も屋や」

　いつの間にか、すぐそばに四よ方も屋やが立っていた。

　麗うるわしの王子様の登場に、それまで並んでいた男子達たちが圧あつ倒とうされて道を開けている。生物準備室に現れたのは四よ方も屋やだけではなかった。陸上部のツインタワーの一方である、渡わた辺なべ先せん輩ぱいも一いつ緒しよだったから、周囲はどよめきに包まれた。四よ方も屋やは俺おれを見て小さく頷うなずいてから、めめに言った。

「私ではなく、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが聞いてほしい話があるそうだ」

　四よ方も屋やにエスコートされて、長いポニーテールが一ひと際きわ目を引く渡わた辺なべ先せん輩ぱいは、少しためらうように前に出た。

「ごめんね、笹ささ美み々みさん。たいしたことじゃ、ないのかもしれないけど。ちょっと聞いてほしくて」

　めめは力強く頷うなずくと、生物準備室にいた男子達たちを追い出してドアを閉めてしまった。パイプイスに渡わた辺なべ先せん輩ぱいを促うながし自分も座すわると、手帳を開きシャーペンを握にぎる。それからめめは真しん剣けんな面おも持もちで言った。

「どうぞ、聞かせてください」

　四よ方も屋やは渡わた辺なべ先せん輩ぱいの隣となりに座すわっている。二人にお茶を出した俺おれと潤うる芽め先せん輩ぱいはその様子を見守っていた。

　やがて、渡わた辺なべ先せん輩ぱいがおもむろに口を開いた。

「陸上部の話なんだけど、最近、みんな調子が悪いの」

「調子が悪い、というのは」

「うん。記録が伸のびないってことなんだけど、でも、それまでの自己タイムを大おお幅はばに下回ってしまってて。調子が悪い時期っていうのは誰だれにでもあるものだけど、みんながみんな同じ時期に記録が落おち込こんでしまうっていうのは、さすがに今まではなくて」

「確かに、集団的に同じ状じよう況きように陥おちいるってことはおかしいですね。何か、思い当たりませんか？　陸上部全員が何かしたとか、何か食べたとか」

「いや、特にはなにも。練習メニューはずっと変わらないし、みんなで同じ物を口にした覚えもない」と、答えたのは四よ方も屋やだ。

「そうですか」

　めめはシャーペンを止める。

「あの、でも」と、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが四よ方も屋やをちらりと見て言った。「ジュンは、いつもと変わらないの、よね？」

　話の矛ほこ先さきを向けられた四よ方も屋やは曖あい昧まいに「まあ」と、頷うなずいた。

「四よ方も屋や先せん輩ぱいだけが、なんともない、と」

　めめがメモを取る。

「いや、でも、みんなが感じてる、なにかが絡からみ付つくような感覚っていうのを、私が感じないだけで。私は、鈍にぶいからな」

　四よ方も屋やなりにフォローしたのかもしれないが、鈍にぶさを感じないだけに、フォローになっていない。

「絡からみ付つく？」

　めめがシャーペンを止める。

「絡からみ付つくって、なにがなにに絡からみ付つくんですか？」

　めめの質問に表情を曇くもらせた渡わた辺なべ先せん輩ぱいを、四よ方も屋やが心配そうに見つめている。

「脚あし、に」

　渡わた辺なべ先せん輩ぱいはぼそりと言った。

「脚あしに、なにかが絡からみ付ついてる感じがするっていうか、重い気がして。妨さまたげられているようで、走りにくいの。変に聞こえるかもしれないけど、みんな同じことを言ってるの」

　俯うつむいてしまう渡わた辺なべ先せん輩ぱいの肩かたを四よ方も屋やが撫なでた。

　脚あしになにかが絡からみ付ついてるって、どういうことだ。ぱっと見た限り、渡わた辺なべ先せん輩ぱいの脚あしには何も付ついていない。だとすれば、脚あしの怪け我がか、はたまたなにかの病気か。それでも、陸上部全員が同じ感じを受けるとは、どういうことだろう。

「分かりました」

　めめの言葉は力強かった。

「陸上部でなにが起こっているのか、調査してみます。お任せください」

　渡わた辺なべ先せん輩ぱいは話せたことでほっとしたのか、四よ方も屋やと一いつ緒しよに生物準備室を出ていった。

「調査してみるって、具体的になにをする気だ」

　残った湯のみを片付けながら尋たずねると、めめは自信たっぷりに言った。

「まずは、現場検証ですね。今日はもう遅おそいので、明日、行いましょう。明日の放課後、校庭のマグロの像の前に集合です」

　えーと、それって俺おれも含ふくまれてるんですかね。

　目線だけでめめに問いかけると、とどめとばかりに言われた。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは遅ち刻こく厳禁です。遅ち刻こくしようものなら、どうなるか、分かってますよね」

　分からないし。全然分からないし。

　というか俺おれ、まだ入部してないんだけどな。










「どう思う？」

「緑茶争そう奪だつ戦っぷりはすごいらしいね」

　昨日の出来事をととに語って聞かせたところ、ととはとんちんかんな答えを返してきた。

「は？」

「だから、ここ最近の生物準備室での話だよ。マッコウクジラ団の。潤うる芽め先せん輩ぱいは大人気だね」

「妹から聞いたのか、それ」

「いや、佐さ々さ木きと鈴すず木きが嘆なげいてた。どうやらまだ茶を飲む機会に恵めぐまれないらしくて」

「あいつら……」

「残念しごくだね。その点、海かい人とはいつでも潤うる芽め先せん輩ぱいの緑茶を飲み放題のラッキーボーイなんだから、マッコウクジラ団に入部してよかったじゃないか」

「俺おれはまだ入部するなんて一言も言ってないし、今はそういう話はしてない」

　なんだってこう、話が脱だつ線せんしてしまうのか。

　ゆっくりと昼飯の弁当でも食いながら、ととはどう思うか聞いてみたかっただけなのに。

「俺おれの話、ちゃんと聞いてたか？」

「聞いてた聞いてた」と頷うなずきながら、ととは弁当に詰つめ込こんできたという、小さなイカ達たちをもしゃもしゃ食べている。近所の人からもらった、イカ飯らしい。絶賛、イカブームの最さ中なかのようだ。

「ま、俺おれは海かい人とと同意見だよ」

「俺おれと同意見？」

「そう。つまり、なにかの怪け我がか病気、どちらかの前兆。それともう二つ、考えられるとすれば、まずは精神的な問題」

「部員全員が陥おちいるような問題って、どんな問題だよ」

「さあ」

「さあって。じゃあ、もう一つはなんだ」

「聞きたい？」

　俺おれは頷うなずく。

「じゃあ、海かい人とのその弁当に入ってる、おいしそうなつけあげちょーだい」

　弁当箱の中からまだ箸はしをつけていないさつまあげを一つ、ととの弁当の中に置いてやる。昨日、魚屋のおっちゃんがさばいてくれた魚をすり身にして油であげただけのものだ。ととはさつまあげを頰ほお張ばって幸せそうな顔をした。

「いやぁ、今時、つけあげを手作りできちゃう男子高校生なんて、そういないだろうね。料理上手。素す晴ばらしいよ」

「そんなことどうでもいいから、さっさともう一つを言え」

「不可思議現象」と、ととは言いながら、勝手にイカ飯を一つ、俺おれの弁当箱に入れた。さつまあげと物ぶつ々ぶつ交こう換かんのつもりなのだろう。

「ふかしぎ？」

「普ふ通つうじゃない、現実的ではない出来事が起こっている、かもしれない。幽ゆう霊れいだとか、宇宙人だとか、妖よう怪かいだとか」

「本気で言ってるか？」

「可能性はなきにしもあらず、だよ。それに、そう考えた方がいろいろと楽しい」

　ととは最後のイカ飯のイカを箸はしでつまんで持ち上げた。

「アホらしい」

　俺おれは言って、もらったイカ飯をありがたくいただくことにした。だしがしみ込こんだもち米の詰つまったイカ飯はおいしかった。




　マグロの像とはまさに、そのまんま。日本人が大好きな魚を銅像にしたものである。

　なんだって学校にマグロなんかの銅像があるのかと聞かれたところで、俺おれにだって理由はよく分からない。学校は関係ないが、もしかしたら、この町がマグロ祭りだのウニ祭りだの、漁業が盛さかんなことから海の生き物を使って町起こしをしていることと関係しているのかもしれない。

　それにしたってマグロ。学校にマグロの銅像なんて、普ふ通つうはない。

　独特の存在感を放つ像の前で俺おれは一人待っていた。

　まだマッコウクジラ団なんぞに入部してはいないが、誰だれより早く律りち儀ぎに待っていた。

　別にめめの脅おどしが効いてるわけじゃない。めめなんか恐こわくない。あいつがどうのこうのというんじゃなくて、これは、そう、ただの好こう奇き心しんというやつだ。

　陸上部で起こってる不思議な現象について、やっぱり気になったからだ。

　それにしても、オレンジ色に染まり始めたばかりの広い校庭では、運動部があちこち動き回って練習に勤いそしんでいる。ストレッチをしたり、走ったり、フォームを整えたり、忙いそがしそうだ。

「鳴なる瀬せ」

　ぼうっとしていたら、声をかけられた。

「あれ、四よ方も屋や」

　陸上部のユニフォーム姿でもなければ、ジャージ姿でもない。制服に身を包んだ四よ方も屋やが西日を浴びながらやって来た。

「鳴なる瀬せ、一人か？」

「ああ、うん。いや、めめも潤うる芽め先せん輩ぱいもまだ来てないんだ。そういえば」

「そういえば？」

「ととの奴やつも、マッコウクジラ団だったんだっけか。あいつの姿を生物準備室で見たことないけど」

「ああ、笹ささ美み々みか。仕方ないよ、笹ささ美み々みは幽ゆう霊れい部員だからな」と、四よ方も屋やは苦笑いを浮うかべる。「それじゃあ、先に陸上部の練習コースに行こうか。めめちゃん達たちもそのうち来るだろ」

　歩き出す四よ方も屋やにつられて、「そうだな」と隣となりに並んだ。

「でも、鳴なる瀬せがマッコウクジラ団に入部してくれたことは、本当に心強いよ」

　いや、心強いとか言われても、そもそも入部してないから。と、つっこみを入れようとしたら、四よ方も屋やはさらに続けて言った。

「ジンベエザメ、なんだよな」

　四よ方も屋やは俺おれの頭上に目を凝こらすような視線を送る。

　なんだ、上になんかあるのか？　空しか見えないけど。

「それ、めめが言ってるやつだろ。さっぱり意味が分からなくて、正直まいってる」

「まいる？」

「まいるだろ。あることないことあいつは吹ふい聴ちようして回るし」

「だが、鳴なる瀬せが小魚の群れをサメと見み間ま違ちがえたのは本当の話なんだろう」

「それは……」

「笹ささ美み々みが言ってたぞ。鳴なる瀬せが溺おぼれる直前、サメだサメが出たと、一人で騒さわいでいたと」

「ほんとか？」

「本当だ」

　そういうことだったのか。

「あいつめ。やっぱり、ととがめめに話したんじゃないか。そらっとぼけやがって」

　ぎりぎりと拳こぶしを握にぎる。

　確かに去年、大おお騒さわぎした俺おれも俺おれだが、それを盗ぬすみ聞ぎきしたあげく、妹にネタとして提供するとはどういう了りよう見けんだ。

「鳴なる瀬せ、落ち着け。笹ささ美み々みも、悪気はなかったんだと思うぞ。もちろん、めめちゃんもだ」

「悪気がないなら、なおたちが悪い。なんで俺おれが、過去の恥はじを全生徒に知らしめられなきゃいけないんだ。おかげで、知るはずのない奴やつまで俺おれの名前を知ってるありさまだ」

「確かに、めめちゃんのやり方は、少し強ごう引いんではあるが」

「強ごう引いんすぎるにもほどがあるだろ」

　四よ方も屋やはきょとんとしてから、くすくすと笑った。風が吹ふいて、四よ方も屋やの金色の髪かみが揺ゆれた。

「笑い事じゃない」

「ああ、悪い悪い。鳴なる瀬せにしてみれば笑えないし、とんだ迷めい惑わくだったかもしれない。それでも、やはり、めめちゃんが鳴なる瀬せを選んだのは鳴なる瀬せだから、だったんだよ」

「俺おれだからって、どういう意味だ」

「ジンベエザメはやはり、特別な魚らしい」

「俺おれは魚なんかじゃない、どこからどう見たって人間だろ」

「いやだから、そういう意味ではなくて……。鳴なる瀬せはもちろん人間なのだが、ジンベエザメに憑つかれてるっていうことがもう、すごいことなんだと思う」

「はあ？」

　お前までなにを言い出すんだ？　と、思ったが、四よ方も屋やの横顔はあくまで真しん剣けんで、とうてい冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「だから」と、四よ方も屋やは立ち止まると俺おれを見つめる。どきりとしてしまうような、深い緑色のきれいな瞳ひとみだ。「この学校に眠ねむってると言われている姫ひめの宝を守るのにふさわしい、と。めめちゃんが話していたよ」

「姫ひめの、宝？」

　なんだそれ。

　ぽかんとする俺おれに、四よ方も屋やは小難しい顔をした。

「う、む。私は説明が下手だな。そのうえ、憑つかれてる海の生き物にも疎うとくて。すまん、鳴なる瀬せ、混乱させてしまったな。それよりも今は、陸上部のことだ。私以外の陸上部員が被ひ害がいにあっているというのも、気になるのだが……」

「四よ方も屋や」

　俺おれは歩き出そうとする四よ方も屋やの腕うでをつかんだ。

「もっと、聞かせてくれないか」

「鳴なる瀬せ？」

「その話を。めめはそんな話を、お前にしてたのか」

「えっと……」

「頼たのむ」

　四よ方も屋やの腕うでをぐっと握にぎり締しめると、目に見えて四よ方も屋やは動どう揺ようした。

「えと、鳴なる瀬せ。その、手、手をだな……、離はなしてくれないか。その、腕うでが……」

　西日のせいだろうか、四よ方も屋やの顔が赤い気がする。

「熱いんだ」

「へ？　四よ方も屋や？」

　空気でも抜ぬけてしまったかのように、四よ方も屋やの身体からだから力が抜ぬけた。傾かしぐ身体からだを慌あわてて支えると、四よ方も屋やは口早にぶつぶつと何か言っている。

「じ、じ、ジンベエザメは、大きいから、こ、こ、小魚、ならではの習性なんだと、思うんだが。ど、ど、動どう悸きが、息が、苦しくて……」

「なに言ってんだよ、四よ方も屋や。大だい丈じよう夫ぶか？」

「なにやってるんですか、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい」

「うわぉ」

　めめと潤うる芽め先せん輩ぱいがそばに立っていた。

「こんな校庭の真ん中で、よくやりますね」

「なにがだ」と、辺りを見み渡わたせば、あちこちから視線を向けられている。顧かえりみれば、俺おれと四よ方も屋やはまさに、抱だき合あっている風にも見えるだろう。

「ち、違ちがう。四よ方も屋やが急に倒たおれそうになったんで……」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが四よ方も屋やに近づき、「大だい丈じよう夫ぶ？」と、そっと声をかけた。俺おれから離はなれて落ち着きを取とり戻もどしたのか、四よ方も屋やはこくこくと頷うなずいている。半眼のめめを見つめ返しながら、俺おれは言った。
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「四よ方も屋やが、俺おれのことをジンベエザメだから特別だとか、姫ひめの宝がどうとかいう話をしたから、それをもっと聞こうとしただけだ。お前がそんな話を四よ方も屋やにしたんだろ」

　めめの態度は素っ気ない。

「ああ、その話ですか。でも、今はこんなところで遊んでる場合ではありませんので、後にしてください」

「誰だれも遊んでなんかいない」

「さあ、陸上部の練習コースに行きましょう」

　めめは俺おれの意見なんか聞こえない素そ振ぶりで、スタスタと歩き出した。潤うる芽め先せん輩ぱいも四よ方も屋やもそれに続く。

　納なつ得とくがいかない。地じ団だん駄だを踏ふんだ。










　脚あし、脚あし、脚あし、生なま脚あしのオンパレードだ。

　陸上部の練習コースにたどり着くと、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが練習メニューを黙もく々もくとこなしていた部員達たちに集合をかけた。問題は脚あしにあり。というわけで、部員達たちはそれまで穿はいていたジャージを脱ぬいで短パン姿になった。

　ほどよく筋肉のついた健康的な脚あし達たちを前にして、正直、目のやり場に困った俺おれは、少し離はなれた場所から見ていた。

　めめがメモを取りながら部員一人一人の話を聞き、脚あしをじっくりと眺ながめている。潤うる芽め先せん輩ぱいもしゃがみ込こんで脚あしを見つめていた。

　同じ練習コースにいた男子陸上部員の視線が痛い。

「見た目だけでは異常なさそうに見えるけどな」

　俺おれは隣となりに立っている四よ方も屋やに言った。

「そうなんだ。だから、余計に困っている」

「男子部員は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「そういえば、不調者が出ているという話を聞いた」

「じゃあ、男子部員にも話を聞いた方がいいだろう。聞いてくるか」

　居い心地ごこちの悪さに耐たえ切れず、恨うらめしげな視線を送りつけてくる男子部員達たちの方へと歩き出すと、「私も行こう」と、四よ方も屋やもついてきた。

「男子の部長は、長なが島しま先せん輩ぱいだ。長なが島しま先せん輩ぱい、ちょっといいですか」

　四よ方も屋やが声をかけると、長なが島しまと呼ばれた先せん輩ぱいが振ふり向むいた。短たん髪ぱつで、いかにもスポーツマンといった感じの爽さわやかな男子だ。

「おう、どうした、四よ方も屋や」

　四よ方も屋やの隣となりに並ぶ俺おれにまで爽さわやか笑え顔がおを向けてくる。

「お忙いそがしいところすみません。先日お話しした、女子部員の脚あしの件なんですが、男子部員にも不調者がいるとおっしゃってましたよね。そのお話を聞かせていただければと思ったんですが」

「ああ、なるほど、それで」と、長なが島しま先せん輩ぱいは納なつ得とくした様子で頷うなずき、俺おれに言った。「君、マッコウクジラ団の、鳴なる瀬せ君、だっけ？」

「はじめまして、鳴なる瀬せです」

　笑ったつもりだったが、顔が引きつってしまう。

「本当に調査に来たんだね。いいよ、今部員を集めるから、好きなだけ話を聞いてやって。おーい、お前ら、集まれ」

　男子部員達たちがぞろぞろと集まってきた。長なが島しま先せん輩ぱいが事の次し第だいを簡潔にまとめて説明すると、意図を理解してくれたのか、男子部員達たちの視線がようやく少し和やわらいだ。話を聞くに、どうやら不調者は増えていたようで、男子部員もほとんどが同じ症しよう状じようを訴うつたえてきた。

　脚あしに、なにかが絡からみ付ついている感じがする。というやつだ。

「実を言うと、俺おれも」と、長なが島しま先せん輩ぱいまでもが手をあげた。「昨日からなんか、調子が悪くなってな」

　そう話す長なが島しま先せん輩ぱいの生なま脚あしも見せてもらうことにする。筋肉隆りゆう々りゆうのがっしりとした脚あしだ。俺おれは遠えん慮りよなく目を近づける。太ふと股もも、膝ひざ、膝ひざ裏うら、ふくらはぎ、と見ていくと、ふくらはぎに奇妙な痣あざがあることに気づいた。まだほんのりと赤い痣あざは二重丸のような形をしている。

「これ、どこかにぶつけたとかですか？」

「うん？　あれ、こんなとこぶつけた覚えないけど。なんだろな」

「痛みはありますか？」

「いや、ない」

　まだできたてという感じの痣あざなのに、痛みはない。

「四よ方も屋や」と、俺おれは別の男子部員の脚あしを見ていた四よ方も屋やを呼んだ。

「そっちに、脚あしに二重丸みたいな痣あざがある人がいなかったか？」

「いるぞ」

　四よ方も屋やの返答はすぐだった。

　脚あしに痣あざがある部員は、長なが島しま先せん輩ぱい含ふくめて五人もいた。痣あざが消えかけている者を含ふくめると八人。

「長なが島しま先せん輩ぱいは昨日から調子が悪くなったんですよね」

「ああ」と、頷うなずく長なが島しま先せん輩ぱいの痣あざはまだ真新しい。それに比べ、痣あざがだんだんと薄うすくなるにつれ、調子が悪くなった日付は古くなった。

「原因はこの、痣あざですね」

　いつの間にかすぐ隣となりにめめがいて、長なが島しま先せん輩ぱいの脚あしをじっと見つめていた。渡わた辺なべ先せん輩ぱいの姿もある。

「女子部員にも同じ痣あざが残っている人がいました。痣あざが消えてしまっても、症しよう状じようは残るのでしょう」

　長なが島しま先せん輩ぱいが不思議そうな顔をして尋たずねた。

「でも、なんでこんな痣あざくらいで、脚あしの調子が悪くなるんだ」

　確かに、ごもっともな意見だ。

「分かりません」

「分からない？」

「何かの前兆。これまでにも妙みような技わざを使う人はいましたが、幻げん覚かく作用か催さい眠みん術か何かでしょうか。それとも……」

　めめの言ってることの方が分からない。

　めめは立ち上がると、ぐるりと練習コースを見み渡わたした。

　直線１００ｍコースに、１周２００ｍ６レーンコース、走はしり高たか跳とびと棒ぼう高たか跳とび用のスペースがあり、広々としている。めめはレーンコースに向かって歩いていく。コースを突つっ切きり、中央の芝しばが植えられている場所に足を踏み入れた。やがて何か見当をつけたらしく、おもむろにしゃがみ込こんだ。

　渡わた辺なべ先せん輩ぱいと長なが島しま先せん輩ぱいは困こん惑わくしながらも、めめに近づいていく。俺おれも、四よ方も屋やと共に近づいた。めめは地面を掘ほり返かえしていた。誰だれかが一度掘ほった後なのだろう、そこだけ芝しばがなく土は柔やわらかい。

「あった」

　めめが言って引っ張り出したなにかは、粘ねばり気けを帯びていた。

「それ、なに？」と、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが眉まゆをひそめる。

　ネバネバとした物体はめめの掌てのひらからはみ出して垂れていた。アンモニアを濃こくしたような、つんと鼻をつくひどい臭においもする。

「なにかは分かりません。でも、これが陸上部の部員を苦しめていたものの正体だと思います」

　めめは言うと、持っていたシャーペンを取り出して躊ちゆう躇ちよなく物体に突つき刺さした。その瞬しゆん間かん、ネバネバしていた物体から飛び出してきたのは、黒い液体だ。黒い液体を飛び散らせながら、物体はグネグネと動いた。臭においが余計にひどくなる。

「きゃっ」と言って後ずさった渡わた辺なべ先せん輩ぱいを「大だい丈じよう夫ぶですよ」と気づかったのは四よ方も屋やだ。

　やがて黒い液体が止まると、その物体はぴくぴくと痙けい攣れんして息絶えた、ように見えた。

　そして、ポロポロと崩くずれて、跡あと形かたもなくなってしまった。何もなくなった掌てのひらを見つめてから、めめは立ち上がった。

「痣あざは、どうなりましたか？」

　尋たずねられた長なが島しま先せん輩ぱいは「え？」と、目をぱちくりさせた。

　それからようやく質問の意味を理解したようで、「おお」と、言い、自分のふくらはぎを見て、さらに目を丸くした。

「消えてる！　うん、脚あしも、軽くなった。すげぇ！」

　長なが島しま先せん輩ぱいはその場で軽くジョグをしてみてから、「バッチリ！」と、親指を立てた。

　そんな長なが島しま先せん輩ぱいを見ていた渡わた辺なべ先せん輩ぱいも、おそるおそる脚あしを動かすとぱっと顔をほころばせた。

「本当だ。軽くなってる」

　他ほかの部員達たちもそれぞれ効果があったらしい。みな一様にはしゃいでいた。

「よかったです」と、めめが頷うなずく。その時、ふいに強い視線を感じた。

　振ふり返かえった先、離はなれた場所に背の高い少年が立っている。あれは。

「林はやし？」

　こんなところに、なんであいつがいるんだ。

　まるで射るような視線だ。林はやしは俺おれと目が合うと、すぐに顔を背そむけて、走り去った。

「どうかしましたか、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい」と、めめが尋たずねてくる。

「いや、林はやしがいたんだ」

「林はやし？」

「一年生で、俺おれの教室まで俺おれを尋たずねてきたあげく、なにかとつけ回されてて……、って、元はといえばお前のせいだぞ」

　食ってかかってみるも、めめはもう俺おれの話など聞いていなかった。

「一年生の、林はやし君」と、つぶやくと、風になびいた長い髪かみを押おさえて、林はやしがいなくなった方を見つめていた。










　あの妙みような物は生徒達たちの間で『呪のろい』と呼ばれ、瞬またたく間まに噂うわさは広まった。

『呪のろい』を解いたせいか、陸上部員の脚あしになにかが絡からみ付ついているような感じは、完全に消きえ失うせたらしい。

　翌日、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが改めてお礼にと生物準備室を訪おとずれ、バームクーヘンを丸々一つ置いていった。事件が無事に解決したのだから、俺おれは湧わき水みずのように溢あふれる疑問をめめにぶつけて、すっきりしてからマッコウクジラ団を去るつもりでいたのに、全すべてはお預けとなった。

　というのも、再び謎なぞの現象が起こったのだ。

　校庭を歩けば脚あしになにかが絡からみ付つく感じがする、廊ろう下かを歩けば方向感覚を失う、教室に入れば偏へん頭ず痛つうに襲おそわれる。ますます事態は悪化した。

　陸上部の『呪のろい』を解いたという噂うわさが広がったせいで、生物準備室にはひっきりなしに症しよう状じようを訴うつたえる生徒が現れた。

「あれは『呪のろい』なんかじゃありません」

　めめは部室の長机に頰ほお杖づえをつき、ぶうたれていた。

「じゃあ、いったいなんなんだよ」

　尋たずねた俺おれを、めめはちらりと見た。

「それが分かれば苦労しません。でも、今までとは確かに違ちがう傾けい向こうです。こんな風に学校中を騒さわがせて、なにがしたいんだか。もしかして、愉ゆ快かい犯ですかね」

「愉ゆ快かい犯？」

「だとしても」と、潤うる芽め先せん輩ぱいが緑茶をめめと俺おれの前に置いた。「やっぱい犯人は、海の生き物にとり憑つかれちょう人間？」

　海の生き物にとり憑つかれてる人間？

　なんだそりゃ。と、尋たずねようとした時、部室のドアが開かれた。

「祈き禱とう師し様、祈き禱とう師し様！」

「だから、私は祈き禱とう師しなんかじゃないわよ！　マッコウクジラ団部長、笹ささ美み々みめめよ！」

　脇わきに四角い何かを抱かかえて飛とび込こんできた男子生徒を、めめは一いつ喝かつする。『呪のろい』を解いた者として、異常を訴うつたえてくる生徒はみな、めめのことを『祈き禱とう師し様』などと呼ぶようになっていた。

「今度はどこ？」

　めめに睨にらまれて、紺こん色いろのネクタイをした三年生の男子はひっと縮みあがっていた。

「えっと、どこというわけではないんですけど。その、実は、見てはいけないものを見てしまった、といいますか」

　歳とし下したのめめに敬語を使うありさまだ。

「何よ、また『呪のろい』のことじゃないの？」

「違ちがいます」

　めめが問うのも無理はなく、謎なぞの怪かい現象の原因はどれも同じだった。

　つまり、あのネバネバした臭くさくて黒い液体を出す謎なぞの物体が、あちこちに置いてあるせいだったのだ。

　廊ろう下かや教室だと、普ふ段だんは使わなそうな戸と棚だなの奥おくや掃そう除じ道具入れの隅すみに隠かくしてあったり、トイレや大だい胆たんにも天てん井じように貼はり付つけてあったりする。探し出して、剝はがして、潰つぶす。今日もその作業が一段落したばかりだった。

　相談者の話題が違ちがうと知って、少しは興味を惹ひかれたのだろう。めめは三年生の男子をパイプイスに促うながした。すかさず潤うる芽め先せん輩ぱいがお茶の用意をして、三年生男子に「どうぞ」と、差し出す。潤うる芽め先せん輩ぱいにお茶を出してもらえたからか、三年生男子はにへらと表情を緩ゆるめた。

「で、見てはいけないものとは、なにを見たんですか？」

　めめはシャーペンの先で開いた手帳を、トントン叩たたいた。

「あ、えと、幽ゆう霊れいです」

「幽ゆう霊れい？」

　呪のろいの次は幽ゆう霊れいときたか。

「あなた、幽ゆう霊れいを見たって言うんですか？」と、不ふ審しんそうな顔をするめめとは真逆に、潤うる芽め先せん輩ぱいは目を輝かがやかせた。

「えっと、たぶん、幽ゆう霊れいに見えただけで、幽ゆう霊れいだっていう確証はなにも、ないんだけど」

「でも、あなたは幽ゆう霊れいだと思った、と」

「まあ」

「なぜですか」

　手帳にはでかでかと「幽ゆう霊れい発見」の文字が書かれている。三年生男子は息を吹ふきかけ、お茶を啜すすってから語りだした。

「一番最初に見たのは一週間前でした。放課後の部活が終わった後だったから、もう日も暮れてて」

「何部なんですか？」

「美術部です。それで、美術室を出た後、教室に忘れ物をしてたことに気づいて、取りに行きました。廊ろう下かも教室も真っ暗で、それだけでも恐こわかったんだけど、廊ろう下かの方から何か気配がしたから、見てみたら」

「見てみたら？」

「いたんです。白い顔をした幽ゆう霊れいがぼうっと突つっ立たてて、その幽ゆう霊れいが口から何か、得体の知れない物を吐はき出だしたんです。その吐はき出だした物はうごうご動いてて、それを拾いあげると手に持ったまま幽ゆう霊れいはどこかに行ってしまいました」

「ふむ」と、めめは顎あごに指を当てる。その手を、切って置いてあったバームクーヘンに伸のばすと、口いっぱいに放ほうり込こんだ。

「その幽ゆう霊れいは、その後も何度か目もく撃げきしたんです。ある時は、暗い教室の中で、またある時は校庭の隅すみで、またまたある時は大だい胆たんにも職員室の近くで。でも、俺おれ、思ったんだ。もしかしたら、あれは幽ゆう霊れいなんかじゃないのかもしれないって」

「ふぁなんひゃっていうんふぇふか」

「せめて、口の中身を飲のみ込こんでから話せよ」

　めめは緑茶でバームクーヘンを飲のみ込こんだ。

「幽ゆう霊れいでなければ、なんだと思ったんですか」

　美術部男子は緑茶で喉のどを潤うるおしてから、意を決したように口を開く。

「エイリアンだよ」

　一いつ瞬しゆん、部室内が沈ちん黙もくで満たされた。

「エイリアン。宇宙人」と、つぶやき、いっそう瞳ひとみを輝かがやかせていたのは、潤うる芽め先せん輩ぱいだけだ。その手の話題が好きなのだろうか。なんだかそわそわし始めたぞ。

「つまり」と、めめはあくまで冷静だった。「この学校で、あなたは、幽ゆう霊れいと思おぼしきエイリアンに何度も遭そう遇ぐうした、と」

「未知との遭そう遇ぐう」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが熱っぽくつぶやく。

　美術部男子は、咳せき払ばらいを一つしてから言った。

「疑ってるのか？　そりゃ、俺おれだって、まさかとは思ったんだ。噓うそだ、これは夢だって思いたかった。でも、偶ぐう然ぜん何度も見かけてしまったんだから、間ま違ちがいないんだ。この学校には幽ゆう霊れいみたいなエイリアンがいる。絶対に。マッコウクジラ団は、どんな事件でも解決してくれるんだろ」

　そりゃあ、めめはそんなことを豪ごう語ごしていたが、さすがにこれはどうかと思った。呪のろいの次は、幽ゆう霊れいに宇宙人。めめが望む、海に関連してないどころか、すでに分野がめちゃくちゃだ。

「特とく徴ちようは？」

　めめはそれでも落おち着つき払はらっていた。

　バカにされてもおかしくないと、美術部男子だって頭の片かた隅すみでは思っていたのだろう。「へ？」と、間ま抜ぬけな顔をした。

「だから、特とく徴ちようです。その幽ゆう霊れいエイリアンの特とく徴ちようを教えてください」

「特とく徴ちよう？　ああ、特とく徴ちようか。えっと、顔が白くて……」

「男ですか女ですか」

「あ、男だった。うん。髪かみが短くて、うちの制服を着てて」

「背せ丈たけは？　体格は？」

「背は、……どうだろう。身体からだつきは、細身だったような」

　めめは突とつ然ぜん立ち上がった。そのせいで、美術部男子はびくりと肩かたを震ふるわせる。めめはドアの前まで歩いていくと、振ふり向むいて言った。

「教室から廊ろう下かを見た時、ドアのどの辺りまで頭はありましたか？」

　なるほど、そう聞いた方が分かりやすい。

　ぽかんとしていた美術部男子は我に返ると、ドアのかなり上の方を指差した。幽ゆう霊れいエイリアンは俺おれより背が高いようだ。

　それから、思い出したように言った。

「そうだ、絵。俺おれ、絵を描かいたんだ」

「絵？」

　美術部男子は持っていた四角い物を差し出して見せた。何かと思っていたが、それはキャンバスだったようだ。

　キャンバスには不気味な絵が描かかれていた。ぼうっと突つっ立たっている青白い顔をした男子生徒の周囲は黒く塗ぬり潰つぶされている。その口からは黒くてどろりとしたものが滴したたっていた。

　この絵を見せるのが一番手っ取り早かったんじゃないのか、と思ったが、後の祭りだ。めめも同じように思ったのか、絵を見ても、ふぅんと言っただけだった。

「結局、話をまとめると、背が高く細身で、髪かみの短い男子生徒が、誰だれもいなくなった夜の校舎のあちこちを徘はい徊かいし、口から得体の知れない物を吐はき出だしていた。ということですね」

　めめは手帳を閉じた。

「まあ」と、美術部男子は頷うなずく。幽ゆう霊れいの可能性もエイリアンの可能性も、めめのまとめからは排はい除じよされてしまったらしい。

「髪かみの長い女の人じゃなかとか……」

　ぽつりと漏もらす潤うる芽め先せん輩ぱいは、どこか残念そうだ。

「貴重な情報提供ありがとうございました。今回の情報を元に、マッコウクジラ団が調査いたしますので、ご安心ください」

「え？　え？」

「解決いたしましたら、またご報告させていただければと思います。それでは、ごくろうさまでした」

　めめは戸と惑まどっている美術部男子を、さっさと部室から追い出すと、ドアを閉めてしまった。パイプイスにどかりと座すわり、バームクーヘンをつまんでむしゃむしゃ食べる。緑茶を飲んで、ふうと息を吐はき出だした。

　というか、さっきからバームクーヘンを緑茶で飲のみ込こんでいるが、合うのか、それ。牛乳の方がよくないか。と、思ってたら、潤うる芽め先せん輩ぱいもバームクーヘンをむぐむぐしながら緑茶を飲んでいる。まあ、いいか。

　二人してバームクーヘンを口に入れては緑茶を飲み、口に入れては緑茶を飲みを繰くり返かえすことしばし。

　って、皿の上にあったバームクーヘンがなくなってる。え？　俺おれの分のバームクーヘンは？

「……それで、祈き禱とう師し様。今度は除じよ霊れいでもしに行くんでしょうか。宇宙人ってどうやったら星に帰ってくれるんですかね」

　口さみしさから嫌いや味みを込こめて聞いてみると、じとりと睨にらまれた。

「そんなことはしません。でも、徘はい徊かい者は突つき止とめます」

「いつ？」

「今夜です」

「校舎中を巡じゆん回かいするつもりか」

「これまで謎なぞの物体が付着していた場所を省いていけば、出現ポイントの目め処どはおのずとつきます」

「どこだ？」

「体育館です」

「そうなのか？」

　驚おどろく俺おれに、めめは胸を張った。

「刑けい事じの勘かんに間ま違ちがいはありません」

「誰だれが刑けい事じだ」

「じゃあ、腹ごしらえ」と、潤うる芽め先せん輩ぱいが戸と棚だなから大量に取り出したのは、下げ駄たの歯を模していることが名前の由来という、げたんはと呼ばれる鹿か児ご島しまでは有名な黒糖菓が子しだった。

　バームクーヘンを胃に収めたばかりだというのに、まだ食べるんですね。とはいえ、バームクーヘンを一口も食べられなかった身としてはありがたい。げたんはをむしゃむしゃ食べて緑茶を飲み干すと、鞄かばんを持って電気を消し、とっくに日が暮れて暗くなった部室を後にした。




　夜の帳とばりが下りた学校というのは、それだけでも不気味さが漂ただよっている。暗い廊ろう下かを点々と照らすのは、非常口の緑や消防用の赤の明かりだけだ。

　こんな廊ろう下かで、あの美術部男子は青白い顔をした幽ゆう霊れいだの、口から得体の知れない物を吐はき出だすエイリアンだのを目もく撃げきしたのか。そんなものが校舎内を徘はい徊かいしてると想像するだけで、背筋が寒くなった。

　それなのに、俺おれの横を歩く潤うる芽め先せん輩ぱいは今まで見たことがないくらい、うれしそうだ。にこにこと頰ほおが緩ゆるみ、足取りはそのまま浮うき上あがってしまうんじゃないかというくらいに軽く、微かすかに鼻歌まで歌っている。鼻歌だというのに信じられないくらいきれいな旋せん律りつで、なぜか眠ねむ気けに襲おそわれる。一いつ瞬しゆん、意識を失いそうになって、慌あわててかぶりを振ふった。

　いかんいかん。今ここで寝ねたら確実に幽ゆう霊れいエイリアンに襲おそわれる。

　両りよう頰ほおを叩たたき、意識を窓の外に向けてみる。と、突とつ然ぜん、窓ガラスに男の顔が浮うき上あがった。

「ぎゃあ！　出た！」

「ふおっ！」

「うるさいですよ、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい。なんですか、急に」

　先を歩いていためめが煩わずらわしそうな顔で振ふり向むいた。

「で、出たんだ。男の、幽ゆう霊れいが、窓の外に……」

　震ふるえる指で窓を指すと、まっさきに潤うる芽め先せん輩ぱいが覗のぞき込こんだ。そして、分かりやすいくらいがっかりと肩かたを落とした。

「なんも、おらん」

「え？　でも、今、一いつ瞬しゆん、男の顔が映って……」

　見定めるため、今一度窓に目を向ける。うっすらと潤うる芽め先せん輩ぱいの姿が窓に映り込こんでいる。その横にあったのは、毎日見ている平へい凡ぼんな顔だった。

「……俺おれ？」

　めめが思い切りバカにしたような目で見つめてくる。

　潤うる芽め先せん輩ぱいが悲しげな目をして、こくんと頷うなずいた。

「幽ゆう霊れいでもエイリアンでもなかった」

「……えと、そんなに、出てきてほしいんですか」

「うん！」

　即そく答とうの頷うなずきだ。

「もしかして、そういうのが、好きなんですか」

「うん！　好き！」

　ま、眩まぶしい。

　赤みがかった瞳ひとみを輝かがやかせ、まるで子供のように無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる潤うる芽め先せん輩ぱいが眩まぶしすぎて直視できなかった。無む垢くな天使だ。笑えみにつられて天上界まで連れていかれそうなった意識をなんとか留とどめていられたのは、潤うる芽め先せん輩ぱいがいつになく饒じよう舌ぜつだったせいだ。

「子供ん頃ころからほんに好きで、宇宙人とか幽ゆう霊れいとかわくわくすっと。ロズウェル事件とかグレイの解かい剖ぼう、キャトル・ミューティレーション、ミステリーサークル、Ｘファイルもエイリアンもプレデターもよう見ちょった。そんで、たまに心しん霊れい特集番組とかやっちょうけど、心しん霊れい写真も心しん霊れい動画もやっぱい日本製が一番おとろしか。リングも呪じゆ怨おんも着信アリも仄ほの暗ぐらい水の底からもよかけど、意外と毎年夏にある、本当にあった怖こわい話がわっぜ楽しみなんよ。イワコデジマイワコデジマ、ほんこわ、五字切り……って知っちょう？」

「……」

　目と鼻の先にある満面笑え顔がおに向かって、俺おれはなにも言い返せなかった。潤うる芽め先せん輩ぱいが怒ど涛とうのように語った話が半分以上理解できなかったからだ。

　わー、潤うる芽め先せん輩ぱいって実はこんなに話せる人だったんだなー。

　とか、そんな感想を抱いだいていると、それまで頰ほおを上気させ、瞳ひとみをうっすらと潤うるませ、にっこりとあがっていた口角がだんだんと下がってきた。

　小さな口を何度かぱくぱくさせると、顔を真っ赤にして今にも泣きそうな顔になる。

「ばばばばばぁー！」

　突とつ如じよ廊ろう下か中に響ひびき渡わたった奇き妙みような声に、潤うる芽め先せん輩ぱいは「ふぉっ！」と、声をあげるとびくりと身体からだを震ふるわせた。

「で、出たのか！」

　俺おれにいたっては奇き妙みような声に驚おどろいてすっ転び、尻しり餅もちをついていた。

　つ、ついに出たか。聞こえた声はめめのものでも、潤うる芽め先せん輩ぱいのものでもない。幽ゆう霊れいエイリアンの声は地じ獄ごくの底から響ひびいてきたような、低い男の声だった。よく見れば、暗くら闇やみの中に誰だれかがいる。気配がゆっくりと近づいてきた。

　後ずさるに後ずされない。逃にげるにも逃にげられない。

　目の前までやってくると、幽ゆう霊れいエイリアンは俺おれを覗のぞき込こんできた。

「いやぁ、これだけ派手にリアクションしてくれると、驚おどろかしがいがあるってもんだね」

　闇やみに浮うかぶきのこ頭。へらへらと気のない笑えみを顔いっぱいに浮うかべていたのは、

「……と、と？」

　ととだった。

「なんで、お前が、こんなところに……」

　ととは俺おれの腕うでをつかんで引っ張り起こしてくれた。

「うん。三人が靴くつも履はき替かえないで歩いていくのが見えたから。部活終しゆう了りよう時刻なんてとっくに過ぎてるのに、どこに行くつもりだろうって気になって、ついてきちゃった」

「は？」

「で、どこに向かう途と中ちゆうなの。幽ゆう霊れいとか宇宙人とかエイリアンとか、すっごく楽しそうな話をしてたみたいだけど」

「これから現場検証に行くの。もしかしたら、正体がつかめるかもしれないから」と、めめは冷静に言うと、さっさと歩き始めた。

「へぇ。幽ゆう霊れいや宇宙人やエイリアンの正体が分かるのかい？　それなら、俺おれも一いつ緒しよに行こうっと」

　とともスキップで続く。

　なんだよ、ととの奴やつめ、驚おどろかせやがって。はあ、びっくりした。びっくりしすぎて口から心臓が飛び出るかと思った。

　腹の底から溜ため息いきを吐はき出だしてようやく落ち着く。

　すぐそばにいる潤うる芽め先せん輩ぱいは、真っ赤になった顔を両手で覆おおって固まっていた。

「潤うる芽め先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけると潤うる芽め先せん輩ぱいははっとしたように目を瞬しばたたかせた。

　細い指の間から窺うかがうように俺おれを見る。

「う？　うん。私は、だいじょっ、だけんど」

　じりじりじりと、潤うる芽め先せん輩ぱいは後ずさっていく。

「だけど？」

「うっ、ううっ、さっ……」

「さ？」

「さっきの、忘れて」

　くるりと背を向けると、潤うる芽め先せん輩ぱいは先を歩いているめめに向かって駆かけていく。

「……え？　なにが？」

　さっきの忘れて？

　俺おれは頭の後ろを搔かきながら考えた。

「さっきのって、なんだ？」

「海かい人とー？　なーにやってんの？　置いてっちゃうけどいーの？」

　廊ろう下かにやる気のない声がこだまする。気づけば三人の姿はすっかり見えなくなっていた。廊ろう下かの曲がり角でととだけが待ってくれている。

「い、いやだ。待ってくれ。置いていかないで」

　こんな暗くら闇やみで一人にされたくない。慌あわてて駆かけ出だした。

「びっくりしたでしょう」と、追いついた俺おれにととがひそひそと言った。

「ああ、ほんと、びっくりした。危あやうく幽ゆう霊れいエイリアンに襲おそわれるところだった」

「あはは」

「笑い事じゃねぇし」

「いや、そのことじゃなくて、潤うる芽め先せん輩ぱいのことだよ」

　ととは顎あごだけで、先を歩く潤うる芽め先せん輩ぱいを指す。

　潤うる芽め先せん輩ぱい？

　めめと並んで歩くその後姿は相変わらず恐こわがるような素そ振ぶりはない。でも、最初のように、鼻歌を歌ってもいなければ、ふわふわと浮うわついた足取りでもない。

　一いつ瞬しゆん、ちらりと後ろを振ふり向むく。俺おれと目が合うと、「うっ」と声をあげて、困り顔を前に戻もどした。

「……びっくりしたかと言われれば、したな」

　無口だと思っていた潤うる芽め先せん輩ぱいがあれだけ話したのにも驚おどろいたが、その内容がまた内容だったから、二重に驚おどろいたのは確かだ。ととはそんな俺おれの心情を分かってると言わんばかりに、うんうんと頷うなずいた。

「かわいいよね」

「は？　かわ、いい？」

　なにを言い出すんだこいつは。ととは微ほほ笑えんだまま潤うる芽め先せん輩ぱいの小さな背を見つめていた。

「だって、特技を披ひ露ろうして照れてるんだよ。かわいい人じゃない」

「特技？」

「気持ちはすごくよく分かるんだけどねぇ。俺おれだって、初めてフェルミのパラドックスについて語った時は、ちゃんと伝えられるかな、理解してもらえるかな、ってドキドキしたもん。語り終えた時には、ちょっぴり恥はずかしかったものさ」

「フェ……？」

「宇宙人はいるはずなのになぜ遭そう遇ぐうできないのかっていう問題の提示と解答だよ」

「そんなもん知るか」

「あはは」

　ととの話は本当に分からん。分からんことだらけだ。それに比べればまだ、潤うる芽め先せん輩ぱいの話はましな方、だったのかもしれない。うん。半分くらいは俺おれにでも通じたしな。作品のタイトルは知ってたし。タイトルだけで恐こわそうだから観みてないけど。

　それにしても。

「意外だ」

「まあ、そうだね。人にはいろんな側面があるってことだよね」

「そう、なるな」

　そんな意外な一面を覗のぞかせて、真っ赤になって恥はずかしがる姿は、確かに、かわいい、のかもしれない。

　ととは隣となりで「ふふふ」と笑った。

「よかったね。あんな潤うる芽め先せん輩ぱいを見られるなんて、レアだよ、レア。世の中の男子みんながうらやましがっちゃうよ」

　ととに言われると全然お得な感じがしない。むしろ、茶化されてるような気がして、俺おれは「ふぅん」と頷うなずくに留とどまった。

「にしても」と、話題を変えることにした。「お前、こんな時間まで学校で何してたんだ？」

「うん？　俺おれの話？　俺おれはまあ、ちょっと図書室で調べ物をね」

「なんの調べ物だよ」

「体育館に到とう着ちやくします、私語は慎つつしんでください」

　めめに注意を受けて、俺おれは口をつぐんだ。廊ろう下かを抜ぬけると、屋根のついた外廊ろう下かに繫つながっていて、その先に体育館がある。放課後はバレー部やバスケ部がコートを使っているはずだが、練習はすでに終わっていて電気は消えていた。

　閉まっている両開きのドアを開けて中に入る。消防用と非常口用の明かりだけが灯ともっていて、体育館内は静まり返っている。静かすぎて耳が痛いほどだ。

　何もない。誰だれもいない。俺おれ達たちがコートを歩く、きゅっきゅという足音だけがした。

　こんなところに、本当に幽ゆう霊れいエイリアンは現れるのだろうか。コートの中央付近で立ち止まる。辺りを見回しても、それらしい人ひと影かげは見当たらなかった。

　なんだ、誰だれもいないじゃないか。

　ほっとしたその時、足音がした。

　コートの奥おく、側面の方からその足音はゆっくりと近づいてきた。きゅっきゅ、きゅっきゅと、規則正しい音がする。

　きゅっきゅ、きゅっきゅ。

　やがてその人ひと影かげの正体が明らかになる。背が高く、髪かみは短くて、青白い顔だけが浮うき上あがっていた。話に聞いていた通りだ。制服姿の男子生徒は、俺おれ達たちに気づくとびくりと肩かたを震ふるわせて立ち止まった。

「あれ、霧きり島しま君じゃないか」

　声をかけたのは、ととだ。

　霧きり島しま？　そういえば、クラスは一いつ緒しよになったことはないが、見かけたことはある。霧きり島しまというのは、俺おれやととと同じ二年生だ。

「笹ささ美み々み？　お前、なにしてんだ」

　霧きり島しまは目を丸くすると、距きよ離りを縮めてきた。ととと一いつ緒しよにいる俺おれ達たちを見て、何事かという顔をした。

「霧きり島しま君こそ、こんな暗い体育館の中で何をしてたのさ。まさか、一人残ってバスケの練習をしてた、わけじゃないよね」

　バスケ部なのか。

　ととが言うと、霧きり島しまは頭の後ろを搔かいた。

「いや、体育館に来てから腹が痛くなってさ。調子悪くて、部活の間ずっとトイレに籠こもってたんだ」

「それはそれは、大変だね。大だい丈じよう夫ぶかい？」

「いや、あんまり大だい丈じよう夫ぶじゃない。痛くてトイレに籠こもってたら、いつの間にか部活は終わってるし、電気は消されてるしで、まいってた」

　部活が終わってしまったことも、体育館の電気が消されてしまったことも気づかずに、トイレに籠こもってたというのか。他ほかの部員の誰だれにも気づかれずに、置いていかれたのか。そんなことが、あるのか。

「いててっ」

　霧きり島しまは腹を押おさえてうずくまった。

「霧きり島しま君、無理はしない方がいいよ。少し待ってて、まだ職員室に先生が残ってるはずだから、呼んでくる」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ダイジョウブ、ダカラ……」

　呻うめくような声で言うと、腹を押おさえたまま、霧きり島しまは動きを止めてしまう。やがて、うずくまっていた霧きり島しまの身体からだがぶるぶると震ふるえだした。それはとうてい、大だい丈じよう夫ぶそうには見えない。

「おい、本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、離はなれてください」

　霧きり島しまの肩かたにかけようとした手を、めめに取られた。

　小刻みに震ふるえている顔をあげた時、霧きり島しまは白目をむいていた。酸素の切れた魚みたいに、口をぱくぱくさせている。その口から溢あふれ出てきたのは、黒い唾だ液えきだった。

「うわっ」

　思わず後ろに飛とび退のいた。

　だらだらと黒い唾だ液えきをこぼす霧きり島しまは、両手を広げると低く腰こしを落とす。バスケの構えのように見えた。けれど、次の瞬しゆん間かん、霧きり島しまは宙に飛んだ。

「な、んだ」

　霧きり島しまは俺おれめがけて飛とび掛かかろうとする。逃にげようとしたが、脚あしがもつれてすっ転んだ。

　捕つかまる!!

　そう思った瞬しゆん間かん、体育館の中に旋せん律りつが流れた。

　歌が、聞こえてきた。

　歌？　こんな時にいったい誰だれがと首を捻ひねると、潤うる芽め先せん輩ぱいの姿が目に留まる。

　潤うる芽め先せん輩ぱいが歌っていた。

　なぜかその身体からだは淡あわく発光している。ほの白く輝かがやきを放つ潤うる芽め先せん輩ぱいの身体からだに、白くて長い何かが絡からみ付ついていた。

　やけに耳に響ひびく歌声だ。高く、低く、奏かなでられる声は甘あまく、頭に直接響ひびいてきた。聞いているうちにじんと、痺しびれを感じる。力が抜ぬけて動けなくなった俺おれの身体からだを、引っ張ったのはととだった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　海かい人と」

　平気そうにしているととは、俺おれをずるずると引きずった。

　霧きり島しまから十分距きよ離りを取って歌声がやむと、ととは耳から耳みみ栓せんを外した。

　霧きり島しまは飛とび掛かかろうとした体勢のまま、固まってしまっていた。歌声がやみ、動き出すほんの一いつ瞬しゆん。霧きり島しまの懐ふところに飛とび込こんだのはめめだった。

　目にも止まらぬ素す早ばやさだった。

　霧きり島しまの腹部に、めめは握にぎり締しめた拳こぶしをめり込こませると離はなれた。

「ぐはっ」

　腹を殴なぐられた霧きり島しまはよろよろと後ずさると、両手で口元を押おさえた。

「ぐっ、ぐうっ、うっ、ううっ、おええっ」

　黒い唾だ液えきと共に、何かを吐はき出だす。すかさずめめは霧きり島しまが吐はき出だした物を足で踏ふみつけた。何度も何度も踏ふみつけて、潰つぶした物を拾い上げる。

　めめが手にしていた物。黒い唾だ液えきにまみれて、だらりとぶら下がっていた物からはアンモニアの強い臭においがする。

「それ、もしかして、あの、呪のろいと同じ物か？」

　めめが手にしていた物は、陸上部の練習コースに仕し掛かけられていた物と同じ、それ以降、俺おれ達たちが潰つぶして回っていた怪かい現象の正体である、ヌメヌメとした物体だった。

「そうですね」と、あっさり頷うなずくめめは険しい顔をしていた。物体はポロポロと崩くずれてすぐに消えてしまう。

「あれ？　俺おれ……？」と、霧きり島しまの声がした。

　目も口元も元に戻もどっている。霧きり島しまは、不思議そうな顔をしていた。

「うん？　あ、腹の痛みがなくなってる」

「それはよかった」と、ととが何事もなかったかのように笑えみを浮うかべた。「それじゃあ霧きり島しま君、下校時刻はすっかり過ぎてるし、帰ろうか」

　ととは霧きり島しまを促うながして、さっさとドアに向かっていく。

　結局、さっきのアレは何だったんだ。

「幽ゆう霊れいでも、エイリアンでも、ない」

　そして、あの普ふ通つうではない歌声。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは目が合うと、どこか気まずそうな顔をして先に行ってしまった。

　めめはといえば。

　一人突つっ立たって、ドアとは正反対のあさっての方向を見つめている。

「どうした？」

　めめの視線の先に目を凝こらす。二階の通路の先には、非常口の緑の明かりが灯ともっていた。

　そこに、人ひと影かげがあった。

　背が高く、ほっそりとした影かげが、こちらを見下ろしている。その影かげが、ふっと、闇やみに溶とけて消えた。

　誰だれかがいた。










　昨日の霧きり島しまのことが頭から離はなれないまま、朝を迎むかえた。幸いなことに今日は土曜日で学校は休みだ。カーテンをめくれば、俺おれのもやもやした心情をそのまま映したかのように、空もどんよりと曇くもっている。今日はもう家でゆっくり寝ねていよう。そして、すっきりした頭でまた考えよう。布ふ団とんに潜もぐりこむ。

　と、家のチャイムが鳴った。

「おはよう、海かい人と。さあ、出かけよう」

　玄げん関かんのドアを開けると、鮮あざやかな黄色のブルゾンを着て、細身の青いパンツを穿はき、紫むらさき色いろのショルダーバッグを下げたととが立っていた。

「釣つりなら行かないぞ」

　朝あさ釣づりの誘さそいに来たのかと思った。

「釣つりなんて行かないよ。最近なぜかめっきり釣つれなくて、ボウズばかりだし」

「そもそもお前釣つる気ないだろうが」

「へへへ」と、よく分からない笑えみを浮うかべる。

「釣つりじゃないなら、なにしに来たんだ？」

「そんなの決まってるだろ。マグロ＆ウニ祭り、港で絶賛開かい催さい中なんだよ。先着１００名様には、なんと！　マグロの握にぎりとウニの軍ぐん艦かん巻きが振ふる舞まわれるんだよ。さあ、急ごう」

　マグロ＆ウニ祭り？

　ととはいざ行かんとばかりに、俺おれの腕うでを引く。

「ま、待て待て。待てって。せめて着き替がえさせろ」

　俺おれはまだ、上下ともスウェットのパジャマのままだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。海かい人とはそのままでも十分魅み力りよく的だよ」

「意味が分からん。少し待ってろ」

　ととを玄げん関かんに残し、俺おれは部屋に戻もどると急いで着き替がえた。デニムを穿はき、Ｔシャツの上から黒いパーカーを羽織る。リュックに財さい布ふが入ってるのを確かく認にんして、トイレをすませ、顔を洗って鏡を見れば、髪かみが跳はねていた。水で撫なでつけてみるも、どうしようもない。

「海かい人とー。まーだー？」

　家中にととの声が響ひびき渡わたる。

　父親が夜勤からまだ戻もどってきてなくてよかった。

「できたぞ」

　髪かみの跳はねを押おさえつけながら玄げん関かんに向かうと、ととはすでにドアを開けて待っている。スニーカーを履はいて家を出た。

　外に出ると、吹ふきつけてくる風は冷たかった。

　住宅街を抜ぬけて大通りを渡わたり、駅や学校とは反対方向へ歩いていく。なるほど、港に近づくほどにのぼり旗が立っている。この土日開かい催さいらしい。いつもは閑かん散さんとしている通りに車が列をつくっている。港のすぐそばにある砂じや利りまじりの空き地が臨時駐ちゆう車しや場となっているようだ。

「すごいな」と、俺おれがつぶやくと、ととが尋たずねてきた。

「あれ、海かい人ともしかして初めてだっけ？」

「話には聞いてたが、来るのは初めてだな」

「そっか。去年は俺おれが迎むかえに行ってあげなかったもんね」

　去年の今いま頃ごろ、というと、この町に引ひっ越こしてきてようやく一ヶ月、というところだ。学校にも町の雰ふん囲い気きにも、少し慣れてきたくらいの話だ。

「じゃあ、今日は絶対、マグロの握にぎりもウニの軍ぐん艦かん巻きもゲットしなきゃだよ」

　ととはがぜん張り切ると駆かけ出だした。俺おれは後を追いかけた。

　両りよう脇わきにある露ろ店てんで立ち止まっている人の群れの間をすり抜ぬけ、祭りの会場に入ると今度は物産店が立ち並んでいる。マグロの頭のオブジェが置いてあるかと思いきや、本物のマグロの頭が炭火の網あみの上で焼かれていた。砕くだいた氷の上に巨きよ大だいな魚が一匹ぴき横たわっていて、重量当てクイズをやっている。大きな生いけ簀すにはたくさんのウニの他ほかに、魚が泳いでいた。

　ととはそんなものには見向きもしないで、さらに奥おくへと進んでいく。

　屋根しかない建物の天てん井じようから、色鮮あざやかな大漁旗がつるされ、はためいていた。建物のすぐ先はもう海で、大小の船が停とまっている。いつもは獲とってきた魚を船から下ろして、作業するところなのだろう。平らでつるつるしている床ゆかには、テーブルとイスがたくさん並べられていた。壁かべ際ぎわにある露ろ店てんの反対側では舞ぶ台たいが組まれているので、そこで何かしらやるのかもしれない。

「海かい人と、こっちこっち」

　ととの声が俺おれを呼ぶ。派手な黄色がぶんぶんと手招いている。

　ととは列の最さい後こう尾びより少し前に並んでいた。急いで列の最さい後こう尾びにつく。

　まだ朝の８時過ぎだというのに、すでに先着の１００名様くらいは並んでいるのではないかというくらい人がいた。

「あ、鳴なる瀬せだ」

「ほんとだほんとだ、鳴なる瀬せ、おはよう」

　並んでいるとすぐ真横から声をかけられた。

　佐さ々さ木きと鈴すず木きだった。

「おはようっって、お前らも来たのか」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きは「もちろん」と、頷うなずく。

「だって、タダでマグロの寿す司しが食べられるんだぜ」と、佐さ々さ木き。

「そうそう、毎年楽しみにしてるんだ」と、鈴すず木き。

　二人はうきうきした様子で、最さい後こう尾びについた。

　列の前方で歓かん声せいがあがる。何事かと、見れば、台車に載のせられた巨きよ大だいなマグロがまるまる一匹ぴき登場したところだ。どうやら今からマグロの解体ショーが始まるらしい。周囲にいた人達たちのテンションもあがり、拍はく手しゆが巻き起こった。

　少し前でととは小こ躍おどりしているし、少し後ろでは佐さ々さ木きと鈴すず木きが「よっ」だの「待ってました」だの声をかけている。

　なにがなんだかだ。

　とりあえず、これがこの祭りで、目玉のイベントであることは分かった。




　順番ギリギリで食べられたマグロの握にぎり寿ず司しもウニの軍ぐん艦かん巻きもうまかった。

　しかし、少し食べると本格的に腹がへる。朝ごはんも食べてないから余計にだ。

「じゃあ、食べちゃおう」と提案したのがととで、「おー」と佐さ々さ木きと鈴すず木きはノリノリだった。俺おれももちろん同意した。

　なにを食べるか話し合って、マグロ丼どんとマグロラーメン、マグロコロッケ、ウニ丼どん、ウニマヨじゃが、ウニプリンを手分けして買い集めることになった。

　俺おれが担当するのは、マグロ丼どんとマグロコロッケだ。

　さっそく露ろ店てんに向かうと、上下に黒のジャージを着た、すらりと背の高い後姿を見つけた。

「あれ、四よ方も屋や？」

　注文した食べ物を受けとろうとしていたところだったのだろう。振ふり返かえった金きん髪ぱつショートカット頭は、やはり四よ方も屋やだった。

「鳴なる瀬せ！」

「あら、鳴なる瀬せ君。おはよう」

　四よ方も屋やの隣となりで振ふり返かえったのは、陸上部の部長である渡わた辺なべ先せん輩ぱいだった。長いポニーテールがさらりと揺ゆれ、愛あい嬌きようのある笑えみを浮うかべる。渡わた辺なべ先せん輩ぱいは春らしいミントグリーンのワンピースに、白いカーディガンを羽織っていた。

「おはようございます。先せん輩ぱいもマグロ丼どんを食べに来たんですか」

「うん、そう。鳴なる瀬せ君も？」

「はい。友達に誘さそわれて」

　まさかこんなところで、陸上部のツインタワーに会うなんて思いもしなかった。マグロ丼どんを受けとりながら、渡わた辺なべ先せん輩ぱいはうれしそうな顔をした。

「おいしいから、ぺろって食べちゃうよ。ね、ジュン」

　マグロ丼どんを受けとった四よ方も屋やは、なぜか複雑そうな顔でいる。

「ジュン？」と、渡わた辺なべ先せん輩ぱいが小首を傾かしげた。

　四よ方も屋やは伏ふせていた視線をあげると、まっすぐに俺おれを見た。

「鳴なる瀬せ、昨日のことだが」

「昨日のこと？」

「昨日の放課後、体育館であったことだ」

　昨日の放課後、体育館であったこと？

「それって……」

　突とつ然ぜんに四よ方も屋やが言い出した話はもしや、バスケ部の霧きり島しまのことなのか。

「あのぅ」と、声をかけられたのは、その時だ。俺おれのすぐ隣となりに女子が二人立っていた。それだけじゃない。いつの間にか、周囲には同じ歳としくらいの女子が集まっている。女子達たちの視線の先にいたのは四よ方も屋やと渡わた辺なべ先せん輩ぱいだ。

「四よ方も屋や先せん輩ぱい、渡わた辺なべ先せん輩ぱい、一いつ緒しよに写真撮とってもらってもいいですか？」

　ケータイを片手に熱っぽい視線を送りつけている。

　当の四よ方も屋やは、それまでの神しん妙みような面おも持もちが噓うそみたいに、まっさきに頷うなずいた。

「ああ、いいとも」と、紳しん士し的笑え顔がおで答える。

「ここは人の邪じや魔まになってしまうから、向こうに行こうか」と、集まった女子達たちをさりげなくエスコートしていく。その手に持っているのがマグロ丼どんのせいで、なんだかちぐはぐな感じがした。

「話の途と中ちゆうだったのにごめんね。鳴なる瀬せ君、またね」

　渡わた辺なべ先せん輩ぱいが申し訳なさそうな顔をして、去っていった。

「はあ」と、返事をしてから、俺おれは露ろ店てんのお姉さんにマグロ丼どんとマグロコロッケを注文した。

　完全に聞きそびれてしまったが、なんで四よ方も屋やが昨日のことを知っているんだろう。

　もしかして昨日、四よ方も屋やも体育館にいたのか？　でも、体育館を出る時も、出た後も、四よ方も屋やの姿を見た覚えはない。だとしたら、どうして。

　背が高く、ほっそりとした影かげが、俺おれ達たちを見下ろしていた。

　それは、男子生徒だったと、美術部男子が話していた。絵さえも描かいていた。

　それがもしかして、髪かみが短く、背の高いほっそりとした、女子だったとしたら。

「はい、マグロ丼どんとマグロコロッケお待ち」

　三さん角かく巾きんをつけたお姉さんが、マグロ丼どんとマグロコロッケをおぼんに載のせて渡わたしてくれる。受けとると、集合場所に決めたテーブルを目指した。

「……まさか、な」

　そうだ。まさかだ。

　そもそも正体が四よ方も屋やだったら、昨日の体育館であった話を自らするのはおかしい。まるで、幽ゆう霊れいは、私です。と、公言するようなものじゃないか。

　王子様と幽ゆう霊れいなんてそれこそ正反対の存在だ。

「そうだそうだ。んなわけない」

　かぶりを振ふっていると、突とつ如じよドンという衝しよう撃げきがあった。なにかにぶつかったらしい。驚おどろいて前を見ると、同じように黒い瞳ひとみが丸くなっていた。その目と見つめ合うこと数秒。眉み間けんに、ぐぐっとシワが刻まれる。

「なにするんですか、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい！」

　めめが手にしていたウニ丼どんは見事にひっくり返っていた。

　まさか、こんな場所でめめに会うとは思わなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」と、めめの後ろからやってきたのは、潤うる芽め先せん輩ぱいだ。アルミホイルで包まれた、いびつな三角のものが載のった皿を持っている。白いブラウスに、淡あわいベージュのプリーツスカートを穿はいた潤うる芽め先せん輩ぱいとは違ちがって、制服姿のめめはとてつもなく怒おこっていた。

「すまん。ちょっと、考え事してて」

「こんな人の多い場所で、考え事しながら歩かないでください。迷めい惑わくです」

「う、すまん」

「謝あやまってすむなら警察はいりません。謝あやまったところで私のウニ丼どんは戻もどってきません。私の、ウニ丼どん……」

　ものの見事にひっくり返ってしまっているウニ丼どんに、めめが落とす視線は悲しげだ。

「よ、よければ、このマグロ丼どんを食べないか？」

　マグロ丼どんとマグロコロッケは無事だった。

「マグロコロッケ付きで」

　めめの恨うらめしそうな目が、マグロ丼どんとマグロコロッケに注がれる。

「私は、ウニ丼どんが好きなんです」

　桜色の唇くちびるを尖とがらして、ぽつりとめめは言う。

　そうかよ、分かったよ。

「じゃあ、ウニ丼どんを新しく買ってくるから、お前はこのマグロ丼どんとマグロコロッケを持って、ととのとこに行っててくれ」

「お兄ちゃん？」

「あと、佐さ々さ木きと鈴すず木きと、四人でこれから飯にするつもりなんだ。先に行っててくれ」

　ととたちの場所をおおまかに教えながら俺おれは半ば無理矢理めめにおぼんを押おし付つけると、ウニ丼どんの残ざん骸がいを持って、再び露ろ店てんに向かった。

　無事にウニ丼どんを手に入れて、約束していた場所に戻もどった俺おれを待っていたのは、感謝感激の嵐あらしだった。めめに潤うる芽め先せん輩ぱいがくっついていたおかげで、主に佐さ々さ木きと鈴すず木きが喜びを嚙かみ締しめ、握あく手しゆさえ求めてきた。

　当の潤うる芽め先せん輩ぱいはといえば、炭火で焼いたマグロの頭をもりもりと頰ほお張ばっている。アルミホイルで包まれた不思議な形をしたものは、マグロの頭だったのだ。

「おかえり、海かい人と」と、にこにこしているととの隣となりに座すわっているのは、仏ぶつ頂ちよう面づらのめめだ。テーブルの上には、いろんな食べ物があるというのに、それらにはいっさい手をつけず待っていたらしい。
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「ほら、ウニ丼どん買ってきたぞ」

　ウニ丼どんを受けとるめめは、じとりと俺おれを見つめてきた。

　まだ文句を言い足りないような顔をしている。

　まあ、確かにめめのウニ丼どんをダメにしてしまったのは俺おれだ。だが、こうして代わりは買ってきたのだし、腹もへった。早く食べ物にありつきたいから、許してはくれまいか。

　などと、思っていると、めめの唇くちびるが小さく動いた。

「ありがとう、ございます」

「……へ？」

「いただきます」

　めめは両手を合わせると、醬しよう油ゆを回しかけてウニ丼どんを一口くち食べた。

　次の瞬しゆん間かん、とろけそうな笑えみを浮うかべる。

「おいしいおいしい」と、頰ほお張ばっていく。

　ぽかんとしていると、ととに促うながされた。

「ほら、海かい人とも早く座すわって食べなよ。どれもこれも美味だから」

　鈴すず木きの隣となりに腰こしを下ろして、マグロ丼どんを口に運ぶ。マグロラーメンも、マグロコロッケも、ウニ丼どんも、ウニマヨじゃがも、ウニプリンも、全部食べた。

　腹を満みたすと、ととはあっさりと帰っていった。どこに行くのかと尋たずねると、これから近くの温泉に入るのだという。贅ぜい沢たくな奴やつだ。ととは俺おれのことも誘さそってくれたが、丁てい寧ねいに断った。

　佐さ々さ木きと鈴すず木きもこれから予定があると言って帰ってしまい、結局、俺おれとめめと潤うる芽め先せん輩ぱいだけが残された。

　物産店や露ろ店てんをぐるりと見て回ったが、ステージ上の催もよおしにも興味が湧わかず、人ゴミから離はなれるように防ぼう波は堤ていに出た。空が曇くもっているせいか、いつも青い海は灰色で寂さびしげに見える。波に揺ゆられて、繫つながれた船がぷかぷかと浮ういていた。

　俺おれと潤うる芽め先せん輩ぱいは防ぼう波は堤ていに腰こしを下ろす。めめは一人スタスタと防ぼう波は堤ていを進んでいった。

「それにしても、うまかったですね」と、俺おれが言うと、潤うる芽め先せん輩ぱいがこくんと首を縦に振ふる。

「すごい大おお盤ばん振ぶる舞まいで、びっくりしました。マグロとウニがこんな手軽に食べられるなんて。普ふ通つうじゃお金が足りなくて、こんな贅ぜい沢たくできないですよ」

「そうじゃね」と、潤うる芽め先せん輩ぱいは少し笑った。

「マグロの頭を焼いたやつもすごかったですね。初めて見ました。来年は食べてみようかな」

「うん。うんまかよ。頰ほお肉にくがジューシーじゃし、目玉なんか特におすすめ。口の中でとろとろとろけるんよ」

　潤うる芽め先せん輩ぱいは両りよう頰ほおを両手で包つつみ込こんで幸せそうな顔をする。

　め、目玉か……。

　まぐろのぎょろりとした大きな目玉を思い出す。あれを口に入れるとなると、勇気がいりそうだな。などと思っていると、潤うる芽め先せん輩ぱいは急にはっとしたように目を瞬しばたたかせてから、俯うつむいてしまった。

「ご、ごめん、ね。私、変なことばかり言うて……」

「え？　いや、全然、そんなことないですよ。変なんて全然ないです。潤うる芽め先せん輩ぱいのどこが変だっていうんですか」

「そいは、……全部」

「全部？」

　潤うる芽め先せん輩ぱいは肩かたを縮こまらせると、もじもじしながら言った。

「しゃべい方も普ふ通つうじゃなかし……」

　しゃべり方。というのは、方言と独特の訛なまりのことだろうか。鹿か児ご島しまに住んでいるんだから方言があったっておかしいことではない。訛なまりだってそんなに気にするようなことじゃないと思う。

　それなのに、潤うる芽め先せん輩ぱいは頰ほおを赤く染めている。

「笑われるんよ、変じゃっち」

　あの日の放課後。

　お茶を淹いれる潤うる芽め先せん輩ぱいを手伝おうとした時のこと。

『笑わんの？』と、不安そうに尋たずねてきた潤うる芽め先せん輩ぱいの姿が甦よみがえった。潤うる芽め先せん輩ぱいの方言と訛なまりを初めて聞いた時だ。俺おれを不思議そうに見つめていたのを思い出す。

　あれは、そういう意味だったのか。

　だとしたらなおさらだ。

「そんなことで笑いませんよ。全然変じゃないです。むしろ、魅み力りよく的なくらいです」

　潤うる芽め先せん輩ぱいは大きな瞳ひとみを見開いて、しばし沈ちん黙もくした。それから、ぼふっと音がしそうなくらい、顔を真っ赤にした。

「み、みりょく、てきっち……、だ、だけんど、私、好きなもんの話すっと止まらんくなるし、わけが分からんっち、よう言われよったけぇ」

「それって、昨日の、宇宙人とか幽ゆう霊れいとかの話ですか」

「う、ん、うん。うん」

「昨日言ってた忘れてって、もしかしてそのことですか」

「……そ、う。そう」

「それも潤うる芽め先せん輩ぱいが特別そうなわけじゃないと思いますよ。好きなもののことを話し出せば、たいがいの人が止まらなくなります。それに、俺おれはもっとひどい奴やつを知ってます」

　それはいわゆる、とととか、とととか、そう、とととかのことなんだが。あいつこそもっと、恥はずかしがって慎つつしむべきなのだと思う。

「だから、大だい丈じよう夫ぶです。方言を使う潤うる芽め先せん輩ぱいも、好きなもののことを一いつ生しよう懸けん命めい話す潤うる芽め先せん輩ぱいもどこも変じゃないですし、むしろかわいいですから安心してください。そんな潤うる芽め先せん輩ぱいのことを忘れるなんて、もったいなくてできません」

「う？　あ、う、あう……」

　潤うる芽め先せん輩ぱいは眉まゆを八の字にして、あうあう言っている。

　ぽけっと見つめられて、俺おれまでぽけっとしてきた。

　言ってしまってからでなんなんだが、恥はずかしくなってきた。

　あれ、なに口走ってるんだろう、俺おれ。

　頭が冷えてくると、改めて思う。

　あれ、なに言ってんだ、俺おれ。

　女子に面と向かって魅み力りよく的とかかわいいとか、そんなの言ったことないくせによく言えたもんだ。もちろん本心から出た言葉だが、あれ、なんだ、すげー恥はずかしいぞこれ。

　しゅうしゅうと頭から煙けむりが出そうになっている潤うる芽め先せん輩ぱいを見ていると、俺おれまでつられて赤くなってしまいそうなので目を逸そらす。

　そういえば、めめは。今の聞いてなかったよな。

　めめの姿は防ぼう波は堤ていの突とつ端たんにある。ぽつんと突つっ立たったまま、海を眺ながめているようで安心した。

　さて、違ちがうことを考えよう。違ちがうこと。それがいい。と、座すわっているコンクリートを見下ろせば、波が打ち寄せる壁かべには黒い突とつ起き物がたくさんついていた。

　あれはなにかな。石なのかな。それとも貝なのかな。貝だとしたら食べられるのかな。おいしいのかな。

　隣となりで大きく息を吸って、深々と吐はく音が何度か聞こえた。

「……ん、鳴なる瀬せ君は、昨日、たまげたんじゃなか？」

　落ち着きを取とり戻もどしたらしい。潤うる芽め先せん輩ぱいは努めて冷静に、なにかを尋たずねてきた。

　たまげた？

　びっくりした。って、昨日は他ほかになにがあったっけと一いつ瞬しゆん考えてしまった。

「昨日、体育館であったこと。私が、歌った、ことじゃけど」

「ああ！」

　思わず手を打ってしまった。そのせいで潤うる芽め先せん輩ぱいがびくりと身体からだを震ふるわせた。

「そうでしたね、そんなこともありましたね」

「そんなこと……」

「ああ、いや、ちゃんと覚えてますよ。昨日は確か、霧きり島しまがおかしくなった時、潤うる芽め先せん輩ぱいが不思議な歌を歌って、なんか光ひかり輝かがやいてて、白くて長いものがこうぐるぐると、潤うる芽め先せん輩ぱいにまとわりついてて……」

「うん。あれは、リュウグウノツカイっていうんよ」

「リュウグウノ、ツカイ？」

「そう。私は、リュウグウノツカイにとり憑つかれちょうんよ」

　潤うる芽め先せん輩ぱいはなんでもないことのようにその名を口にした。

　いきなりなんですか、と、尋たずねる間もなく、説明が続く。

「幻まぼろしの深海魚でね、白くて赤いヒゲがいっぺ生えてて、こげん長か魚なんよ」と、両りよう腕うでをうんと伸のばしてみせる。「人魚じゃあ、いう伝説もあるんじゃって。そんせいか、私とリュウグウノツカイが一いつ緒しよに歌を歌うと、聞いた人は動きが鈍にぶるんよ。本気になれば、こん声は音の波動となって、武器になる」

　潤うる芽め先せん輩ぱいの頰ほおからすっかり赤みは引いている。

「えっと……」

　なんだそれ。

　潤うる芽め先せん輩ぱいなりのやり方で、どうしたらいいかよく分からなくなってしまった場の空気を和なごませようとしてるのかとも思った。

　でも、たぶん、そうではないらしい。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは冗じよう談だんを言っているようには見えない。ましてや噓うそをついているわけでもないだろう。その瞳ひとみは静かに、穏おだやかに、俺おれを見つめていた。

　急に冷水を浴びせられたような気分だった。

　昨日の話。昨日あった出来事の中で、本当は一番分からずにいたことだ。あれはいったいなんだったのか。いくら考えたところで出なかった答えを、今、聞かされたのだ。

「……なんで」

　なぜ、この流れでそんな話を潤うる芽め先せん輩ぱいはしたのだろう。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは小首を傾かしげた。

「そいは、鳴なる瀬せ君はきっと、疑問に思っちょうだろうなって思って。鳴なる瀬せ君ならきっと、聞き入れてくれるだろうなって、思ったから」

　そんな真しん摯しな顔つきで言われてしまうと、今さらそんなのでたらめだろう、なんて、おどけることもできない。いや、でたらめじゃないことぐらい分かる。こんなところで、潤うる芽め先せん輩ぱいがでたらめを口にするメリットは一つもないんだから。

　俺おれは生なま唾つばを飲のみ込こんでから慎しん重ちように尋たずねた。

「えーと、じゃあ、つまり、リュウグウノツカイっていうのは、魚、なんですか」

「うん」

「じゃあ、その、魚にとり憑つかれてるって、どういう意味なんですか」

　潤うる芽め先せん輩ぱいの長い銀色の髪かみが風に揺ゆれた。

「そのまんまの意味です」

　答えた声の主、めめはいつの間にかすぐそばに戻もどってきていた。

　さっき離はなれた場所に突つっ立たってたのを確かく認にんしただけに、びっくりした。

　めめは真顔だった。

「潤うる芽め先せん輩ぱいがそうであるように、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがジンベエザメにとり憑つかれてるように。マッコウクジラ団は、海の生き物にとり憑つかれた人間の集まりなんです」

「海の生き物に……って、どこがだ。俺おれはなんにもとり憑つかれてなんかないぞ」

「見ようと思えば見えるのに、すぐそばにいるのに、見ようとしないだけです」

　めめは俺おれの頭上に視線をやる。

　つられて見上げても、なにも見えない。ただどんよりとした灰色の雲があるだけだ。

　なにもない。なにもいない。

「忘れてるんです、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは。海であったことを」

「海で、あったこと」

「私は絶対に忘れません。忘れられない」

　めめは遠く海を見つめた。

　風に煽あおられる長い黒くろ髪かみを手で押おさえながら、見つめる。その鋭するどい視線はどこかで見たことがあるものだった。

　心なしか風が強くなったようだ。

「冷えてきたし、今日はもう帰らん？」と、立ち上がったのは潤うる芽め先せん輩ぱいだった。ぽつぽつと雨まで降り始めたので、防ぼう波は堤ていを後にすると、それぞれ帰路に就ついた。




　家に帰ってから俺おれがしたことといえば、押おし入いれの奥おくの奥おく、古い段ボール箱の中に詰つめ込こまれていた『海の生き物図ず鑑かん』を引っ張り出して眺ながめることだった。確か、小学校にあがった時に、両親に買ってもらったものだ。

　ページをぱらぱらとめくっていくと、そこには世界最大の魚類として、ジンベエザメの姿が載のっていた。やけに平べったい身体からだをしていて、水玉模様が特とく徴ちようの、穏おだやかなサメらしい。目が離はなれているので、なんとも間ま抜ぬけな顔だ。体長は最大で15メートルほどになる。

　15メートル？

　俺おれは頭上を見る。見えるのは、あくまで天てん井じようだけだ。

　そんなばかでかい魚が頭の上に浮うかんでいれば、気づかないはずがない。

　どんなに目を凝こらしてみたって、なにも変わらなかった。

「なんだろうな。もしかして、重度の中二病を発はつ症しようしないと、見えないとかいうオチじゃないだろうな」

　ぶつぶつ言いながら、さらにページをめくる。

　リュウグウノツカイ。

　全長３メートルほどの深海魚で、生きている姿を目にすることはほぼない。ジンベエザメが上から潰つぶされたように平べったいのに対し、リュウグウノツカイは左右から潰つぶされたように平べったいらしい。銀色の身体からだに、赤くて長いヒゲが生えている。

　銀色に赤色。それが、潤うる芽め先せん輩ぱいの髪かみや瞳ひとみと同じ色なのはたまたまなのだろうか。

　なるほど、確かに人魚伝説のモデルにもなっているようだ。

『私は、リュウグウノツカイにとり憑つかれちょうんよ』と、潤うる芽め先せん輩ぱいは言った。

　だから、あんな不思議な歌を歌うことができたと。

『マッコウクジラ団は、海の生き物にとり憑つかれた人間の集まりなんです』と、めめは言った。

　その理り屈くつでいくと、めめもととも、そうだということになるわけだが、そもそも、〝海の生き物にとり憑つかれる〟という意味が理解できない。

「ふはぁぁぁー」

　溜ため息いきしかでない。

　幽ゆう霊れいの件も、バスケ部の霧きり島しまの件もよく分かってないというのに、謎なぞばかりが降り積もる。

『忘れてるんです、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは。海であったことを』

「海であったことって何だよ」

　ぐしゃぐしゃと頭を搔かいて『海の生き物図ず鑑かん』を閉じると、古びた裏表紙に名前が書いてあった。まだ覚えたてのひらがなで、一いつ生しよう懸けん命めい書いたのだろう。ぐねぐねとミミズがのたくったような字で、かいと、と、何とか自分の名前が読み取れる。

　そのすぐ横に、もう一つ文字らしきものが書いてあった。

「り、く……？」

　文字をなぞる。

　一いつ瞬しゆん何かを思い出したような気がしたが、結局忘れてしまった。










　日曜日はなんなく過ぎ、月曜日になった。また慌あわただしい一週間が始まる。季節が冬に逆ぎやく戻もどりしてしまったのだろうか。空は相変わらずどんよりと曇くもっているし肌はだ寒さむいしで、気が滅め入いる。

「おう、おはよう」

　商店街を通りかかると、いつもの魚屋のおっちゃんに声をかけられた。

「おはようございます。なんだか寒いですね」

「だなぁ。ほんにさんかぁ」と、答えるおっちゃんは、いつものはつらつとした様子がない。

「どうかしたんですか？」

　そういえば、いつもは獲とれたて新しん鮮せんな魚をわっさわっさと仕分けして並べたり、さばいたりしているはずなのに、そんな動きがない。

「いやな、ここ最近、魚がさっぱい獲とれんくてな」

　おっちゃんは苦笑いを浮うかべた。どうりで、店の前に置いてある魚の量はわずかしかなかった。

　そういえば、ととも最近魚が釣つれないなどと話していたのを思い出す。

「へぇ、なんでですかね」

「さあ、分からんけど」

「この、天気とか気温のせいとか」

「そうかもなぁ。ま、こんな時には、おとなしく網あみこさくいしろって、こっだろ。マグロ＆ウニ祭りも終わったばっかじゃし、ゆっくりすっが。また、いい魚入ったら教えるけ。寄っててな」

「はい。また、お願いします。行ってきます」

　おっちゃんに頭を下げてから、商店街を進んだ。いつものように踏ふみ切きりを渡わたり、緩ゆるやかな坂道を上って学校にたどり着く。今日は一時間目から体育で、男子は体育館でバスケだった。

　体育館でバスケなんて、あの放課後を思い出さずにはいられない。

　幽ゆう霊れいだのエイリアンだの捜さがし歩いたあげく、この体育館で霧きり島しまに会った。そして、我を失った霧きり島しまに襲おそわれかけたところを、潤うる芽め先せん輩ぱいの不思議な歌声と、めめのおかげで助けられたのだ。

　思い出してみても、まるで現実味がない。電気のこうこうと灯ともる体育館は、あの日とは別物のように見える。

　で、結局、アレはなんだったんだろう？

「鳴なる瀬せ、パス！」

　誰だれかの声がした。

「へ？」

　バスケットボールが目の前にきたと思ったら、顔面に衝しよう撃げきが走って、仰あお向むけに倒たおれていた。

　ピピーと、高い笛の音が響ひびく。「うおっ」という驚おどろきの声、広がるざわめきと微かすかな笑い声。顔が痛い。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、鳴なる瀬せ」

　覗のぞきこんできたのは、佐さ々さ木きだった。

「あー、うん、まあ」と、答えると、引っ張り起こしてくれた。いたたた、と、顔を押おさえる。

「海かい人と、なにやってるんだい」

　ととの声も聞こえた。

「いや。ちょっと、考え事してた」

「まったくねぇ。保健室にでも行ってみる？」

「平気。大だい丈じよう夫ぶ」

　顔から手を離はなすと、肩かたをすくめるととの姿があった。

「まあ、とりあえず、試合は無理だから、選手交代だな。鳴なる瀬せは休んどけよ」と、佐さ々さ木きが言う。もちろんそうさせてもらうつもりだ。俺おれの代わりに鈴すず木きがコートに入ると、試合はすぐに再開された。

「いやぁ、ボールを顔面で受け止めちゃうくらい、集中して考え事なんて、珍めずらしいこともあるもんだね」

　なぜか一いつ緒しよにコートの外に出てきたととは、へらへらといつもの調子で笑っている。

　体育館の隅すみに腰こしを下ろすと、俺おれは額や鼻をさすりながら唸うなった。

「うるせぇ。考えなきゃいけないことがあれば、俺おれはいつだって考える」

「考えなきゃいけないこと」

　ととは俺おれの隣となりに体たい育いく座ずわりをした。

「あるだろ、たくさん。お前はなんとも思わないのかよ、この前のこと」

「この前のこと？」

「この前の放課後、この体育館であったことだよ。バスケ部の霧きり島しまのことだ」

「ああ、アレね」

　ととの目はバスケのボールのゆくえを追っている。俺おれの代わりに入った鈴すず木きがシュートに失敗した。

「それとも何か。もしかして、マッコウクジラ団は、あんなことが日にち常じよう茶さ飯はん事じなのか」

　なんと答えるか。気になって、俺おれは尋たずねた。

「ううん」と、ととはあっさりと答えた。「幽ゆう霊れいとかエイリアンとかを相手にしたのは、初めてだよ」

「なんだよそれ」

「あ、入る」

　再度シュートに挑ちよう戦せんした鈴すず木きは、今度は見事に決めた。

「おおー、素す晴ばらしいね。ナイスなシュートだね」と、ととは一人拍はく手しゆを送っている。その目は試合に釘くぎ付づけだ。

「とと、俺おれの話を真ま面じ目めに聞く気はないのか」

「うん？　聞いてるよ、聞いてる聞いてる」

「じゃあ聞くが、幽ゆう霊れいとかエイリアンとかを相手にしたのは、初めて。ってことは、それ以外は相手にしたことがあるってことか」

「うん」

　ととはあっさりと頷うなずくと、ようやく俺おれの方を見た。

　俺おれはごくりと唾つばを飲のみ込こんでから、尋たずねた。

「じゃああれが、幽ゆう霊れいやエイリアンじゃなかったとしたら、なんになるんだ」

「さあ？」

「さあ？　さあってなんだよ。お前は、霧きり島しまがああなった原因も、幽ゆう霊れいの正体も分かってるんじゃないのか」

「分かるわけないよ」

「なんで分かるわけないんだよ」

「正確なことはなに一つ」

「正確なこと？」

「なんにも分からないままだってことが、一番確かなことだよ。霧きり島しま君がああなってしまった原因が、あのネバネバのせいだとして、でもあのネバネバがいったいなんなのかが分からない。幽ゆう霊れいの正体も、まだつかめてない。どちらも知りたいのは海かい人とと同じさ。幽ゆう霊れいは、ナニモノ、なんだろうねぇ」

　ととは口元に笑えみを浮うかべたまま、再びバスケの試合に目を移す。本気で言ってるのか、はぐらかされただけなのか。まだズキズキと痛い鼻を押おさえて、俺おれは息を吐はき出だした。

「マッコウクジラ団ってなんなんだ」

　尋たずねた。

「潤うる芽め先せん輩ぱいが変な技わざを使ってたし、めめはマッコウクジラ団のことを〝海の生き物にとり憑つかれた人間の集まり〟だとか言ってたぞ。お前らはいったいなんなんだ。マッコウクジラ団は、なにをしようとしてるんだ」

　ととは笑った。

「お姫ひめ様の宝物を守ってるんだ」

「は？」

「俺おれ達たちは、この学校のどこかに眠ねむっている、トヨタマヒメの宝を守ってるんだよ」

　ととは微ほほ笑えんだまま、俺おれの目をまっすぐに見つめた。

　どこかで聞いたような話だった。誰だれが言っていたんだっけ。

　そんな話、そんなおとぎばなしみたいな話をされたところで、普ふ通つうなら、は？　何言ってんだ。と、思うだろう。俺おれはその時もそう思ったし、今も同じことを思っている。

　だけど、口元は笑っているのに、ととの瞳ひとみだけはやけに真しん剣けんで、たぶん、だから、本気で言っているのだろう。

　お姫ひめ様の宝物？　トヨタマヒメって、誰だれだよ。

「わっ、海かい人と、鼻血！　鼻血！」

　鼻がやけに痛くて、鼻水まで出てきたのかと思ったら、それは赤かった。結局、体育館を退場して保健室に行くはめになった。ついでに少し横になって休ませてもらうことにした。

　頭の中を整理する必要がある。休息は必要だ。というわけで、俺おれは保健室で寝ねた。

　起きたらすでに昼休みに突とつ入にゆうしていた。鼻血はすっかり止まっていたし、顔の痛みもきれいに消えていたが、やはり分からない。

「……トヨタマヒメって、誰だれなんだよ」




　教室に戻もどると、ととの姿はなかった。代わりに佐さ々さ木きや鈴すず木きやその他の友人が、「大だい丈じよう夫ぶか？」と、声をかけてくれた。遅おそめの昼食に弁当を食べてから、イスに座すわって漫まん画がを読んでゲラゲラ笑っている佐さ々さ木きと鈴すず木きに聞いてみることにした。

「なあ、ちょっと聞くが、トヨタマヒメって知ってるか？」

　二人は漫まん画がから顔をあげると、きょとんとなった。

「トヨタマヒメ？　なんだそれ」

「なになに、何の話？」

「いや、なんていうか、お姫ひめ様の名前、だと思うんだが」

「お姫ひめ様？」

　二人はますます目を丸くした。

「つまり、トヨタマ姫ひめって人なのか？」

「まあ」

「へぇへぇ、トヨタマ姫ひめねぇ。なんだろう、全然分からない」

　鈴すず木きが困ったように笑った。

　佐さ々さ木きも少しだけ考えるような顔をしてから、首を振ふった。

「で、その姫ひめがどうしたんだ？」

「いや、ちょっと、知ってるかなと思って聞いてみただけ。知らないならいいんだ」

「それって、歴史かなんかの重要な人？　それとも、ゲームとか漫まん画がとかの登場人物？　実は、知ってなきゃまずい人かな？」

　鈴すず木きが興味深そうな顔で尋たずねてくる。

「さあ、どうなんだろうな。俺おれも詳くわしいことは分からなくて、困ってんだ」

「困ってるのか。なんで？」と、佐さ々さ木き。

「いや、まあ、いろいろあってな」

「トヨタマヒメは、海の女め神がみ様の名前ですよ」

　急に背後から声がしたのでびっくりした。

「うおうっ」

　気配をまったく感じなかった。いつの間に近づいてきたんだろう。後ろには、ひどく顔色の悪い林はやしの顔があった。切れ長な瞳ひとみはどこか虚うつろだ。

「は、は？　なんだ、どうした、お前」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがバスケットボールを顔面で受け止めて、鼻血を出して倒たおれたと聞いたので、様子を見に来ました」

「……どこで、そんな話」

　なんで一年生である林はやしがそんなことを知ってるんだ。

　林はやしは紫むらさき色いろの唇くちびるの端はしを軽く持ち上げた。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは鳴なる瀬せ先せん輩ぱいが思っている以上に有名なんです」

「まったくもって、うれしくないな、それ」

「で、来てみたら、トヨタマヒメの話をされていたので」

「お前は、トヨタマヒメのことを知ってるのか」

「ええ、よく、知ってます」

　おお、こんなところに有力な情報源がいた。

「じゃあ、教えてくれないか。トヨタマヒメっていうのは、いったいどんな姫ひめ様なんだ」

　林はやしは切れ長な瞳ひとみでじっと俺おれのことを見つめて、しばし黙だまっていた。俺おれの後ろで佐さ々さ木きと鈴すず木きも様子を窺うかがっている。林はやしの沈ちん黙もくの意味が分からなくて、俺おれは首を傾かしげた。

「どうした？」

「いや、本当に知らないのかなと思いまして」

「知るわけないだろ。知ってたらわざわざ聞いたりしない」

「どうして知らないのか、僕ぼくには分かりかねます。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいともあろう人が、どうして、海うみ幸さち彦ひこと山やま幸さち彦ひこの神話を知らないのか」

「うみさちひこ？　やまさちひこ？」

　また新しい名前が出てきた。

「トヨタマヒメは、その二人に深い関かかわりがある、海の女め神がみ様です」

　やはりピンとこない。

　一度も逸そらされなかった林はやしの瞳ひとみが、訝いぶかしそうに細められる。なんでそんな目で見られなきゃいけないんだ。

「お、おお、そうなのか」と、俺おれはわざと大げさに頷うなずいてみせた。「そうだったのか。なるほど、海うみ幸さち彦ひこと山やま幸さち彦ひこで、トヨタマヒメか。よぉく、分かった。それにしてもお前、物知りだな。すごいなぁ」

　肩かたを叩たたこうとしたら、手をはらわれた。

　林はやしは眉まゆ根ねを寄せると、背を向ける。足早に教室を出ていこうとするので、慌あわてて追いかけた。

「おい、林はやし。どうしたんだよ。何か、気に入らなかったか」

　廊ろう下かに出た林はやしは立ち止まると、首だけで振ふり向むく。

　どこか軽けい蔑べつするような目で俺おれを見た。

「あー……、よく分かんないんだが、俺おれは話を聞かせてもらえてよかったよ。助かった。ありがとう」

　林はやしはなにも言わない。

「それと、お前、顔真っ青だけど、大だい丈じよう夫ぶか？　体調悪いんなら、お前も保健室に行った方がいいんじゃ……」

「本当になにも覚えていないんだな」

　低く、呻うめくような声だった。

「え？」

　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。林はやしは廊ろう下かを駆かけていき、その姿はすぐに見えなくなった。

　なにも覚えていない？

　俺おれはなにを、忘れているんだろう。










　その日の放課後、部室に向かうと、めめがいて潤うる芽め先せん輩ぱいがいて、そしてなぜか四よ方も屋やが単体でいた。

「鳴なる瀬せ！」

　ドアを開けた瞬しゆん間かん叫さけばれて、何事かと思えば、パイプイスに腰こしかけていた四よ方も屋やが立ち上がって瞳ひとみを潤うるませていた。

「四よ方も屋や？」

「わ、わたしは、私はずっと、鳴なる瀬せのことが、心配で心配で、でも、教室では、その、なんだ……」

　身み振ぶり手て振ぶりを交えて、四よ方も屋やが必死に何かを伝えようとしてくれているのだが、分からない。

　開けたドアのノブを手にしたままぽかんとしていると、両手で頰ほお杖づえをついていためめが、さも面おも白しろくなさそうな顔で言った。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがバスケの最中に、無様にボールを顔でキャッチして、鼻血まみれで倒たおれたあげく、保健室から戻もどってこなかったので、四よ方も屋や先せん輩ぱいが心配なんかしてくださったそうですよ。崇あがめたてまつって、感謝の言葉でも述べたらいかがでしょう」

「は？」

　嫌いや味みを言われ、バカにされていることは伝わった。

「ジュンちゃん」と、潤うる芽め先せん輩ぱいがめめの言葉を引ひき継ついで言った。

「鳴なる瀬せ君のこと、心配じゃったんだって。でも、教室では伝えられんくて、ここで待っちょったと」

「へぇ」

　四よ方も屋やを見れば、そこに余よ裕ゆうめいた表情はなく、困っていた。もじもじとどこか恥はじらってさえいる。

「わざわざこんなとこで、待っててくれたんだな。えっと、ありがとう」

「いや」と、四よ方も屋やは顔の前で手を振ふった。「いいんだ。いいんだ。私が待っていたかったから。鳴なる瀬せが倒たおれたって聞いて驚おどろいて、でも、どうしようもなくてな。無事なら、いいんだ。無事なことは教室でも分かっていたんだが、でも一応、確かく認にんしときたかったというか。それに、鳴なる瀬せにはまだ伝えていないことがあるし、ちゃんと話をしなければと思っていたんだ」

　四よ方も屋やは一気に言うと、大きく息を吐はき出だした。

「なるほど」と、俺おれは頷うなずく。「そういえば、俺おれもお前に聞きたいことがあったんだ」

「私に？」

　四よ方も屋やの横のパイプイスに腰こしを下ろすと、すかさず潤うる芽め先せん輩ぱいが淹いれたてのお茶を置いてくれた。今日のおやつは鈴すずカステラらしい。皿いっぱいにもられた鈴すずカステラをすすめられるままに口に入れて、お茶で流ながし込こんでから口を開く。

「ほら、お前、あのマグロ祭りで会った時、話の途と中ちゆうだっただろ。体育館がどうのこうのって……」

　めめと潤うる芽め先せん輩ぱいは黙だまって話を聞いている。

「そうだった！」

　せっかく座すわって落ち着いたかに見えたのに、四よ方も屋やはまたも立ち上がった。

「四よ方も屋や。座すわれ。お前、なんか変だぞ」

　前々から思っていたが、女子たちから憧あこがれられている王子様の印象とはだいぶ違ちがう。まるで別人のようだ。

「あ、すまない。うむ。落ち着こう」と、四よ方も屋やはイスに腰こしをおろすと、静かに茶を啜すすった。

「だめだな、鳴なる瀬せを前にすると、動どう悸きが激しくなってしまう」

　どういう意味だ、それ。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、勘かん違ちがいしないでくださいよ。四よ方も屋や先せん輩ぱいの場合、習性として仕方がないんですから」

　めめが釘くぎをさすがごとく言う。

「どんな習性だよ」

　尋たずねてもめめは、ふんと顔を背そむけただけだ。

「そうだ。体育館の件だったな」と、四よ方も屋やは俺おれ達たちのやりとりには構わずに話しだした。「鳴なる瀬せ」と、真顔で見つめられる。

「体育館で幽ゆう霊れいに襲おそわれたそうじゃないか。私はその件も心配していたんだ。突とつ然ぜんのことで驚おどろいたろう。身体からだは無事だったか。と、マグロ＆ウニ祭りでは尋たずねようとしていた」

「……まあ、無事だったから今ここにいるんだが、でも、なんで」

「うん？」

「なんで、四よ方も屋やがそれを知ってるんだ」

　すっかりいつもの調子に戻もどった四よ方も屋やは、不思議そうな顔をした。

「なんでって、それはもちろんめめちゃんや潤うる芽め先せん輩ぱいから聞いたからだ。助けになれなかったことを、ひどく後こう悔かいしたよ」

「なんで……」

　俺おれは啞あ然ぜんとした。

　めめに向かって尋たずねた。

「おい、めめ。なんで四よ方も屋やにそんな話をしたんだ」

　めめは頰ほお杖づえをついていた手から顔をあげる。なにかに気づいたように、俺おれではなくドアに目をやった。

「で、で、で、でたあぁぁぁ～」

　ドアを開けて飛とび込こんできたのは、あの時と同じ、美術部男子だった。よほどの勢いでこの三階の部室まで走ってきたのだろう。肩かたで息をする、その顔は青ざめていた。

「出た、出た、出たんだ。また、幽ゆう霊れいが」

　カチカチと歯を鳴らしながら訴うつたえてくる。

「どこに出たんですか」

　めめがすかさず応対した。

「あ、あっち、体育館の方に歩いていったけど、でも、なんか、廊ろう下かもおかしいんだよ」

「おかしいとは？」

「く、黒い、んだ」

「黒い？」

　美術部男子はごくりと唾つばを飲のみ込こんでから、言った。

「なんかよく分からないけど、幽ゆう霊れいが吐はき出だしたネバネバがあちこちついてるっていうか、黒くて、ネバネバなんだよ」

「分かりました」と、めめは頷うなずくと、イスから立ち上がった。ドアに張り付いていないと腰こしが砕くだけてしまいそうになっている美術部男子を押おしのけて廊ろう下かに出た。

「あなたは早く学校を出てください」

「どうする気だ」と、俺おれが尋たずねると、めめは言った。

「当然です。今度こそ幽ゆう霊れいを確保するんです」

　マジかよ。

　潤うる芽め先せん輩ぱいがめめの後に続く。四よ方も屋やも立ち上がった。

「よし、行こう」と、意い気き込ごんでいる。

「四よ方も屋や、お前はもう帰れ」

「なにを言っているんだ、鳴なる瀬せ」

　四よ方も屋やはやはり不思議そうな顔をした。

「なにって、これ以上お前まで、わけの分からないことに巻まき込こむわけにはいかないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、鳴なる瀬せ。心配には及およばない。私が鳴なる瀬せを守るから安心しろ」

　やけに頼たのもしくてかっこいい。俺おれが女子だったら、惚ほれてしまっていたかもしれない。

「いや、いやいや、そうじゃないだろ。お前まで幽ゆう霊れい退治に行く意味が分からないから」

「だって、マッコウクジラ団としての活動だろ」

「そりゃあ、そうなのかもしれないが……」

「私はマッコウクジラ団の一員だ。アゴなのだ」

「アゴ？」

「だから、幽ゆう霊れいを退治するのが目的なら、いざ行かん、なのだ」

「は？　ちょっと待て、だってお前、陸上部なんだろ」

「もちろん、かけもちだ。ほら、行こう、鳴なる瀬せ。このままじゃ、めめちゃんを見失ってしまう」

　四よ方も屋やは足早に部屋を出て行った。

　美術部男子はまだ動けずに震ふるえている。俺おれは、床にしゃがみこんでしまった泣なきっ面つらの美術部男子を引っ張り起こした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だ、だ、大だい丈じよう夫ぶだ。お、俺は、大だい丈じよう夫ぶだから、君は早く行ってくれ。あの、幽ゆう霊れいをなんとかしてくれよ、頼たのむ」

「分かりました。じゃあ、行ってきます」

　なんとか出来る保証はどこにもないが、美術部男子をその場に残し、四よ方も屋やの後を追いかけた。部屋を出ると、日が沈しずみかけた廊ろう下かは薄うす暗ぐらく、人ひと気けはない。嫌いやな臭においが鼻をついた。アンモニアを濃こくしたような臭においが、階下から漂ただよってくる。

　さすが陸上部なだけあって、四よ方も屋やは速かった。まるで飛ぶように階段を駆かけ下りていく。その背中を見失わないように追いかけていくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　やがて一階の廊ろう下かに出ると、そこには四よ方も屋やと潤うる芽め先せん輩ぱい、そしてめめが立ち止まっていた。

「……なんだよ、これ」

　蛍けい光こう灯とうが切れかけて、チカチカしている。

　その明かりに照らし出された廊ろう下かは、黒いネバネバしたもので覆おおわれていた。まるでおばけ屋や敷しきにでも紛まぎれ込こんでしまったみたいだ。ネバネバが天てん井じようから滴したたって、ドロリと廊ろう下かに落ちる。ひどい臭においだ。

「これは……」

　めめはネバネバに触ふれた。

「やっぱり、最初に陸上部の練習コースで見た物と似てますね」

「あの、妙みような現象を起こした物と同じか」と、四よ方も屋やが言う。

「なして、こげんことに」と、潤うる芽め先せん輩ぱいがつぶやく。

　状じよう況きようが状じよう況きようだからか、その表情からはあの日のような好こう奇き心しんは見られない。

「とにかく、行きましょう。こんなことをした犯人がこの先にいるはずです。動機は確保した後で、吐はいてもらうことにします」

　めめはネバネバの廊ろう下かを進んでいく。潤うる芽め先せん輩ぱいも四よ方も屋やも、その後に続いていく。俺おれもおそるおそる続いた。

　なにをどうしたら、こんなに校舎内を汚よごせるんだと疑うばかりに、廊ろう下かも窓ガラスも教室の中も覆おおい尽つくされている。蛍けい光こう灯とうの明かりは消えていて、先は真っ暗だった。

　正直言って気持ち悪い。前回よりも不気味度が増している。それなのに、めめも潤うる芽め先せん輩ぱいも平然としている。四よ方も屋やの横顔も恐こわがっている様子は見えず、むしろ凜り々りしかった。その横顔を見ながら思う。

　まさか、四よ方も屋やがマッコウクジラ団の一員だったなんて。

　陸上部だけで十分だろうに、なんだって、かけもちまでしてマッコウクジラ団に入らねばならないのか。

「信じられん」

　しかし、同時に納なつ得とくもした。

　だから、四よ方も屋やはマッコウクジラ団しか知りえないような情報を知っていたのだと。

「そうだ」と、俺おれは手を叩たたいた。

　マッコウクジラ団が守らねばならないとかいう、姫ひめの宝の話を最初に聞いたのは、四よ方も屋やからだった。

　思い出した。

「しっ。鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、黙だまってください」

　突とつ如じよ、めめは言うと、立ち止まった。

「誰だれか来ます」

　誰だれかが、ぽっかりと穴の開いたような廊ろう下かの奥おくからやって来た。ひょろりとした身体からだつきの人間がひたひたと迫せまってくる。それこそが幽ゆう霊れいの正体か、ついに正面対決かと身構えた。

　幽ゆう霊れいは言った。

「あー、いたいた、よかった。帰ってたらどうしようかと思ったよ」

　独特なきのこ形をした髪かみが揺ゆれる。

「お兄ちゃん！」

「はーい、お兄ちゃんだよ。いやぁ、しばらく図書室に籠こもって出てきてみれば、なんか変な臭においがするし、こうして下りてきてみたら校舎内が大変なことになってるからね、びっくりしたよ」

　あはははと、いつものごとく笑っている。めめは冷静に報告した。

「幽ゆう霊れいがまた出たんだって。前回と同じ、美術部の三年生男子が通報に駆かけつけてくれたの」

「そうだったんだ。それで、みんなそろいもそろって、おお、今回は四よ方も屋やさんも一いつ緒しよなんだね。力強いなぁ」

「ああ」と、四よ方も屋やは頷うなずいた。「笹ささ美み々みもまだ残ってたんだな。頼たよりになる」

「まあ、それはどうか分からないけど」と、ととは緊きん張ちよう感のない声で言った。「それじゃあ、マッコウクジラ団がそろったところで、枯かれ尾お花ばな、ではない幽ゆう霊れいの正体を明かしちゃおー」

「もちろんです」と、めめが意い気き込ごんで、先頭を切って歩き出した。

　エイリアンだとも言われた幽ゆう霊れいの正体。

　あの日、暗くら闇やみに溶とけた人物。背が高くて髪かみが短い、男子生徒。校内をこんな風にしてしまった張本人。

　それは体育館で静かに待っていた。

　闇やみに紛まぎれもしないで、むしろ堂々と、俺おれ達たちのことを待っていたのだ。




　体育館も廊ろう下かと同じように真っ暗で人はいなかった。だが、暗くら闇やみに目が慣れたせいで、まあよく見えること。見たくもないものがよく見えた。

　一階校舎と比べてみても、ドロドロ具合がひどい。臭においもきつくなっている。幾いく重えにも重なったドロドロが天てん井じようにも壁かべにも、こびりついていた。床ゆかも似たようなありさまで、何度も滑すべりそうになる。

　ここがドロドロの本ほん拠きよ地ちであり、中心であることは明らかだ。

　暗い体育館の真ん中に、幽ゆう霊れいは立っていた。青白い顔をして、口元に淡あわい笑えみを浮うかべて、彼かれは言った。

「こんばんは。マッコウクジラ団のみなさん」

　正体を隠かくすことをやめた幽ゆう霊れい。それは。

「……林はやし？」

　くしゃくしゃの黒くろ髪かみ、ひょろりと高い背せ丈たけ、切れ長な瞳ひとみ。見み間ま違ちがえるはずがない、それは一年生の林はやしだった。

「なんで、お前が……」

「やっぱり、あなただったんですね」

　先頭に立っためめが言う。

「やっぱり？　見当はついてたってこと？」

　林はやしが問う。

「一年Ａ組、林はやし陸りく呂ろ。陸上部の練習コースであなたを見かけて以来、あなたが怪あやしいと睨にらんでいました。あなたはやけにこの学校を、くまなく歩き回っている。隅すみから隅すみまで、用事のないような教室まで何度も何度も。まるで下調べでもしているかのように」

「見てたの？」

「尾び行こうは得意なんです」

　めめは胸を張った。

「それに、あなたはやけに、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいを追いかけ回していました。ストーカーなみに」

　林はやしは軽く肩かたをすくめる仕草をした。

「それはなぜか。ジンベエザメである鳴なる瀬せ先せん輩ぱいの力が未知数だったから、あなたは知りたいと思ったのでしょう」

「まあ、それもあるけれど」と、林はやしは言った。

「ではやはりあなたも、私達たちの同類。海の生き物にとり憑つかれた人間なんですね！」

　めめは左の腰こしに手を当てて、右手の人差し指を林はやしに向かって突つき出だした。

　どうだ！　と、言わんばかりの、たぶん、ドヤ顔で。

「……う？　本当に、そうけ？」

　しかし、ぽつりとつぶやく、耳によく響ひびく声が疑問を投げかける。

　ちょこんと首を傾かしげたのは、潤うる芽め先せん輩ぱいだ。

　潤うる芽め先せん輩ぱいの隣となりで四よ方も屋やは「うーん」と難しい顔をしながら、何度も目を擦こすった。

「どうなん、だろうな。私はどうも相あい性しよう次し第だいで、見えたり見えなかったりするからな。うーん、それにしても、薄うすらぼんやりとも見えないな」

　二人して林はやしの頭の上辺りを凝ぎよう視ししている。もちろん、そこにはなにもない。

「え？　なにが見えるんだ？　俺おれにはなにも見えないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ！」と、ととが俺おれの肩かたを叩たたいた。「俺おれにもなにも見えてないから！」

　同調してくれてほっとしたが、そんなにうれしそうな顔しなくてもいいんじゃないか。

　ほら、振ふり返かえっためめがドヤ顔を引きつらせている。

「めめちゃんには、見えてるの？」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが代表するように尋たずねた。

　めめは、ぐぐぐっといった感じで、唇くちびるを嚙かんだ。

「……いいえ」

　ぼそりと答える。

「でも」

　めめは黒い瞳ひとみをかっと見開くと、林はやしに向き直った。

「林はやし陸りく呂ろ、あなたは否定していません！」

　まあ、確かにな。

　林はやしはめめの言葉を聞き流しているかのように、微び笑しようを浮うかべて黙だまったままだ。俺おれみたいに、めめの発言が理解しきれずに固まってる可能性もあるが、それにしては余よ裕ゆうが感じられるし、普ふ通つうじゃないのは明らかだ。

　同じように感じたのか、潤うる芽め先せん輩ぱいも四よ方も屋やもとともそれ以上なにも言わなかった。

　勢いを取とり戻もどしたらしい。めめは大きく息を吸すい込こむと続けた。

「あなたが海の生き物にとり憑つかれている人間だとしたら、その目的はトヨタマヒメの宝を手に入れること！　あなたがこの学校中をくまなく歩き回っていたのは、この学校のどこかに眠ねむっているというトヨタマヒメの宝を探していたからです。それでも見つからなかったから、手っ取り早く学校を乗っ取ることに決めたんです」

　きっぱりと言い切るめめの声が、暗くら闇やみに吸すい込こまれて消えた。

　林はやしはうんともすんとも返事をしなかった。否定も肯こう定ていもしない。ただ、めめの発言を考えるように少し首を捻ひねっていた。

「笹ささ美み々みめめさん」

　しばらくして、林はやしは静かに口を開いた。

「もし仮に、君の話が全すべて事実だったとしたら、僕ぼくはいったい、何者になるのかな。君の言う、〝海の生き物にとり憑つかれた人間〟というものに僕ぼくが当てはまるのだとしたら、僕ぼくはなににとり憑つかれているんだろう」

「それは……」

　めめはうろたえると語ご尾びを濁にごした。

「なんだろうねぇ」と、のんびりと引ひき継ついだのは、ととだった。

　ととは笑えみを浮うかべたままで言った。

「暗いところが好きで、ブヨブヨドロドロしていて、ひどい臭においがする。深海魚の類たぐいかな。こうして罠わなを仕し掛かけて、獲え物ものをおびき寄せる。林はやし君は、チョウチンアンコウかな」

　林はやしはやはり答えなかった。
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「とにかく」と、めめが割って入る。「トヨタマヒメの宝を渡わたすわけにはいきません！　私達たちは、そのためのマッコウクジラ団なんですから！」

　めめが堂々と宣言する。めめのそばに残った潤うる芽め先せん輩ぱいとは違ちがい、四よ方も屋やは俺おれ達たちの元に引き返してきた。

「笹ささ美み々み、鳴なる瀬せのことを頼たのむな」

「あいあいさー。じゃあ、海かい人と、こっち」と、ととが俺おれの腕うでを引いて、体育館の隅すみへと向かう。

　一いつ緒しよについてきた四よ方も屋やが俺おれを見つめて言った。

「鳴なる瀬せ、お前はまだ戦いの経験がない。だからここでおとなしくしているんだ。鳴なる瀬せのことは、必ず私が守ってみせるから」

「へ？」

　やだなに、かっこいい。

　不意打ちでかっこいいことを言われたせいで、不覚にもきゅんとしてしまった。

　どこから風が吹ふいてきたのか、四よ方も屋やの金色の髪かみがさらさらと揺ゆれ、どこから光が差しているのか、周囲がキラキラと輝かがやく。バラの花びらまで舞まっていた。

　なんだこれ。なんの幻まぼろし。それとも幻げん影えいの術かなにかを使ってるのか。これが、四よ方も屋やが王子様と呼ばれる所以ゆえんなのか。

　緑色の瞳ひとみでじっと見つめられて、心しん拍ぱく数が跳はね上あがる。

　男の俺おれでも惚ほれそうです、王子様。

　ぽーっとしている俺おれに、四よ方も屋やは白い歯を覗のぞかせて笑った。それからきりっと表情を引ひき締しめて、背を向ける。

「その、気をつけて」

　俺おれが声をかけると、四よ方も屋やは横顔を向けて「ああ」と、頷うなずいた。

　四よ方も屋やはぐっと脚あしに力を込こめたようだった。

　なにが起こるのかと見ていれば、次の瞬しゆん間かん、四よ方も屋やが飛んだ。

　どこまでもどこまでもどこまでも飛び上がって、ついには体育館の天てん井じようまで到とう達たつした。

　頭上でひらひらと、揺ゆれているのは制服のスカートの裾すそだ。ひらひらと揺ゆれる。空気を含ふくんで、ふんわりと広がるプリーツスカート。二本の長い脚あしの、その奥おく。

「おー、今日は黒レースかぁ」

　ととのあっけらかんとした声が聞こえて、我に返った。

　我わが目を疑った。

　天てん井じよう高く飛び上がった四よ方も屋やのスカートの下は下着だった。黒いレースの下着が丸見えになっているというのに、四よ方も屋やは気にする風もなく宙に浮ういている。

「いや、いやいやいや、待てって」

「どうしたの、海かい人と？」

「どうしたのじゃねぇだろ。四よ方も屋やの、パン……、パン……」

「ああ、四よ方も屋やさんは下着のことなんてなんとも思ってないよ。穿はいてればいい、くらいにしか思ってないんじゃないかな。さすが、王子様は男前だよね」

　なんだそれ。そのわけの分からない理由。つーか、こいつなんで、四よ方も屋やの下着を見といて平常心でいられるんだ。

「王子様とか関係ないだろ、四よ方も屋やは女子だ。おーい、四よ方も屋や。四よ方も屋や！」

　下着丸見えの状態で宙に浮うき上あがっている四よ方も屋やを必死で呼んだ。ちょ、直視できない。細目で見ながらこいこいと手を振ふると、何事かと思ったのか、四よ方も屋やは俺おれの前にふわりと舞まい戻もどってきた。

「どうした、鳴なる瀬せ。なにかあったか？」

　その表情は真しん剣けんだ。

　今、まさに戦わんとしてたんだもんな。

　でもな。

「四よ方も屋や、その、ものすごく、言いにくいんだが、一応、言っておいた方がいいと思ったんだ」

「うん、なんだ。なんでも言ってくれてかまわない」

「その、だな……」

　二の句が継つげず、黙だまり込こんでしまった。そんな俺おれの続きを、四よ方も屋やは待ってくれている。

　黙だまってたって伝わるわけもない。

　俺おれは大きく息を吸うと、意を決した。

「四よ方も屋や、お前、パンツ丸見えだぞ」

　きっぱりと言ってやった。

「ああ」と、四よ方も屋やはなんでもない風に頷うなずいた。「そうか、そうだったのか。なるほど、私のパンツが、丸見えだったのか」

　四よ方も屋やは動じなかった。慌あわてず騒さわがず落おち着つき払はらって、下着ごときでなに騒さわいでるんだ、みっともない、くらいに、達観しているような受け答えだった。

　あまりにも四よ方も屋やの態度はいつもと変わらない。

　だから、もしかしたら実は下着を見せたい、見せたがりやの痴ち女じよだったんじゃないか、と思った瞬しゆん間かん、四よ方も屋やの顔色がさっと変わった。

「え!?」

　ただのタイムラグだったらしい。

　数秒経たってから顔を真っ赤に染めた四よ方も屋やは、大げさに身体からだを仰のけ反ぞらせた。

「え!?」と、もう一度驚おどろきの声をあげる。

「な、な、な、鳴なる瀬せ……。いま、今、なんて……」

「えっと、だから、その……」

　二度も言いたくなかったが、一度言ってしまったのだから、二度も三度も同じことだ。

「お前が飛び上がった時、パンツが丸見えだったんだ。悪気はなかったんだが、見てしまった」

　四よ方も屋やは驚きよう愕がくのあまり整った顔を歪ゆがませていた。もはやそれは、王子様の顔つきではない。

「な、なる、なるせに、……わた、私の、パンツを見られて……？」

　女の子の顔をした四よ方も屋やはわなわなと震ふるえると、その場にへたり込こんでしまった。

「え？　おい、四よ方も屋や」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、こんな大事な時に、なにやってるんですか」

　いつの間にかすぐそばにはめめも潤うる芽め先せん輩ぱいもやってきていた。

「ああ、いや、だってな」

「だってもでももありません。いったい四よ方も屋や先せん輩ぱいになにを吹ふき込こんだんですか」

「お、俺おれは、ただ、真実を話したまでで」

　めめにじとりと睨にらみつけられた。

　すみません。ごめんなさい。俺おれが余計なこと言いました。たぶん。

「ジュンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　へたり込こんで頭を抱かかえてしまっている四よ方も屋やの肩かたにそっと触ふれ、潤うる芽め先せん輩ぱいが覗のぞき込こむ。
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「……ああ、ええ、いや。……大だい丈じよう夫ぶ、かと言われれば、大だい丈じよう夫ぶなんですが、ええ。大だい丈じよう夫ぶ、じゃないかも、ええ」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、真実を話したって、いったいなにを話したんですか。四よ方も屋や先せん輩ぱいがこんな風になってしまうなんて、前ぜん代だい未み聞もんです」

　俺おれだって、こんな弱々しい四よ方も屋やを見るのは初めてだ。

「海かい人とに下着を見られちゃったことが、よっぽどショックだったみたいだね」

　俺おれの代わりに答えたのはととだった。

「変態。痴ち漢かん。強ごう姦かん魔ま」

　めめがゴミを見るような目で俺おれを見る。

　なんでそうなるんだよ。

「でもさぁ、四よ方も屋やさん、安心しなよ。四よ方も屋やさんのセクスィーな姿を見せつけられて、海かい人とったらもう動どう揺ようしまくり。動どう悸き息切れめまいまで起こして、四よ方も屋やさんにメロメロになってたんだ。ねっ、海かい人とが四よ方も屋やさんのことを意識しまくりだったんだよ」

　なんでそうなるんだ。

　勝手に話をでっちあげるととに啞あ然ぜんとする。

　しかし、果たして、四よ方も屋やには効果があったようだ。

「鳴なる瀬せが、私のことを……？」

　四よ方も屋やがゆっくりと顔をあげた。

　半泣きだったらしい。その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだがたまっている。

「私の、下着を見て、興奮してくれたのか？」

「え？　いや、そんなこと……」

「そうそう。そういうことだよ。ねっ、だからプラスに考えてさ、頑がん張ばろうよ、四よ方も屋やさん」

　興奮したらいろいろとまずいだろ。

　それなのに、ととは途と中ちゆうで割って入ってくる。

　ほら、めめが。めめが完全に犯罪者を見る目をしてて、恐おそろしいことになってるんだけど。

「そうか。そうだな」

　ととの謎なぞの励はげましが功を奏したのか、四よ方も屋やは気を持ち直したらしい。

　照れ笑いを浮うかべて立ち上がった。

　なんかよく分からないが、とりあえず平常心を取とり戻もどしてくれたようだ。

　四よ方も屋やはスカートの裾すそをぎゅっとつかんでから、頰ほおを薄うすく染め、俺おれを見つめながら言った。

「心配をかけてすまなかった。もう大だい丈じよう夫ぶだ。でもな、鳴なる瀬せ、お願いだから、私がアゴの力を使う時は下を向いててくれないか。その、鳴なる瀬せが喜んでくれることは、私も望むところではあるのだが、やはりその、鳴なる瀬せに見られるとなると、恥はずかしい、から」

　もじもじと身体からだをくねらせる四よ方も屋やはもう、どこからどう見てもただの乙女おとめだった。

「勘かん違ちがいしないでくださいよ、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい。これは、この四よ方も屋や先せん輩ぱいは、アゴである四よ方も屋や先せん輩ぱいの習性、つまりジンベエザメほどの大きな魚のそばにいれば、外敵から逃のがれられるっていう小魚ならではの安心感、いわば防衛本能が働いてるだけですからね！」

　めめは、ここぞとばかりに強調した。

「ああ、まあ、分かったよ。そういうことなのな」

　面めん倒どうくさかったので適当に答えてから、四よ方も屋やに向き直った。

「四よ方も屋や、分かった。お前がアゴの力とやらを使う時は、下を向いとくから、安心しろ」

「鳴なる瀬せ……」

　四よ方も屋やは瞳ひとみを潤うるませながら微ほほ笑えんだ。

「ねぇ、話はすんだの？」

　すぐそばで、ぞっとするほど冷たい林はやしの声がした。

　その声に誰だれよりも早く反応したのはめめだ。

　なにが起こったのか全然分からなかった。気づけば林はやしが吹ふき飛とばされていた。

　めめが拳こぶしを握にぎり締しめて、肩かたで息をしている。

　間近に迫せまっていた林はやしを、その拳こぶしで殴なぐり飛とばしたのだろう。林はやしは少し離はなれた場所に着地した。

　青白い顔に笑えみを浮うかべて、俺おれ達たちを見つめている。

「まとめて潰つぶしてあげようと思ったのに」

　林はやしのことなんか、すっかり頭から飛んでいた。

　さっきの一言がなければ、林はやしが話しかけたりしなければ、被ひ害がいは免まぬがれなかっただろう。

　林はやしはにやにやと笑っている。

　わざと、話しかけたのかもしれない。

　一いつ瞬しゆん、間をもたせたのかもしれない。

「まあ、それじゃあ、つまらないんだけど」

　あっけなく倒たおしてしまうのは、つまらないから。

「潰つぶされてなるものか」

　すぐそばで風を切る音がした。

　高く、高く、舞まい上あがっていくのは、四よ方も屋やだ。相変わらずスカートの中が丸見えになっているというのに、もう気にする様子はない。天てん井じよう近くまで飛び上がった四よ方も屋やは、林はやしに狙ねらいを定めるかのようにつま先を向けると、急降下した。

　まるで雷かみなりでも落ちたんじゃないかというくらいの、すさまじい音がする。音がやんだあと、体育館の床ゆかには穴が開いていた。

　しんと静まり返った体育館に、美しい歌声が響ひびき始めた。潤うる芽め先せん輩ぱいが林はやしに近づきながら、あの頭の痺しびれる歌を歌っているのだ。

「……なっ、なんだよ、今の」

「うん。今のが四よ方も屋やさんの必殺技わざ、トビウオの一いち撃げきだよ」

　隣となりでととがにこやかに説明する。

「トビウオ？」

「トビウオだよ。ヒレが羽のように進化して、海面を飛ぶことができる魚さ。この辺りではアゴとも呼ばれてるけど、知らない？」

　ああ、アゴだしのアゴって、トビウオのことだったのか。もうトビウオだとかアゴだとかややこしい。が、それどころじゃない。

「知ってるも知らないも、そもそもあんなの、人間技わざじゃないだろ。よく考えりゃ、普ふ通つうはあんなに高く飛べないし、床ゆかを蹴け破やぶるなんてできない」

「そりゃ、あんな攻こう撃げき、普ふ通つうの人間にはできないよね。できたらただものじゃないよ」

「だったらなんで……」

「だからさ、海かい人と。俺おれ達たちはもう、普ふ通つうじゃないんだよ」

　普ふ通つうじゃない。

　ととは穏おだやかな眼まな差ざしを俺おれに向けた。

「海で海の生き物に救われたその日から、俺おれ達たちのそばにはいつも彼かれら、彼かの女じよらがいる。潤うる芽め先せん輩ぱいにはリュウグウノツカイが、四よ方も屋やさんにはトビウオが。傷ついた身体からだを癒いやしてくれるし、困った時には力を貸してくれる。もはや運命共同体なんだよ」

　潤うる芽め先せん輩ぱいには白く長い生き物がまとわりついているし、飛び上がった四よ方も屋やの背には、透とう明めいな羽のようなものが見える。

　だから、こんなわけの分からないことが目の前で起こってるのか。

　まるで現実味がないのに、これが現実だっていうのか。

　四よ方も屋やのあんな蹴けりをくらえば、普ふ通つうの人間は生きてないだろう。

　それなのに、林はやしは余よ裕ゆうめいた表情さえ浮うかべて、穴の開いた場所から数センチ後ろに立っていた。

　潤うる芽め先せん輩ぱいの歌声も効いていないらしい。

　林はやしも、普ふ通つうの人間じゃないのか。

「無む駄だな抵てい抗こうはせず、おとなしく投降してください」

　めめの右みぎ肩かたに黒々としたでかいなにかが載のっている。

「……ありゃ、なんだ」という俺おれのつぶやきに、ととは律りち儀ぎに答えてくれた。

「バズーカ砲ほうだよ」

「バッ……？」

「特製のバズーカ砲ほう。１頭から14頭までの力を操あやつれる。めめの武器さ」

　細い身体からだに不ふ釣つり合あいなバズーカ砲ほうとやらを右みぎ肩かたに担かついだめめは、照準を合わせながら言う。

「おとなしく投降してくれますか」

　林はやしにその意志はないらしい。軽く肩かたをすくめただけだった。

「だったら、致いたし方かたありません」

　めめはためらうことなく引き金を引く。その瞬しゆん間かん、黒く巨きよ大だいな生き物が１頭、バズーカから発射されて林はやしに向かっていった。

　ずんぐりとした大きな頭、開いた口の下した顎あごには鋭するどい歯がびっしりと生えている。それは黒い光の矢のようになって、林はやしを貫つらぬくかと思われた。

　しかし、林はやしに届く寸前で、黒い光は粉々に弾はじけて消えてしまった。

「え？」と、めめが驚おどろいたような声をあげる。潤うる芽め先せん輩ぱいの歌声もやんだ。

　黒い光を避さけようともしなかった林はやしがなにをしたのか、誰だれにも分からなかった。

　林はやしは上を向いていた。

　その口から銀色の物が飛び出している。口の中からゆっくりとせり上がってきた銀色の棒には、黒いネバネバしたものが絡からみ付ついていて、それが林はやしの顎あごを伝い落ち、制服のシャツを黒く染めた。林はやしは口から飛び出した銀色の棒を両手でつかむと、ぐいぐいと引っ張り始める。内臓を引ひっ搔かき回まわすような動きで、口内から銀色の棒を引きずり出していく。どろりとした黒いネバネバと共に体内から現れた銀色の棒は、先が湾わん曲きよくしていて鋭するどく尖とがっていた。

　ただでさえ背の高い林はやしよりもさらに長い。銀色の棒を吐はき終えるとそれを手にし、口元を拭ぬぐった。

「期待はしていたんだよ」と、林はやしは言った。

　あんな長い物を口から吐はき出だしておいて平気そうにしている。

「マッコウクジラなんて大物にとり憑つかれてるって聞いてたから、期待してたんだ。僕ぼくの力に、どれくらい対たい抗こうできるのかなって」

　マッコウクジラ？

　林はやしが見つめているのは、めめだ。

「だけど、期待はずれだったよ。図ずう体たいばかりでかくて、てんで弱い。僕ぼくの相手にはならないってことが、よく分かっただけでも収しゆう穫かくかな」

「なに言ってるんですか、こんなもの、まだ序の口です」

　天てん井じよう高く飛び上がる影かげがあった。不意打ちを狙ねらったのだろう。四よ方も屋やが、林はやしに攻こう撃げきを仕し掛かける。そのつま先は、確かに林はやしを仕留めるはずだった。

　しかし、ほんのわずか、届かない。

　林はやしは手にしていた銀色の棒で、四よ方も屋やのつま先を受け止めていた。

「王子様は王子様らしく、物語の中で、お姫ひめ様でも守っていればいいんじゃないのかな」

　林はやしが銀色の棒を振ふるうと、四よ方も屋やは吹ふき飛とんでしまった。

「っ、四よ方も屋や！」

　四よ方も屋やの身体からだは俺おれの真上まで飛んでくると、天てん井じように激しくぶつかった。まっすぐに落ちてくる、その身体からだを受け止めようと右往左往する。どすん、と、両りよう腕うでに衝しよう撃げきがあって、よろけたあげく尻しり餅もちをついた。

「四よ方も屋や……」

　覗のぞき込こんだ四よ方も屋やは固く目を閉じ、頭から血を流したまま動かない。

　林はやしはゆっくりとめめに向かって歩いていた。

　その前に立ちはだかったのは小さな潤うる芽め先せん輩ぱいだ。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは赤みがかった瞳ひとみを輝かがやかせ、大きく口を開く。その喉のどの奥おくから飛び出したのは、頭が割れるような金切り声だった。音が波動となって、林はやしに襲おそい掛かかる。

　そんな音の波動を、林はやしは銀色の棒を振ふるって一いつ瞬しゆんでかき消した。

「人魚姫ひめは海の底で永遠に歌っていればいい」

　銀色の棒の鋭するどく尖とがった先で、林はやしは潤うる芽め先せん輩ぱいの喉のどを貫つらぬいた。

「潤うる芽め先せん輩ぱい！」

　喉のどを潰つぶされた潤うる芽め先せん輩ぱいはその場に崩くずれ落おちてしまった。

　林はやしは潤うる芽め先せん輩ぱいに見向きもせず、さらにめめに近づく。

　バズーカ砲ほうを構えたままのめめは怒いかりに震ふるえていた。

「おとなしく投降するならば、話を聞きましょう。けれど、投降しないのであれば、私はあなたを消さざるえません」

　ほんの数歩の距きよ離りを残して、林はやしは立ち止まった。

「いいよ。消せるものなら、僕ぼくを消してごらん」

　明らかな挑ちよう発はつに、めめは乗った。

「分かりました。もう容よう赦しやしません！」

　バズーカ砲ほうの引き金が引かれる。

　至近距きよ離りのバズーカ砲ほうから飛び出してきたのは、もつれて固まった14頭の生き物達たちだった。それは体育館を包つつみ込こんでしまうほど巨きよ大だいな光で、今度こそ林はやしは逃にげられない。直ちよく撃げきすると思った。

「やったか！」

　そう思った。

　けれど、林はやしはかすり傷一つ負わずに立っていた。

　銀色の棒を縦に構え、めめが撃うった光の弾だん丸がんを真っ二つにしていた。そのせいで、林はやしが立っている場所以外、天てん井じようも床ゆかも壁かべも、えぐれてなくなっている。

　外から吹ふき込こんできた風が舞まい上あがった埃ほこりを流した。

「う、そ」と、つぶやいたのはめめだった。

「噓うそじゃないよ」

　林はやしは数歩の距きよ離りを縮めると、愕がく然ぜんとしているめめを覗のぞき込こんだ。

「君が言うように、確かに僕ぼくはトヨタマヒメの宝が欲しい。トヨタマヒメの宝はどんな願いも叶かなえてくれるんだろう。僕ぼくには、どうしても叶かなえたい願いがあるんだ。だから、もし君がその場所を知っているなら、教えてくれないかな。教えてくれるなら、痛い思いはさせない」

「そんなの知らないよ」

　答えた声は、林はやしのすぐ背後にあった。

　いつの間に近づいたのだろう。林はやしの真後ろで、林はやしの首筋に指先を添そえて、ととが立っていた。

「俺おれ達たちはこの場所に眠ねむっているという伝説と、骨の記き憶おくに導かれただけで、正確な場所も分からない、そんなあやふやな物を守ってるんだ。知るわけがない」

　ととは何をしたのだろう。

　林はやしの身体からだがびくりと大きく震ふるえ、動きが止まった。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあとで、林はやしは首を捻ひねってととを見た。

「君は、僕ぼくのことを深海のゼラチン質呼ばわりしてたけど、君の方こそ、ただ海面を漂ただようことしかできない、役立たずのゼラチン質だ」

　驚おどろいたような顔をするととの胸むな倉ぐらをつかまえると、林はやしは床ゆかに押おし倒たおし、馬乗りになった。

「そんな、毒が効かないなんて……」

　ととの言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。林はやしがととの頭に向かって、銀色の棒を振ふり下ろしたのだ。

「残念なクラゲだな。効かないよ、そんなもの。僕ぼくに効くわけないだろ」

　林はやしは何度も何度も何度も、ととの頭を刺さした。鮮せん血けつが散って、林はやしの顔を赤く染めていく。

「やめて！　やめて。お兄ちゃん！」

　めめが叫さけぶ。

　止めに入っためめの胴どう体たいを、林はやしは湾わん曲きよく部分で引ひき裂さいた。

　ぱっくりと腹が割れて、血液やらなにやらがこぼれ落ちる。

　めめは腹を押おさえると崩くずれるように膝ひざを折った。震ふるえる桜色の唇くちびるから大量の血を吐はき出だすと、そのまま静かに倒たおれてしまった。

　ほんの数分の出来事だった。

　いや、それほどかからなかったかもしれない。驚いたことに、林はやしは、ただものじゃないマッコウクジラ団を倒たおしてしまった。

　腕うでの中で眠ねむる四よ方も屋やは目を覚ましそうにない。潤うる芽め先せん輩ぱいもとともめめも、血だまりの中に横たわっている。

　その中でただ一人、立ち上がった林はやしが、俺おれを見た。

「鳴なる瀬せ海かい人と。あんたは？」

「………………は？」

「ジンベエザメの力を使わないの？　そのサメには、どんな力があるの？　僕ぼくに教えてよ」

　林はやしは、映画のスローモーションのように、一歩ずつ近づいてくる。

「ジ、ジンベエ、ザメ……？」

　口の中がからからに乾かわいて、うまく話ができない。身体からだ中が震ふるえていて、力が入らない。とにかく腕うでの中の四よ方も屋やを守らねばと、抱かかえる腕うでに力を込こめた。

「し、知るわけ、ないだろ。お、俺おれが、そんなこと」

「どうして？」

「お、俺おれは、何も、知らない。知らないまま、めめに、引ひきずり込こまれたんだ」

　目の前まで来た林はやしは俺おれを見み下おろしていた。

「どうしてあんたはなにも知らないんだ」

　見み下くだしていた。

「ジンベエザメのこともトヨタマヒメのことも、僕ぼくのことも、自分のことも。一人だけ全部忘れて。楽になって。ちゃらちゃら笑って過ごしてたんだろ」

「おれ、は……」

　何を、忘れてしまったんだろう。

　どうして林はやしはこんなにも俺おれを憎にくむような顔をしているんだろう。

　それなのにどうして、ひどく悲しそうに見えるんだろう。

　どこかで、見たような顔だった。

「まあ、どちらにしても、今のままじゃあんたは、僕ぼくに勝てない。あの方にこの釣つり針ばりを渡わたされた僕ぼくには、誰だれも勝てないんだ」

「お前は、誰だれだ」と、俺おれは尋たずねた。釣つり針ばりというには大きすぎるそれを手にして振ふり上あげる林はやしに、俺おれは尋たずねた。

「俺おれは、お前を、知ってる？」

　林はやしは一いつ瞬しゆんだけ、その切れ長な瞳ひとみを揺ゆらがせた。

「もう遅おそいよ。兄ちゃん」

　振ふり上あげられた釣つり針ばりが、まっすぐに俺おれの脳天を直ちよく撃げきした。










　ゆらゆらと漂ただよっていた。

　ゆらゆらと、どこかを漂ただよっていた。

　眩まぶしくて目を閉じる。それは、夏の日差しだ。どこまでも青い空に、トンビが飛んでいる。ゆらゆら漂ただよう、そこは冷たかった。

　そこは海だった。

「兄ちゃん！」

　まだ頼たよりない幼い声が俺おれを呼んだ。

　俺おれの手足は今よりも小さい。身体からだが縮んでいる。どうやら俺おれは小学生のようだ。

　そして、浮うき輪わにつかまりながら近づいてきたのは、俺おれの弟だった。

　家族四人で海に行ったのは、夏休みが始まってすぐのことだった。その時、俺おれは得意になって覚えたてのクロールでどんどん泳いでいた。必死に追いかけてきた弟に気づいたのは、ずいぶんと沖おきに来てからだ。

　足はもちろん着かない。立ち泳ぎをしながら振ふり向むくと、弟はすでに疲つかれきった顔でいた。

「兄ちゃん、もう戻もどろう。お母さん達たち、心配してるよ」と、弟は言う。

「先に戻もどってていいぞ。俺おれはもう少し泳いどく」

「えー、一いつ緒しよに戻もどろうよ」

「先に戻もどってていいって。ほら、行けよ」

　俺おれは弟の浮うき輪わを、岸の方へと押おしやった。

　弟は不服そうな顔をしながらも「分かったよ」と、岸に向かって泳いでいく。その背を見送ってから、また泳ぎだそうとしたその時だった。

　一ひと際きわ大きな波がやってきた。とっさに息を止めて潜もぐると、その波をやり過ごす。びっくりしたが、なんてことはなかった。

　しかし、海面に顔を出して異変に気づく。

「助けて」と、叫さけぶ声がした。

　今の波で浮うき輪わを手放してしまったらしい。弟が手足をバタつかせて浮うき沈しずみしていた。

　助けたい気持ちが先立った。

　その時の俺おれは、溺おぼれている人間に生身で近づくことがどんなに危険な行こう為いか知らなかったのだ。

　弟を助けようとして、ものすごい力でしがみつかれ、大量の海水を飲んだ。漂ただよってきた浮うき輪わに運よくつかまれた弟とは逆に、気づけば俺おれの方が沈しずんでいた。

　息ができず、もう身体からだに力が入らなかった。どんどんどんどん、沈しずんでいく。音のない、青い世界に落ちていく。小さな空気の泡あわだけが、あがっていった。きらきら光って見えたのは、太陽だ。光が遠ざかっていく。

　手をどんなに伸のばしたってもう届かない。

　やがて息苦しさが薄うすれていく。

　頭を過よぎったのは、死だ。

　もしかして、このまま死んでしまうのだろうか。

　このまま、こんなところで。

　そう思った。

　でも、弟を、陸りく呂ろのことを助けられたのだから、それでもいいかと思った。

『優やさしき人』

　どこかで誰だれかの声がした。

『優やさしき心を持つ人。そして強い力を秘ひめた人。あなたは死にません。あなたは、死ぬわけにはいきません』

　深い水底で、黒い影かげが俺おれに語りかけた。

『あなたは、いつか出会う、あなたを必要とする者達たちと共に、戦わなくてはいけないわ。あなたには、守らなければいけないものがある』

「……たたかう？　まもる？」

　黒い影かげは徐じよ々じよに形を取ってきた。

　全体的に平らで、大きな身体からだを、ゆっくりとたゆたわせている。

『その時まで、私のことは忘れていていい。今日のこの日のことも、忘れていていいわ。その時がきたら、私を呼びなさい。私はあなたの力となるわ』

　彼かの女じよの言葉を聞いているうちに、瞼まぶたが重くなって眠ねむってしまった。

　次に目が覚めた時、俺おれは生きて、病院の一室にいたのだ。










『海かい人と』

　あの日聞いた声が俺おれを呼んだ。

『海かい人と、起きなさい』

　優やさしくて穏おだやかな声。

『海かい人と、海かい人と、いつまでそうやって寝ねているつもり。目を覚ましなさい』

　どこからその声は聞こえてくるのだろう。

『海かい人と、海かい人と、海かい人と、海かい人と、海かい人と、海かい人と』

「……わ、かったよ。起きる、起きる、から」

　うっすらと目を開けると、目の前が一面、白かった。なんだこりゃ、と目を擦こする。どんなに目を凝こらしても、白一面の壁かべだ。その壁かべから声が降ってきた。

『ようやくお目覚めね、海かい人と。気分はいかが』

「……壁かべが、しゃべってる」

　どんな怪かい奇き現象かと思った。

『まあ、失礼ね。壁かべじゃないわ。私のことを、まだ、忘れているの』

　白い壁かべはふわりと浮うきあがった。浮ういていた。長方形の白い壁かべは、先の方に向かって細くなっている。白い壁かべの両りよう脇わきには羽みたいなものがついていた。身体からだ全体をゆっくりと動かしながら、それは宙を泳いでいた。

　海の生き物図ず鑑かんで見たものと同じだ。

「……ジンベエザメ？」

　ジンベエザメは、嬉うれしそうに身体からだを揺ゆらした。

「でも、なんで。なんで、お前、いきなり現れたんだ」

『あら、いきなりなんかじゃないわ。私はずっと、あなたのそばにいたわよ』

「俺おれの、そばに？」

『あなたが私のことを忘れていただけで。見ようとしなかっただけで。あの子にはちゃんと、私の姿が見えていたわ』

「あの子？」

『マッコウクジラの女の子よ』

「めめ……」

　そこでようやく俺おれは我に返った。

「めめ！」

　周囲を見み渡わたすと、そこは悲ひ惨さんな状じよう況きようだった。体育館は半分吹ふき飛とんでいるし、残り半分は黒いドロドロで覆おおわれたままだ。俺おれは体育館の床ゆかの上に寝ね転ころんでいたらしい。

「おはようございます。鳴なる瀬せ先せん輩ぱい」

　ぶっきらぼうな声がした。

　床ゆかの上に正座をして、俺おれを見つめていたのはめめだった。

「お、はよう？」

「もう朝です。一晩中ぐーすかぴーすか、よくもまあ暢のん気きに寝ねていられたものですね」

「朝？　一晩中？　そんなに寝ねてたのか？」

「ええ。そんなに、寝ねてました」

　びっくりだ。こんなところで、一晩明かしたなんて信じられない。こんな、ところで……？

「それよりも、めめ。お前、大だい丈じよう夫ぶなのか。腹は、血は」

「へ？」と、めめは怪け訝げんそうな顔をする。

　覚えてるとおりなら、確かめめは傷を負っていたはずだ。

　俺おれは慌あわてて近寄ると、めめの肩かたをがっしりとつかむ。

　目の前にある黒い瞳ひとみが一いつ瞬しゆんにして丸くなった。俺おれを見つめ、ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返かえしてから、めめは俺おれの身体からだを思いきり突つき飛とばした。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶに決まってます！」

　仰あお向むけにひっくり返ったあげく後頭部を打った。いてぇ。でも、今のでだいぶ目が覚めた。俺おれは体勢を立て直すと、改めてめめの身体からだを観察した。

　確かに、どこにも傷はない。制服の上着は汚よごれているが、シャツは白いままだし、血が滲にじんでいるわけでもない。痛いのを無理している様子もない。顔色だって、すこぶるいい。というか、頰ほおが赤い。

「……なんで、傷が治ってるんだ。昨日のアレは、まさか、夢だったとか」

「この現状を見ておいて、今さらアレが夢だと思えるなんて、どれだけおめでたい頭をしているんですか」

　めめはぶっきらぼうに言うと、頰ほおをぷくっと膨ふくらませた。

「でもお前、顔が赤いぞ。熱でもあるんじゃないのか」

「私はなんともありません。先せん輩ぱいだって、傷はもう治っていますよね」

「傷？」

　めめの視線が俺おれの頭に向かう。俺おれは自分の頭を撫なでつつ、思い出した。昨日のことを。最後の瞬しゆん間かんを。釣つり針ばりの湾わん曲きよくの先で、頭を刺さされたことを。

「ひぃ」

　思い出しただけで、背筋が凍こおりついた。

　あれから意識を失って、だけど俺おれはこうして、目を覚ました。よくよく触さわってみても、傷きず跡あとなんてどこにもない。きれいなものだった。

「なんで、傷が治ってるんだ」

「私達たちはちょっとやそっとじゃ、死にません。海の生き物に力を分けてもらってから、自然治ち癒ゆ力りよくが高くなっているんです」

「なんだよ、それ」

「そうじゃなかったら、今いま頃ごろみんな屍しかばねになって、この辺りに転がっていたでしょう」

「屍しかばね……」

　想像するだけで恐きよう怖ふだ。

　かぶりを振ふってから尋たずねる。

「そういえば、他ほかのみんなは。潤うる芽め先せん輩ぱいは、四よ方も屋やは、ととは？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。今は一度家に帰って、休んでるはずです。もうそろそろ登校してくると思いますが」

「お前は？」

「え？」

「お前は家に帰らなかったのか」

　めめは口をへの字に曲げた。

「誰だれもいない状態で目覚めたら、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは混乱して途と方ほうにくれ、哀あわれな状態に陥おちいってしまうのは目に見えてました。だから、私が仕方なくここに残ったんです」

「そう、なのか」

「そうです」

「じゃあ、とりあえず、みんな無事だったんだな」

「はい」

「そうか。よかった」

「よくないです」

「は？」

「なんにもよくありません。全然よくありません」

「なんでだよ。みんなが無事だったならよかったじゃないか。俺おれはあの時、お前らが、みんな林はやしにやられちまったんじゃないかって思って、恐こわくて……」

「その通りですよ。私達たちマッコウクジラ団はみんな、林はやし陸りく呂ろにやられてしまったんです。なすすべもなく全ぜん滅めつです。完敗です。もしも彼かれが本気を出していたら、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされて、消されていたでしょう」

「消されて……」

「彼かれには、私達たちの力が一つも通用しなかった。こんなことは初めてです。力が通用しないんじゃ、まともに戦うことができません。あの、銀色の棒のような物。あれがなんなのかも分かりませんし、彼かれの正体だって、結局つかめていないんです。このままじゃ、彼かれの思い通りにこの学校を乗っ取られ、トヨタマヒメの宝を奪うばわれてしまう」

　めめの顔から赤みが消えた。唇くちびるを嚙かんだめめは、俯うつむいてしまった。

「その……」

　俺おれはためらいながら尋たずねた。

「トヨタマヒメの宝ってやつが奪うばわれたら、どうなるんだ」

「奪うばわれたことがないので分かりません。でも、強い力を持つトヨタマヒメの宝を奪うばわれたら、大変なことになると思います」

「なるほど。しかし、なんだ。そもそもなんで、マッコウクジラ団がトヨタマヒメの宝を守らなきゃいけないんだ」

「約束したから」

「約束？」

　めめは伏ふせていた瞳ひとみをゆっくりとあげた。

　黒い瞳ひとみには強い光が宿っている。

「船の事故で……」

「船の事故？」

「昔の話です。船の事故で海に投げ出されて、溺おぼれて死にかけた時、この命を救ってくれた海の生き物が頼たのんだんです。トヨタマヒメの右みぎ腕うでの骨の持ち主である私に、トヨタマヒメの宝を守ってほしい、と。14頭分の力を持つマッコウクジラが、そう言ってきたんです」

「トヨタマヒメの右みぎ腕うでの骨……？」

　めめは自らの右みぎ腕うでを差し出した。

「海の生き物にとり憑つかれている人間、それはすなわち、トヨタマヒメの骨を一部分、体内に持っているということです」

「それじゃあ、潤うる芽め先せん輩ぱいも四よ方も屋やもととも？」

「はい。この学校にトヨタマヒメの宝が眠ねむっている以上、トヨタマヒメの骨はこの場所に惹ひかれてしまう。目的のある者もない者も、おのずと集まってくる。だから、私達たちがいるんです」

「それじゃあ、俺おれも？」

　思わず頭上を見上げた。頭の上には半はん透とう明めいなでかい魚が泳いでいたが、彼かの女じよは何も答えなかった。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいはまた、特別です。だって、ジンベエザメだもの」

「なんで、ジンベエザメだと特別なんだ」

「ジンベエザメは海の神様だから。恵え比び寿す様の化け身しんだから。そのジンベエザメにとり憑つかれている先せん輩ぱいにはきっと、特別な力があるはずなんです」

「そうなのか」

「その、はずです。そうであってほしいです。そうじゃなきゃ、困ります」

　めめは再び険しい顔になると、膝ひざの上でこぶしをぎゅっと握にぎった。

「林はやし陸りく呂ろを止めなくちゃ」

　めめの決意を聞いて、俺おれは息を吐はき出だした。

　くしゃくしゃとした黒くろ髪かみ、青白い顔、俺おれを見下ろした冷たい瞳ひとみ。ふいに見せた、悲しげな顔。

　林はやし陸りく呂ろという少年は、ずっと俺おれの近くにいた。

「……林はやし陸りく呂ろは、俺おれの弟なんだ」

　ぽつりと漏もらすと、めめは「え？」と、目を見開いた。

「林はやし陸りく呂ろは俺おれの弟だ」

　俺おれはあぐらをかいて続けた。

「眠ねむってる間に思い出した。それまで忘れてた。林はやし陸りく呂ろと、……陸りくと会うのが久しぶりすぎて、分からなかったんだ。小学校の頃ころ親が離り婚こんした。八年も離はなれてた。その間にあんなにでかくなってたなんて、びっくりだ。苗みよう字じまで変わってるし」

　こんな話、いきなり聞かされたんだから無理もない。めめはぽかんとしていた。でも、今話さないでいつ話す。

「本当に忘れてたんだ、何もかも。俺おれがジンベエザメと出会ったのは、溺おぼれた陸りくを助けようと無茶して、反対に溺おぼれた時だったことも」

「だけど、林はやし、陸りく呂ろは……」

「倒たおさなきゃいけない、相手なんだろ」

　まさかこんなことになるなんて、想像もしていなかった。

　八年ぶりに再会した弟と戦わなきゃいけないなんて。

　だけど、陸りくは妙みような力でマッコウクジラ団を壊かい滅めつ状態に追いやった。腕うでの中で目を覚まさなかった四よ方も屋やも、血だまりの中に倒たおれていた潤うる芽め先せん輩ぱいやととも、腹を裂さかれためめの生々しい姿も、脳のう裏りに焼きついている。

　俺おれは何もできずに、ただ見ているだけで、やられてしまった。

「めめ」

　まっすぐにめめを見た。

「次はちゃんとやる。俺おれも、ジンベエザメの力を借りて、戦う」

　めめは俺おれを見つめ返した。

　何か言いたげに動かした唇くちびるを閉じると、小さく頷うなずく。

「陸りくは、あの銀色の棒のことを、釣つり針ばりだと言っていた」

「……釣つり針ばり？　あれは、釣つり針ばりだったんですか」

「そうみたいだ。それに……」

　思い出せ思い出せ、陸りくは俺おれに何を語った。

　それを思い出せば、陸りくの正体にもおのずと近づけるはずだ。

「……さちひこ」

「さちひこ？」

「えっと、なんとか、さちひこと、なんとかさちひこの、神話の話をしてて。トヨタマヒメにも関係してる人達たちだとかで。それを、なんで覚えてないんだって」

「トヨタマヒメに関係している、さちひこ達たちの神話」

　考えるように首を傾かしげてから、めめは言った。

「それって、海うみ幸さち彦ひこと山やま幸さち彦ひこのことでしょうか」

「そう、それだ」

「海うみ幸さち彦ひこ山やま幸さち彦ひこの神話、そして、林はやし陸りく呂ろが持っていたのが釣つり針ばりだとして、私達たちの力がいっさい通用しないとしたら……」

「もしかして、とんでもないもんと戦ってるのかなぁ、俺おれ達たち」

　暢のん気きな声が聞こえてきたかと思えば、体育館の入り口からととが入って来たところだった。その手にはがさがさとレジ袋ふくろをぶら下げている。

「とと！」

「おはよう、海かい人と。目覚めはどうだい？」

　ととはいつもと変わった様子はない。へらへらした笑えみを浮うかべて近づいてくる。

「お腹なか空すいたでしょう。朝ごはんにおにぎり買ってきたよ。腹がへっては戦いくさはできぬって言うしね。モリモリ食べちゃってよ」

　レジ袋ぶくろの中からは数種類のおにぎりと、お茶のペットボトルが二本出てきた。

「具はね、鮭さけと梅とおかかとこんぶとツナマヨと、あ、めめが好きな、オムライスおにぎりも買ってきたよ。はい。お疲つかれさま」

　ととは、薄うすい卵焼きでチキンライスを包んだおにぎりと、お茶をめめに差し出した。

「どうも」と、言いながらめめは受けとる。

「海かい人とは？　どれにする？」

　ピクニックだと言わんばかりに、のんびりしていて緊きん張ちよう感がない。

「じゃあ、鮭さけで」

「はい、鮭さけね」

　ととから鮭さけおにぎりとお茶をもらい、ありがたくいただく。

「さてと」と、ととは一息つく。「二人とも、食べながらでいいから聞いてほしいんだ」

　そう前置きすると、おにぎりを頰ほお張ばっている俺おれ達たちに話し出した。

「まず一つめ。今朝ここに来る前に、校舎内をぐるっと見て回ったんだ。そうしたら、なんと、校舎中が黒いドロドロで覆おおわれてしまっていた」

「ぶっ」と、食べていたおにぎりを吹ふき出だした。

「本当か、それ……」

「海かい人と、リアクションは素す晴ばらしいけど、せっかく買ってきたんだから、もっとお上品に食べてよね」

「す、すまん」

　俺おれはとりあえずおにぎりを食べることに集中する。

「でも、不思議なことに、こんな早くから登校してきている真ま面じ目めな生徒達たちは、誰だれ一人ひとり気づいてないみたいなんだ。俺おれ達たちか、よほど勘かんのいい人じゃないと気づかない仕組みになってるようだね。さて、続いて二つめ。いずれにせよ、今日はみんな登校が遅おくれると思うんだ。だから、この体育館が半分崩ほう壊かいしていることに気づかれるのは、少し先かもしれない。その前には、ここから出ちゃいたいなと思う」

「というか、体育館が壊こわれたままだけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　おにぎりを食べながら尋たずねると、ととはにっこりと笑えみを浮うかべた。

「何も大だい丈じよう夫ぶじゃないね。だからこそ、早くここから立ち去った方が身のためだよ」

　笑え顔がおで何てこと言いやがる。

「でも、体育館が半はん壊かいするなんて、人間業じゃ考えられないことだから、生徒を疑うような教師はいないと思うんだけど。そういう意味では、大だい丈じよう夫ぶ、なのかな」

「壊こわすだけ壊こわしといて放置かよ」

「まあ、何とかなるよ、きっと」

　暢のん気きすぎるにもほどがある。

「それじゃあ、三つめ。ついさっき、ひょうたん海岸で巨きよ大だいな漂ひよう着ちやく物が見つかったんだ」

「巨きよ大だいな漂ひよう着ちやく物？」

　おにぎりを黙もく々もくと口に詰つめ込こんでいためめの動きが止まった。

「うん。黒くて大きな丘おかみたいな物が、ひょうたん海岸に打ち上げられているんだ。そのせいで、この学校の生徒をはじめとして、多くの町の人達たちが野次馬になって詰めかけているよ」

「いふぃまふょう！」

　めめが両りよう頰ほおをリスみたいに膨ふくらませながら立ち上がった。

　そしてお茶をごくごくと飲み干して、口元を拭ぬぐうともう一度言った。

「行きましょう。ひょうたん海岸へ」










「海の生き物がひょうたん海岸に漂ひよう着ちやくしたことは、これまでにもあったんだ。例えば、タイヘイヨウアカボウモドキだったり、アカシュモクザメだったり」

　三人で体育館を出て、ひとまず学校を後にした。ととの話を聞きながら校門を通り過ぎて、坂道を下っていく。通学路を逆流していく俺おれ達たちを止める者はいなかった。というか、ととの言うように、いつもは同じ制服を着た生徒達たちで溢あふれている道に、その姿がない。

　まあ、黒くてドロドロした物に覆おおわれている学校で、このまま授業を受ける気にもならなかったので、ちょうどよかった。

　空は今日も曇くもっていて、今にも雨が降り出しそうだ。風も強い。

「タイヘイヨウ、なんだって？」

　何かの呪じゆ文もんかと思った。

　坂道を下りながら尋たずねると、ととは答えてくれる。

「珍めずらしいクジラの一種と、サメの一種だよ」

「へぇ」

「タイヘイヨウアカボウモドキは、市内の水族館に全身の骨格が展示してあるから、今度見に行ってみようか」

　なんだかよく分からないクジラの骨格を見に行こうと誘さそわれて、俺おれは生返事しか返せなかった。

　それでもととは満足そうに頷うなずいている。

「まあ、しかし、ひょうたん海岸に漂ひよう着ちやくした生き物の中で、有名なのはやっぱり、マッコウクジラだよね」

「マッコウクジラ？」

　思わず、先を歩くめめの背を見る。長い黒くろ髪かみをなびかせながら、めめは前だけを見て歩いていた。

「百年も前の出来事だけどね」と、ととは言った。

「百年前の出来事？」

「そう」

　坂道を下りきると、遮しや断だん機のあがっている踏ふみ切きりを通り過ぎ、横断歩道を渡わたった。商店街の方にも駅の方にも向かわない。港よりもさらに左に逸それて、住宅街を突つき進すすんでいく。

「百年前。14頭のマッコウクジラが漂ひよう着ちやくしたんだ。14頭も、一気にだよ。海流を読よみ違ちがえたか、獲え物ものを追いかけてそのまま迷まよい込こんでしまったのか、逆に天敵に追いつめられたのか。理由は定さだかではないらしいんだけど、とにかく、この町の人達たちは大おお慌あわて。14頭のマッコウクジラを、なんとか海に帰そうと頑がん張ばった」

　14頭のマッコウクジラの話をととはする。

　めめは聞いているのかいないのか、分からない。

　車が一台、ようやく通れるくらいのアスファルトの道を進んでいくと、徐じよ々じよに肌はだ色いろの砂が散らばりはじめる。アスファルトの両りよう脇わきには草が生おい茂しげり、防風林の松林が見えてきた。潮の匂においに混じって、異い臭しゆうが漂ただよってくる。

「14頭のクジラのうち、何頭を海に帰せたと思う？」

「全頭じゃないのか」

　即そく答とうした俺おれに、ととは苦味を含ふくんだような笑えみを浮うかべた。

「１頭だけです」と、答えは、前から返ってきた。

　答えたのはめめだ。

「１頭だけ。その１頭が、私に憑ついているマッコウクジラです。仲間達たちと合わせて14頭分の力を持つ、マッコウクジラ。それが、私です」

　松林を抜ぬけると、その名の通り、ひょうたんを半分に切ったような形をしたひょうたん海岸には人だかりができていた。

　そんな人だかりがあっても十分そこにいると分かる、黒くて巨きよ大だいな、丘おかのような生き物。漂ただよってくる生なま臭ぐささは、その生き物が流す血の臭においだ。打ち寄せる波は赤く染まっている。

「マッコウクジラ」

　めめはつぶやくと、漂ひよう着ちやくしたマッコウクジラに向かって一直線に駆かけ出だした。




　見れば見るほどに巨きよ大だいだった。

　マッコウクジラはやけに頭の肥大したクジラだった。めめが手にしていたバズーカ砲ほうに形が似ているし、黒い光として放った生き物はまさにマッコウクジラだ。

　見物人はさまざまで、この町の住人は全員そろってるんじゃないかというほどだった。潤うる芽め先せん輩ぱいや四よ方も屋やの姿もあったし、渡わた辺なべ先せん輩ぱいや、佐さ々さ木きや鈴すず木きもいた。商店街の魚屋のおっちゃんも、一いつ緒しよにいる他ほかのおっちゃん達たちと難しい顔をしてしきりに話している。

　生きているのか死んでいるのか、俺おれじゃ分からない。

　ただ、漁業関係者と見える男の人達たちが声をあげながら、あちこち動き回っている。

　そのうち警察がやってきて、規制が始まった。

「近づかないでください。下がって」

　俺おれも含ふくめて見物人達たちは後ろに下がり、渋しぶ々しぶといった風に帰っていく人もいる。

「とと、どうする？」

　これからどうするのか。学校に戻もどるのか、それともどこかで策を練るのか。聞きたいこともまだまだあった。

　それなのに、声をかけた先にととの姿はない。近くにいたはずなのに、騒そう動どうに紛まぎれていつの間にか消えていた。

「なんだよ、どこ行った？」

　きょろきょろと辺りを見回していると、視界の端はしに見覚えのある姿を見つけた。

　まさか、と、思った。

　なんでこんなところにいるんだ？

　冷ひや汗あせが背筋を伝う。

　集まった人達たちから少し離はなれた砂すな浜はまに、うちの高校の制服を着た、背の高い男子生徒が立っている。くしゃくしゃとした黒くろ髪かみが強い風に煽あおられているが、微び動どうだにすることはない。青白い顔。その目はまっすぐにマッコウクジラに向けられていた。

　陸りくが立っていた。

　ごくりと唾つばを飲のみ込こむ。

　どうしよう。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　陸りくの目線が、まるで分かっているというように、マッコウクジラから俺おれに向く。身体からだをこっちに向けると、ゆっくりと歩いてきた。

　どうしよう、どうしようどうしようどうしようどうしようどうしよう。

　陸りくは目の前まで来ると、紫むらさき色いろの唇くちびるを歪ゆがめて笑えみを浮うかべた。

「やっぱり、生きてたんだ。全すべて、あの方の言った通りだ」

「……り、く」

　口の中がからからで、うまく話せない。

　陸りくは軽く首を捻ひねった。

「もしかして、僕ぼくのこと、思い出したの」

　首だけを縦に振ふると、陸りくはさらに唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。

「へぇ。ニセモノにしては、よく出来てるんだね。身に覚えのないことでも、思い出せるなんて」

「ニセ、モノ？」

「今すぐにでもぶち壊こわしてあげたいくらいだけど」

　陸りくは笑えみを消すと、低い声で言った。

「合図があったから、もう、間もなくあの方がやってこられる。その時にまとめて、消してあげるよ」

　冷え切った目で睨にらみつけると、陸りくは俺おれの真横を通り過ぎて、そのままひょうたん海岸からいなくなってしまった。

　全身から力が抜ぬける。

　腹の底から息を吐はき出だすと、頰ほおを伝い落ちる汗あせを拭ぬぐう。

「鳴なる瀬せ君」

　その時、小さいのによく耳に響ひびく、不思議な声が俺おれを呼んだ。

　人混みを離はなれて駆かけてきたのは潤うる芽め先せん輩ぱいと四よ方も屋やだった。

「鳴なる瀬せ、大だい丈じよう夫ぶか」

　四よ方も屋やは険しい顔つきでいる。

「今、林はやし陸りく呂ろが歩いていくのが見えた。あいつはお前に、何か危害を加えなかったか」

「ああ、いや……」

「なんだ。なにかあったのか。顔色が悪いぞ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれが勝手にびびってただけだから」

　情けなくて、苦笑いが浮うかんだ。

「そうか。それならいいんだが」と、わずかに表情を緩ゆるめる四よ方も屋やの横で、潤うる芽め先せん輩ぱいは心配そうな顔をしていた。

「林はやし、陸りく呂ろ、君」と、潤うる芽め先せん輩ぱいはつぶやいた。「あん子も、ここに来とったんじゃね。マッコウクジラを、見け、来たんかな」

　そう言われてみれば、陸りくはわざわざひょうたん海岸までなにしに来ていたのだろう。まさか、野次馬根こん性じようでやって来たのか。いや、それこそまさかだ。

　だとしたら。

「……確かく認にん、しに来たのか」

「え？」

　四よ方も屋やも潤うる芽め先せん輩ぱいも同時にきょとんとした。

「えっと」と、前置きしてから、俺おれはさっき陸りくが言っていた言葉を思い出した。

「合図があったから、もう間もなくあの方がやって来る。って、陸りくは話してたんだ」

「合図？」と、四よ方も屋やが訝いぶかしげに言い、「あん方？」と、潤うる芽め先せん輩ぱいが首を傾かしげた。

「合図とは何のことですか」

　低く呻うめくような声だった。

　いつの間にか、四よ方も屋やと潤うる芽め先せん輩ぱいの後ろに、めめが立っていた。その隣となりにはとともいる。俯うつむいためめの顔は、風に煽あおられた黒くろ髪かみで隠かくれてしまっていた。

「合図があったからもう間もなくあの方がやってくる。あの方とは、誰だれのことですか。そいつがやってくる合図とは、あの、マッコウクジラの漂ひよう着ちやくのことですか」

　めめが顔をあげる。

「その、合図とやらのためだけに、あのマッコウクジラが殺されたんだとしたら、私は許せません」

　二つの黒い瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいていた。

「……殺された？」

　めめは唇くちびるを引き結ぶと頷うなずいた。

　四よ方も屋やも潤うる芽め先せん輩ぱいも驚おどろいている。もちろん俺おれもだ。生きているのか、死んでいるのか分からなかったマッコウクジラは、すでに息絶えていたらしい。

　それがただの事故死じゃないのだとしたら。そこに意図があったのだとしたら。

「なんで……。なんで、どこのどいつが、そんなことする必要があるんだ」

「分かりません」

　めめは悔くやしそうに即そく答とうした。

「ただ分かるのは、そこに関係しているのが、林はやし陸りく呂ろだということだけです」

「まさか、陸りくが、マッコウクジラを……？」

「違ちがうんじゃないかな」

　ととが静かに口を挟はさむ。

「合図があったから、って、林はやし君は言ったんだ。それは、林はやし君に対しての合図だった。自分で自分に合図を送るなんて、ありえないだろ。そこには別の、何者かがいるんだ。〝あの方〟とやらが、マッコウクジラを殺害した犯人だよ」

「そういえば陸りくは、前も〝あの方〟って言ってた」

「前も？」

「あの釣つり針ばり」

「釣つり針ばり？」

「陸りくが、銀色の棒みたいなのを持ってただろ」

「ああ、あれ、釣つり針ばりだったの」

「あれを、〝あの方〟に渡わたされたって話してたんだ」

　ととは「ふぅん」と、頷うなずいた。

　それから、もう一つだけ俺おれに質問をした。

「ねぇ、海かい人と。林はやし君のことをやけに親しげに呼ぶようになったけど、彼かれは海かい人とにとって、どういう人だったの？」

　俺おれは正直に答えた。

「林はやし陸りく呂ろは、俺おれの弟なんだ」

　当然だろう。めめ以外が驚おどろいた。




　警察が規制をかけたひょうたん海岸からは、ぞろぞろと人が引き返していった。その人の波に俺おれ達たちも続いて砂すな浜はまを後にすると、向かったのは学校ではなく市立図書館だった。

「今後のことを話し合いましょう」と言うめめの意見と、「学校の図書室では調べきれなかったんだ」と言う、ととの提案に従ったのだ。

　どうやらととは、この一連の事件の関連性をととなりに探さぐっていたらしい。

　平日の午前中ということもあって、市立図書館に人はまばらだった。見かけるのは、まだ小さい子供づれの母親か、年配の人だけだ。制服を着ている俺おれ達たち五人は目立った。それでも今は一大事だ。怪け訝げんそうな司書の視線を無視して、棚たなと棚たなの間にある、奥おくの席に陣じん取どった。

　ととだけがふらふらと棚たなの奥おくに消えていく。

「問題を整理しましょう」と、めめはととの行動など気にも留めず、手帳を懐ふところから取り出し、シャーペンを滑すべらせた。

「まず、第一の事件。陸上部の問題です」

「脚あしになにかが絡からみ付つく、というやつだな」

　四よ方も屋やが頷うなずいた。

「めめちゃんが、あの黒い、ネバネバした物を取り除いたことで、解決した事件だった」

「四よ方も屋や先せん輩ぱい以外の陸上部員が、あれの被ひ害がいを受けていました」

「私以外が」

　ふむと、四よ方も屋やは自分の顎あごを指でつまむ。それだけで絵になる仕草だった。

「あん黒いネバネバ、あれの被ひ害がいを受けちょったんは、結局、陸上部の他ほかにもおったんよね。学校のあちこちに発生しよったあれを、潰つぶしてまわったもんね」

　潤うる芽め先せん輩ぱいも思い出しながら言う。

　そういえば、そんなことをしていたなと俺おれは思った。もう遠い昔のことのようだ。

「あれは」と、めめが言った。「あれは、四よ方も屋や先せん輩ぱいには効いていませんでした。それだけじゃない、私達たちには効いていなかった」

「言われてみればそうだな」

　俺おれは頷うなずいた。

「つまり、あの黒いネバネバは、マッコウクジラ団には効かないものだったってことか。あれは……、なんだったんだろうな」

　黒くてネバネバしていてアンモニアのような異い臭しゆうがして。

「そういえば、あれのせいでバスケ部の霧きり島しまはおかしくなってたな。白目をむいて、黒い唾だ液えきをこぼして、不気味すぎた」

「あれは人に不快な感覚を植えつけるもの、なのかもしれません。霧きり島しま君の場合は、最悪なケースだったと考えるのが妥だ当とうかと。あれがなんであるのか……。それは、林はやし陸りく呂ろの正体にも繫つながってくるはずなんですが。むう」

　めめは難しい顔をしながら、手帳をシャーペンの先で叩たたいている。しばらく、四よ方も屋やも潤うる芽め先せん輩ぱいも同じように黙だまって考かんがえ込こんでいた。

　沈ちん黙もくが続くこと数分間。

　図書館内は静かで、時計の針の音が聞こえてきそうだ。

「ちょっと、お手洗い行ってくる」

　我ながら緊きん張ちよう感に欠けるなと思いながら、席を立つ。このまま考え続けたところで、答えが出そうにもなかったからだ。

　とりあえずトイレに行って用を足してから本ほん棚だなの間を歩き、検けん索さく機を見つけて立ち止まった。

「黒いネバネバ」

　検けん索さくをかけてみても、該がい当とうは０。

「海の生き物にとり憑つかれた人」

　部分検けん索さくで引っかかったのは、海の生き物の資料や図ず鑑かんだった。

「釣つり針ばり」

　釣つり関係の本が引っかかった。

「うみさちひこやまさちひこ」

　検けん索さくで出てきたのは『うみさちやまさち』という絵本と、『古こ事じ記き』だ。検けん索さくで出た本の場所を印刷して、本を探し歩く。絵本の棚たなから『うみさちやまさち』という絵本を引ひき抜ぬいて、今度は一いつ般ぱん書しよ籍せきの棚たなを探した。

　神話や伝説、昔話など、民みん俗ぞく学の部類の棚たなに『古こ事じ記き』はあった。

　そして、そこに見慣れたきのこ頭を見つけた。

「とと」

　ととは本を手にして、ページをめくっていた。

「ああ、海かい人と。どうしたの？」

「いや、ちょっと、海うみ幸さち彦ひこ山やま幸さち彦ひことやらを調べようかと思って」

「それで、『うみさちやまさち』の絵本か。トヨタマヒメも登場するもんね、それ。『古こ事じ記き』もよければどうぞ」

　ととは『古こ事じ記き』を棚たなから抜ぬき取とると、俺おれに手て渡わたした。

「せっかくだから、ぜひ、読んでみてよ」

「まあ、読むが。お前は何やってたんだ」

「本を読んでるよ」

「そりゃ、見れば分かる。何の本を読んでたんだよ」

「これ」

　手にしていた本のタイトルをととが見せてくれた。『ふるさと昔話』と書かれている。

「昔話？」

「昔話だよ。語かたり継つがれてきたこと。特にこの土地で起こったことが知りたくてね。例えばそうだな、見てよこれ。すごいから」

　ととが開いて見せてくれたページには白黒の絵が載のっていて、海うな原ばらに浮うかぶ大きな漁船よりさらに巨きよ大だいな白い生き物が描えがかれている。

「その昔、この辺りでも目もく撃げきされたらしいんだ」

「なにが？」

「見てのとおりさ」

「見てのとおりって言われてもな」

　ととはその目を輝かがやかせて言った。

「伝説の白いクジラ、モビィ・ディックだよ」

「ふぅん」

「えっ、知らないかい？」

「知らないな。というか、白いクジラってそんなに珍めずらしいのか？」

「珍めずらしいからこそ神聖なものとして扱あつかわれていて、伝説になるんだよ」

「神聖なものねぇ。でも、そもそも伝説とかって作り話なんじゃないのか」

　俺おれが言うと、ととは心底がっかりした様子で溜ため息いきをついた。

「海かい人とには夢がないね。冒ぼう険けん家には向かないよ」

　ほっとけ。そもそも俺おれは冒ぼう険けん家になんかなりたくない。

「まあ、海かい人との言うようにだいたいは作り話だったりするけど、でも、全部がそうなわけじゃない。本になったネタが存在する時だってある。大本になった事件があったりするものさ。その教訓を生かそうと、作り話にして語かたり継つがれていくんだ。立派な資料だよ。だからこうして俺おれは、今回の件に関かかわりがありそうな昔話を探してたんだ」

「へぇ」

　ととは再びページに目を落とす。

「とりあえず、海かい人とは『海うみ幸さち山やま幸さち伝説』を読んでみることだね。海うみ幸さち彦ひこや山やま幸さち彦ひこ、トヨタマヒメのことも分かるはずだから」

「分かった」と頷うなずいて、ととに背を向ける。歩き出そうとした瞬しゆん間かんだった。

「……ねぇ、海かい人と」

　どこかためらいがちに、ととが呼んだ。

　振ふり返かえると、それまでとは打って変わり、やけに真ま面じ目めな顔でいたので面めん食くらう。

「なんだよ。どうした」

「一つ、どうしても聞いておかなきゃと思っていたんだけど」

「うん？」

「もしも林はやし陸りく呂ろが今度も説得に応じず、攻こう撃げきしてくるようなら、彼かれを倒たおしてしまっても、いいんだよね」

　やけにあらたまった態度でなにを聞きたいのだろうと思えば、それは陸りくのことだった。

　陸りくを、倒たおす。弟である陸りくを倒たおす。

　説得に応じず、攻こう撃げきしてくるようなら、陸りくを倒たおす。

　陸りくが俺おれの弟だと分かったからこそ、ととは尋たずねたかったのだろう。

　もしもの時、陸りくを倒たおしてしまわねば、大変なことになる。

　そうしなければ……。

「それが、マッコウクジラ団として、やるべきこと、なんだろ」

　俺おれが言うと、ととは少し困ったような顔をして、笑った。

「そうだね」と頷うなずくと、今度こそもう言うべきことはないとでもいうように、本に目線を落としてしまった。

　俺おれはととをその場に残し、めめ達たちのいる席に戻もどった。どうやら話は進展していないらしい。三人の女子が小難しい顔をしてうんうん悩なやんでいる。俺おれが持ってきた本を見て、めめはぱっと目を輝かがやかせた。

「なるほど、『古こ事じ記き』ですか。鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、珍めずらしく冴さえてます」

『古こ事じ記き』を奪うばうと、めめはものすごい速さでページをめくっていく。

「『うみさちやまさち』？」と、絵本を覗のぞき込こんできた四よ方も屋やと潤うる芽め先せん輩ぱいが目を丸くする。

「なんだったかな。トヨタマヒメに関係する、兄弟の話だったような」と、四よ方も屋やが言い、「うん」と、潤うる芽め先せん輩ぱいが頷うなずく。「浦うら島しま太た郎ろうの竜りゆう宮ぐう伝説の本にもなった話なんじゃってね」

「そうなのか」

　驚おどろく四よ方も屋やに、潤うる芽め先せん輩ぱいは「うん」と頷うなずいた。

　俺おれは二人の会話を耳にしながら、さっそく絵本を読み始めた。

『うみさちやまさち』に描えがかれていた、海うみ幸さち彦ひこと山やま幸さち彦ひこの物語をざっくりと説明するとこうだ。




　昔々あるところに、海うみ幸さち彦ひこと山やま幸さち彦ひこという兄弟が暮らしていた。

　兄の海うみ幸さち彦ひこは毎日海で釣つりをして、弟の山やま幸さち彦ひこは毎日山で狩かりをして、それぞれの役割をこなしていたそうだ。

　そんなある日、山やま幸さち彦ひこが提案する。

「兄ちゃん、たまには仕事を交代してみようよ」

　山やま幸さち彦ひこの提案に、海うみ幸さち彦ひこは渋しぶ々しぶ同意した。釣つり道具を抱かかえた山やま幸さち彦ひこは一日海で釣つり糸いとを垂れ、海うみ幸さち彦ひこは山で狩かりをした。

　しかし、慣れない仕事で、結局釣つりにも狩かりにも、二人は失敗する。

　そしてあろうことか、山やま幸さち彦ひこは海うみ幸さち彦ひこの大切にしていた釣つり道具の、釣つり針ばりを海でなくしてしまったのだ。

「なんてことをしてくれたんだ山やま幸さち彦ひこ。俺おれの釣つり針ばりを見つけるまで帰ってくるな」

　山やま幸さち彦ひこはなくしてしまった釣つり針ばりの代わりに自分の刀を溶とかして釣つり針ばりを作ってみたが、海うみ幸さち彦ひこは納なつ得とくせず、怒いかりは静まらなかった。

　浜はま辺べで落おち込こんでいた山やま幸さち彦ひこの元に現れたのは、小船に乗った海の神様の使いだった。使いの者は事情を聞くと山やま幸さち彦ひこを海の中へと案内した。

　山やま幸さち彦ひこは連れて行かれた海の宮きゆう殿でんの中で、美しい姫ひめに出会う。姫ひめの名はトヨタマヒメといい、やがて二人は夫ふう婦ふになった。

　宮きゆう殿でんで幸せに暮らしていた山やま幸さち彦ひこだったが、それでも兄である海うみ幸さち彦ひこのことが忘れられずにいた。

　トヨタマヒメになくした釣つり針ばりの件を相談すると、側近であった魚達たちが釣つり針ばりの行方ゆくえを探してくれることになったという。

　やがて、喉のどに釣つり針ばりが刺ささっているというタイが見つかり、それが海うみ幸さち彦ひこの釣つり針ばりだということが判明する。釣つり針ばりを持って地上へと帰ってしまう山やま幸さち彦ひこに、トヨタマヒメは霊れい力りよくの籠こもった宝玉を手て渡わたした。

　無事に釣つり針ばりを持ち帰った山やま幸さち彦ひこであったが、海うみ幸さち彦ひこはそれでも許してくれないどころか、山やま幸さち彦ひこを倒たおそうと襲おそいかかってきた。

　結局、トヨタマヒメの宝玉の力を使い、山やま幸さち彦ひこは海うみ幸さち彦ひこをこらしめ、忠誠を誓ちかわせたのだという。




「ギスギスしてるな」

　俺おれの感想第一声はこれだった。

「派手な兄弟喧げん嘩かじゃが」と、一いつ緒しよに絵本を見ていた潤うる芽め先せん輩ぱいが言う。

「残されたトヨタマヒメがかわいそうだよな」と、こちらも一いつ緒しよに絵本を覗のぞき込こんでいた四よ方も屋やが、トヨタマヒメに同情するように言った。

　両側から覗のぞき込こまれていたことに気づいてなかった俺おれは、ぎょっとして身を引いた。

「え、えっと、なんだ、この海うみ幸さち彦ひこって奴やつが、釣つり針ばりごときで騒さわぎすぎなんだろ。兄貴なんだから、もっと心を広く持つべきだと思うんだが……」

「分かりました！」

『古こ事じ記き』のページから顔をあげためめが突とつ然ぜん言うので、なにかと思った。

「なにが、分かったんだ」

「釣つり針ばり、海うみ幸さち山やま幸さち伝説、私達たちの力が無効化されること、兄弟喧げん嘩かです」

「……は？」

「つまり、林はやし陸りく呂ろの正体は、海の生き物にとり憑つかれている人間でもなければ、トヨタマヒメの骨を持つ人間でもありません。彼かれは、トヨタマヒメと同等の力を持つ存在。海うみ幸さち彦ひこ、そのものです」

「海うみ幸さち彦ひこ？」

　ちょっと、待て。

「いや、いやいやいや、なんでそうなるんだよ。お前が言ってるのは、この絵本の中の登場人物だろ。なんで陸りくが、海うみ幸さち彦ひこになるんだ」

「海うみ幸さち彦ひこはただの絵本の中の架か空くうの人物ではありません。この土地に深く関かかわった、重要な古い歴史上の人物です」

「だとしても、そんな昔の奴やつが生きてるわけないだろ」

「なに寝ねぼけたこと言ってるんですか、先せん輩ぱい」

「寝ねぼけてねぇ。お前こそ、考えすぎて頭おかしくなってるんじゃないのか」

「私はいつだって、沈ちん着ちやく冷静です。なにも、海うみ幸さち彦ひこがそのまま林はやし陸りく呂ろだなんて言っていません。林はやし陸りく呂ろはおそらく、海うみ幸さち彦ひこの生まれ変わりなんだと思います」

「生まれ変わり？」

「輪りん廻ね転てん生しようってやつです」

「はあ？」

　生まれ変わり？　りんねてんしょう？

「なにを、わけの分からないことをごちゃごちゃと……」

「そう考えれば、全すべて辻つじ褄つまが合います」と、めめは頭を抱かかえる俺おれのことなんか無視して続けた。

「林はやし陸りく呂ろが海うみ幸さち彦ひこの生まれ変わりなのだとしたら、釣つり針ばりを用いていることはもちろん、私達たちの力が通用しないことも頷うなずけます。海うみ幸さち彦ひこにしてみれば、私達たちなんて稚ち魚ぎよのようなものです」

「ちぎょ」と、潤うる芽め先せん輩ぱいが眉まゆを下げた。四よ方も屋やは眉まゆをひそめた。

「それだけでは今回、すまないかもしれないよ」

　口を挟はさんだのは俺おれ達たちのいる席に戻もどってきたととだった。その手には、古びた本を手にしている。

「これ、見てごらんよ」

　ととが開いた本を机の上に載のせる。よほど古い本なのか、紙は薄うす茶色く変色していた。そこには見開きで水すい墨ぼく画みたいな絵が載のっている。

「なんだこれ」と、俺おれは思わずつぶやいた。

　本当になんだこれ、な絵だったのだ。

　どこかの浜はま辺べの絵だった。

　砂すな浜はまがあり、波が打ち寄せている。その波なみ打うち際ぎわに、溶とけかけたドロドロの島みたいなものが迫せまっている。島には巨きよ大だいな目玉が二つついていて、触しよく腕わんみたいなものがたくさん砂すな浜はまに向かって伸のびていた。

「化ケ物ばけもの島じまトノ戦イ」と、俺おれの隣となりで四よ方も屋やが言う。

「なんだそれ」と、尋たずねると、四よ方も屋やは絵の右上を指差した。

「ここにそう書いてある。これが絵のタイトルらしい」

「へぇ。確かに、化ばけ物ものだよなこれ」

「こん骨は何け？」

「骨？」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが指差したのは、波なみ打うち際ぎわに転がっているいくつもの骨の塊かたまりだ。化ケ物ばけもの島じまだけでも不気味なのに、さらに不気味さを際きわ立だたせている。こんなものが現れたらさぞ恐こわいだろう。浜はま辺べには逃にげ惑まどう人々の姿が描えがかれていた。

　しかし、何か様子が変だ。

「この人達たち、どうしたんだ？　なんか、目が白いし、それに口が黒い」

「いいとこに気づいたね」と、ととが言った。「誰だれかに似てない？」

「誰だれかに？　顔は全部同じに見えるが」

「顔立ちではなくて、症しよう状じようの話だよ。思い出さない？」

　症しよう状じようを思い出す？　白目をむいて、口を黒く染めていた、そんな誰だれか。

「あ」

　ふいに思い当たったのは、闇やみの中の体育館だ。

「霧きり島しまか。バスケ部の、霧きり島しま」

「ご名答。霧きり島しま君の症しよう状じようにそっくりだよね。そして、この人達たちも、どこか普ふ通つうじゃない」

　ととが指差したのは、白目をむいて口を黒くした人達たちではない。明らかに動きの違ちがう数十人だった。彼かれらは、まるで化ケ物ばけもの島じまに挑いどんでいるかのように、その手に武器のようなものを持っていた。

「ちょうど百年前の出来事を描えがいた絵、らしいんだ。描えがかれた年と、タイトルしかないけど、でもこれが起こったのは……」

「ひょうたん海岸」

　食い入るように絵を見つめていためめが顔をあげた。

「これは、ひょうたん海岸の絵。この骨の塊かたまりは、巨きよ大だいな頭を持つ13頭のマッコウクジラのもの。百年前に起こったマッコウクジラ達たちの漂ひよう着ちやくは原因不明の事故じゃなかった。だとすればこの絵は、これから起ころうとしていることを描えがいてる」

「かも、しれない」

　ととは落おち着つき払はらって言った。

「でも、あくまでこの絵は、この土地に伝わる逸いつ話わをモチーフに描えがいた、ただの絵かもしれない」

「ただの絵にしちゃ、今起こってることと重なりすぎてるだろ」

　思わず口を挟はさむと、ととは意外そうな顔をした。

「海かい人と、いいの？」

「なにが？」

「これが本当にこれからの未来を暗示している絵だとしたら、海かい人とは確実にこの戦いに巻まき込こまれると思うよ。こんなドロドロの化ケ物ばけもの島じまだよ、幽ゆう霊れいやエイリアンどころの騒さわぎじゃないんだよ」

「じゃあ、なんでお前は、こんな絵を見つけて持ってきて、見せたりしたんだよ。お前だってこれが、ただの絵だとは思えなかったからだろ。今回の件に関係してる絵だって思ったからだろ」

　ととは目をぱちくりさせた。

　それから、弱ったなぁという顔をした。

「俺おれはただ、分からないことを分からないままにしておきたくなかっただけさ」

　やっぱり兄妹きようだいなんだなと思った。

　真相をつきとめるために動き回るところがめめに似ている。いや、ととの方が実際、執しゆう念ねん深ぶかいのかもしれないけど。

「でも、どげんするん？　こんなんが来たら。来てしもたら。陸りく呂ろ君のこつもあるんに、こげん化ばけ物ものまでやって来たら……」

「そもそも、この化ケ物ばけもの島じまとやらは、なにしに来てるんだ。こいつの正体は何なんだ」

「海うみ坊ぼう主ずとか」と、気楽なとと。

「なんだとしても」

　めめは机を叩たたいて立ち上がった。

　静かな図書館内だ。その音は館内中に響ひびき渡わたった。他ほかの利用者の視線も、司書の視線も、めめには届かない。

「もしもこの化ケ物ばけもの島じまが上陸しようとしているなら、止めなくては」

「……マジでか」

　めめはこんな得体の知れない化ばけ物ものとも戦う気なのか。

「当然です。私達たちには、学校を、ひいてはこの町の平和を守る義務があります」

　正義の味方よろしく、めめがこぶしを握にぎった瞬しゆん間かんだった。

　ずしん、と、なにかがぶつかったような鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。

　次に地鳴りがして、建物全体が震ふるえ始める。

「なんだ、地じ震しんか」

　館内に悲鳴が響ひびき渡わたった。本ほん棚だなが揺ゆれて本が落ちる。俺おれはとっさに、両りよう隣どなりにいた潤うる芽め先せん輩ぱいと四よ方も屋やを机の下に引き入れた。

「めめもととも早く隠かくれろ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと隠かくれているよー」

　隣となりの机の下にととの姿がある。その横にめめもいた。

　ぐらぐらぐらぐらと、地面は揺ゆれ続ける。

「ひぃ」と、声がして、腕うでを引っ張られた。四よ方も屋やが顔を青ざめて、俺おれの腕うでにしがみついている。

「四よ方も屋や、大だい丈じよう夫ぶか」

「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶだ。ちょっと、地じ震しんというやつを体験するのは初めてでな。少し、驚おどろいている。す、すまない」

「別にいいよ。つかまってろ」

　四よ方も屋やは無理矢理といった風に笑えみを浮うかべた。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは辺りの様子を窺うかがうように、じっとしている。

「大だい丈じよう夫ぶですか。もうすぐおさまると思うんですが」

　俺おれは口からでまかせを吐はいた。

　潤うる芽め先せん輩ぱいは「うん」と、頷うなずくと、俺おれを見て小さく微ほほ笑えむ。その微ほほ笑えみに、俺おれの方が励はげまされてしまった。

　揺ゆれは次し第だいに小さくなり、やがて完全に止まった。

　静まり返った図書館内が、ざわめきに包まれはじめる。それまでじっとしていた利用者や、司書や、その他のこの建物内にいる人達が、騒ぎはじめた。

「行かなくちゃ」

　その時、めめは誰よりも早く机の下から出ると、散らばっている本を飛び越えて駆け出した。

「おい、めめ、どこ行く気だ」

「ひょうたん海岸です」

「はあ？」

　潤芽先輩と四方屋と一緒に机から這い出して見た時には、めめの背中は消えていた。

「ひょうたん海岸って、なんで……」

　というか。

「地震があった直後に、海に近づくバカがいるか。とと」

　ととは机の下から出てくると伸びをしていた。

「なぁに？」

「俺おれも行ってくる。あのバカを止める」

「うん。俺おれも行くよ」

「は？　でも……」

　潤うる芽め先せん輩ぱいと四よ方も屋やは俺おれの横を通とおり抜ぬけ、床ゆかに落ちている本を避よけながら走り出していた。残されたのは俺おれ達たちだけだ。

　ととはにっこり笑った。

「さ、行こう」

　俺おれは、ととと共に駆かけ出だした。




　図書館の外に出ると人の姿はなく、信号は点てん滅めつしていて車も動いていなかった。建物の一部が崩ほう落らくしたり、ガラスが割れて飛び散っているところもある。

　それらを避よけながらひょうたん海岸に向かう途と中ちゆう。妙みような人の群れを見つけた。

　ぞろぞろと、ぞろぞろと、歩いていた。集まっていた。

　この町の人達たちだ。男も女も関係ない。大人だろうと子供だろうと関係なく、同じ方向に向かって歩いている。その目は虚うつろで、口は半開きだった。

「なんだ、あれ。どうしたんだ」

　あれだけの地じ震しんだ。パニック状態に陥おちいって逃にげ惑まどっても致いたし方かたないというのに、誰だれ一人ひとり騒さわがず、どこかに向かっている。

「うーん」と、ととは走りながら首を傾かしげた。「どうやら目的地は同じらしいね」

「目的地？」

「ひょうたん海岸だよ。ほら、ルートは違ちがっても、みんな海に向かってる」

「なんでわざわざ海に行くんだよ」

「それは、行ってみれば分かるかも」

　住宅街を抜ぬけてさらに進むと、アスファルトに砂が散らばりはじめる。まるで何かに操あやつられているようだ。ぞろぞろと集まってくる人達たちをすり抜ぬけながら進むと、辺りに異い臭しゆうが漂ただよってきた。生ゴミを何日も放置して腐くさらせたものを、さらに凝ぎよう縮しゆくさせたような、目も鼻も痛くなるような臭においだ。

　防風林の松林を抜ぬける。

　ひょうたん海岸には、まるで今朝と同じ光景が広がっていた。

　漂ひよう着ちやくしたマッコウクジラの遺体があり、町の人々が集まっている。

　だけど、やはり様子が変だ。

　まるで、何かを待つみたいに、誰だれもが海に向かってぼんやりと佇たたずんでいる。うちの学校の生徒達たちもいた。毎朝会う、魚屋のおっちゃんの姿もある。警察の姿もあった。

　その中に、走っていく姿が三つ。

　めめと潤うる芽め先せん輩ぱいと四よ方も屋やだ。

　ととと一いつ緒しよに三人を追うと、その後ろ姿が波なみ打うち際ぎわで止まった。

　引いては寄せる、赤い波。赤く染まった海を背にして立っていたのは、陸りくだった。

　再びぐらぐらと地面が揺ゆれる。

「オオオオオォォォオオオオオォォォォ」

　波の音に混じって、海の底から響ひびいてくるような声がした。

　これはただの地じ震しんじゃない。

　青白い顔をした陸りくは、強い風にくしゃくしゃの髪かみを乱しながら、俺おれ達たちを見て微ほほ笑えんだ。その手には釣つり針ばりを握にぎっている。

「待ってたんだ、この時を。もうすぐあの方が来られて、僕ぼくの願いが叶かなう。邪じや魔まな君達たちには消えてもらうよ」

　ぽつぽつと雨が降り出した。




　陸りくは嬉き々きとして襲おそい掛かかってきた。

　釣つり針ばりを手にして、真っ先に狙ねらったのは潤うる芽め先せん輩ぱいだ。

「潤うる芽め先せん輩ぱい！」

　釣つり針ばりが潤うる芽め先せん輩ぱいを串くし刺ざしにせんとする。

　寸前で、四よ方も屋やがその身体からだを抱だきかかえると、宙に飛んだ。

　つま先が陸りくに向かって急降下する。四よ方も屋やが落ちた場所は、円を描えがくようにえぐれた。

　次の瞬しゆん間かんには、潤うる芽め先せん輩ぱいが声を超ちよう音おん波ぱに変えて放った。

　四よ方も屋やと、彼女にお姫ひめ様抱だっこされた潤うる芽め先せん輩ぱいは、まるで王子と姫ひめのようだ。王子と姫ひめのダブル攻こう撃げきに、周囲の砂が吹ふき飛とんでまるでクレーターみたいになっている。

　その真ん中に、陸りくだけが釣つり針ばりを盾たてにするようにして、何食わぬ顔で立っていた。

「もう、おしまい？」

　陸りくは言うと、二人めがけて釣つり針ばりを振ふるった。

　とっさに飛んだが間に合わず、四よ方も屋やの左ひだり脚あしに釣つり針ばりが食くい込こんだ。

「まずは一匹ぴき目」

　陸りくは言うと、四よ方も屋やを自分の方に引ひきずり込こんだ。

　脚あしから釣つり針ばりを抜ぬくと、仰あお向むけに倒たおれている四よ方も屋やの肩かたを足で踏ふみつける。

「何度やっても甦よみがえってくる化ばけ物ものだけど、そんな化ばけ物ものにも弱点がないわけじゃない。僕ぼくのこの釣つり針ばりは特別だからね。これで心臓を一ひと突つきすれば、君は死ぬ」

　陸りくの釣つり針ばりが四よ方も屋やの左胸の上で止まる。

「四よ方も屋やっ。待て、やめろ、陸りく！」

　間に合わない。

　今からじゃ、駆かけ出だしても、手を伸のばしても、四よ方も屋やに届かない。

　その時、黒い影かげが風より速くすり抜ぬけていった。

　キンッ、と鋭するどい金属音がする。

　陸りくが振ふり下ろした釣つり針ばりを受け止めたのは、めめの巨きよ大だいなバズーカ砲ほうだった。

「させません！」

　めめは陸りくを睨にらみつける。

　四よ方も屋やはその隙すきを逃のがさなかった。陸りくに踏ふまれていた肩かたから足をどけると、真横に転がった。

　潤うる芽め先せん輩ぱいが脚あしを引きずる四よ方も屋やを助け起こす。

　めめは間合いを取るように陸りくから離はなれた。

　くすくすと陸りくは笑う。釣つり針ばりの構えをとくと、無防備な状態で笑った。

「分かっていたことだろう。君達たちは、僕ぼくには勝てないって。君達たちはここで、あっさりと消えるんだ。さて、まだもう少し時間がある。せっかくだから、選ばせてあげてもいいよ。誰だれから消える？」

　まるで、今日の昼ご飯はなにを食べる？　とでも、聞いているようなノリだった。

　沈ちん黙もくが落ちた。

「陸りく……」

　俺おれは一歩、前に進み出る。

　黙だまってるわけにはいかなかった。この前みたいに、目の前でみんなをむざむざと殺されていいわけがない。

　恐こわい。恐こわい。恐こわい。

　膝ひざが震ふるえる。身体からだが震ふるえている。

　恐こわい。

　だけど、それどころじゃない。今度こそ、なんとかしなくちゃ。

　俺おれが、なんとかしなくちゃいけない。

「陸りく、だめだ。そんなの俺おれは許さな……」

「うん？　ああ、ジンベエザメからか。鳴なる瀬せ海かい人との偽にせ者もの。そうだよ、僕ぼくはお前を一番、殺したかっ……」

　陸りくの言葉は急に途と切ぎれた。切れ長な瞳ひとみが、驚おどろいたように大きく見開かれている。

　なにが起こったのだろう。

　よく見れば、陸りくの身体からだに大量の、半透とう明めいな糸のようなものが突つき刺ささっていた。

　陸りくの身体からだはしだいに、がくがくと痙けい攣れんし始めた。

　半透とう明めいな糸をたどれば、それは俺おれの後ろ。

「とと？」

　ととの手から伸のびている。

　身体からだの自由が利きかなくなってしまったのだろう。陸りくは前のめりに倒たおれそうになり、釣つり針ばりを支えにしてこらえていた。力が入らないのか、指先も腕うでも脚あしも小刻みに震ふるえている。

「今だよ！」

　ととが叫さけんだ瞬しゆん間かんを誰だれも逃のがさなかった。

　三人それぞれの攻こう撃げきが動けない陸りくへと向かった。

　飛び上がった四よ方も屋やが蹴けりを落とし、潤うる芽め先せん輩ぱいが超ちよう音おん波ぱを飛ばす。そして、めめは５頭のマッコウクジラを放った。

「陸りく！」

　すさまじい爆ばく発はつが起こり、砂すな煙けむりがあがる。巻き上がった砂すな粒つぶからとっさに守った顔をあげる。

　雨の混ざった強風に砂すな煙けむりが消されると、辺りの砂は完全に吹ふき飛とんでいた。

「……陸りく？」

　そこに、陸りくの姿はなかった。

　爆ばく発はつの勢いで吹ふき飛とばされてしまったのだろうかと辺りを見回すと、背後でとんでもないものが目に入った。

　陸りくがととに斬きりつけている。

「バカだな、クラゲやろう。お前の毒なんか効きゃしないんだよ。お前らごときに、僕ぼくは倒たおせないんだ。絶対に。だって僕ぼくは、海うみ幸さち彦ひこの生まれ変わりなんだから」

　ととは血まみれになりながらも、反論した。

「その、海うみ幸さち彦ひこであった君が、なんだってこんなことをしているのか、俺おれにはさっぱり理解できないよ」

「化ばけ物ものなんかに分かるはずがない」

「化ばけ物もの化ばけ物ものと言うけれどね、それを言うなら、ハブクラゲである俺おれの毒をくらって平然としてる君だって、立派に化ばけ物ものだ」

「僕ぼくは化ばけ物ものなんかじゃない！」

　陸りくがととの頭を狙ねらって釣つり針ばりを振ふり下ろす。

「やめろ！」と、陸りくの腕うでを取ったのは、四よ方も屋やだった。

「もうやめろ。やめてくれ、林はやし陸りく呂ろ」

　四よ方も屋やは鎮ちん痛つうな面おも持もちで言った。

「なぜ、こんなことをする。お前は鳴なる瀬せの弟なのだろう。それならお前も鳴なる瀬せと同じ、本当は優やさしい心を持っているはずだ。こんなことをしてなんになる。トヨタマヒメの宝を手に入れるために、こんなことまでしなければいけない理由はなんだ」

　陸りくの動きがぴたりと止まった。

「ほんに、ほんにそう」

　四よ方も屋やのそばには、潤うる芽め先せん輩ぱいも立っていた。

「陸りく呂ろ君。海うみ幸さち彦ひこはトヨタマヒメと同等の存在じゃ。こげんこつせんでも、あなたの願いは、きっと、自分で叶かなえられると思うんよ。だけん、話して」

「命いのち乞ごいのつもりか」

　陸りくは鼻で笑うと四よ方も屋やの手を振ふり払はらい、釣つり針ばりを一周させた。釣つり針ばりは目の前のととの首を、潤うる芽め先せん輩ぱいの両目を、四よ方も屋やの胸を裂さいた。

「知った風なことばかり言って、僕ぼくのことなんかなにも、知らないくせに」

　陸りくはめちゃくちゃに釣つり針ばりを振ふるって、三人を攻こう撃げきした。

「あんな、兄ちゃんの偽にせ者ものと僕ぼくを一いつ緒しよにするな。僕ぼくと兄ちゃんのことに口出しするな。優やさしい心だと？　笑わせる。そんなものなんの役に立つ。僕ぼくの願いは、トヨタマヒメの宝がないと叶かなわないんだ。兄ちゃんは甦よみがえらないんだ。だってそう、あの方がおっしゃったんだから、間ま違ちがいないんだ」

　青白い顔に鮮せん血けつが飛んで赤く染まっていく。

「や、めろ」

　やめろ。

「やめろ、陸りく」

「いい加減にして！」

　三つの黒い光が陸りくを弾はじき飛とばした。

　ゆっくりとやって来るめめの瞳ひとみは、陸りくのことを見み据すえている。陸りくは無傷だ。砂地の上で、なんなく立ち上がった。

「もう、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいにはまかせておけません」

「……へ？」

「戦うって言ったのに。ジンベエザメに力を借りて、次はちゃんとやるって言葉は噓うそだったんですか！」

　バズーカ砲ほうを右みぎ肩かたに担かつぐめめは、俺おれを睨にらみつけた。

　ごくりと、唾つばを飲のみ込こむ。

「噓うそ、じゃない。俺おれは……」

「やっぱり」と、めめは俺おれの言葉を遮さえぎった。「林はやし陸りく呂ろが相手だと、戦えないということですね。分かりました」

「めめ、まっ……」

　めめは待ってはくれなかった。

　引き金を引く。バズーカ砲ほうから14頭のマッコウクジラが陸りくに向かっていく。陸りくは釣つり針ばりを大上段に構えると、駆かけてきた。放たれた黒い光を引ひき裂さきながら、まっすぐにめめに向かってきた。

「いつまでも学習しないね。効かないって言ってるだろ！」

　めめはバズーカ砲ほうを盾たてにして、陸りくの釣つり針ばりを受け流す。すれ違ちがいざまに、身体からだを捻ひねって陸りくの背中に蹴けりを入れた。

　陸りくは砂の上に倒たおれた。

「なるほど」と、めめは冷ややかに言った。「やっぱり、肉にく弾だん戦なら効くみたいですね」

　陸りくは立ち上がると、釣つり針ばりを振ふるう。

　めめはうまくかわすと、バズーカ砲ほうを陸りくの胴どう体たいに直接ぶつけた。

「ぐっ」

　陸りくは声をあげると、後ろに下がった。

　海の生き物の力を借りての攻こう撃げきなら無効にできるが、素す手での攻こう撃げきを受ければ、それはそのまま陸りくへとダメージになるようだ。

「あの方、とは、誰だれのことですか」

　めめは間合いを見ながら尋たずねた。

「林はやし陸りく呂ろ。あなたの言うあの方は、あなたになにを言ったんですか。トヨタマヒメの宝があれば、あなたの願いが叶かなう。そんなでたらめを言ったあの方とは、いったい何者ですか」

「デタラメ？」

　陸りくは一いつ瞬しゆんだけ訝いぶかしげな顔をした。

「トヨタマヒメがどんな方だったか、あなたは本当に知っているの？　トヨタマヒメは海の女め神がみ様。その方の宝に、人間の望みを叶かなえる力があると、本気で思っているの？」

　陸りくは完全に動きを止めた。

　雨風が吹ふきつける。波は立ち、海は荒あれてくる。

　砂すな浜はまに倒たおれていたととや四よ方も屋や、潤うる芽め先せん輩ぱいが身じろぎした。

　めめは決して陸りくから目を逸そらさなかった。

「私達たち、海の生き物に憑つかれた者がトヨタマヒメの宝に惹ひかれてしまうのは、そこに宿る強い力のせいよ。その力は、海に通じている。トヨタマヒメの宝に込こめられた力は、海を操あやつる力。それは、あなたの願いを叶かなえることができる力なの？」

「……ぼく、は」

「オオオオォォォオオオオォォォオオオ」

　地面が揺ゆれた。低い唸うなり声はすぐ近くから聞こえた。波がざわざわとあわ立つ。雨が強くなる。まるで台風がきたみたいだ。

　なにかが。

　なにかが、海面からせり上がってきた。

「なっ」

　海面を割って現れたもの。

　その表面はまるで皮ひ膚ふが溶とけたみたいにドロドロと赤黒く、巨きよ大だいな目玉が二つついている。周辺にある島よりも巨きよ大だいな生き物だ。

「オオオオオォォォオオオオォォオオオォォオ」

　地じ響ひびきにも似た声はそれが発していた。目玉と目玉の間にぽっかりと穴が開き、黒い液体が吐はき出だされる。黒い液体が砂すな浜はまに漂ひよう着ちやくしていたマッコウクジラの遺体にかかると、肉が溶とけてはがれ落ち、すぐに骨だけになった。

　それまで亡ぼう霊れいのように突つっ立たっていた町の人達たちが突とつ然ぜん動きはじめる。我先にと、マッコウクジラの骨に群がると、骨を砕くだいて手にした。骨を手にした人々は、俺おれ達たちに向かってきた。

「なんだよ、あれ」

　誰だれもが白目をむいていて、半開きの口から黒い唾だ液えきを垂らしている。あの日、体育館で見た霧きり島しまと同じように。今度は町の人達たち全員が、襲おそい掛かかってきた。

「ダ、マ、サ、レ、ル、ナ」

　まるで身体からだ中の穴という穴を塞ふさぐかのような、ぬるついた声がした。

　赤黒いそいつから声はする。

　陸りくの身体からだが反応するようにびくりと震ふるえた。

「……戦エ。滅ほろボセ。邪じや魔まスルモノハ全すべテ、消シ去レ。兄ト、会イタイノダロウ」

　赤黒いそいつを睨にらみつけてめめが言い放った。

「なにを言ってるの。林はやし陸りく呂ろの兄は、鳴なる瀬せ海かい人とはここにいるじゃない！」

「うわあああああぁぁぁぁぁぁ─────────」

　陸りくは叫さけぶと、釣つり針ばりを構えてめめに突とつ撃げきした。

　バスーカ砲ほうを構える間はない。避よけるにしても遅おそすぎる。その鋭するどい釣つり針ばりが、めめの心臓を狙ねらう。

「めめ！」

　二人の間に躍おどり出でた俺おれの胸に、釣つり針ばりは突つき刺ささった。

　そこで、止まったと思う。めめには届かなかったと、思う。後ろは振ふり向むけなかった。目の前には陸りくがいる。

　陸りくが。

「り、く。お前、わけの分からないことばっか言ってんじゃねぇぞ」

　陸りくは釣つり針ばりを手にしたまま動かなかった。

「人のことを偽にせ者ものだとか、甦よみがえらせるとか、なんだそれ。俺おれはお前の中では、死んだ人間になってるのか」

「だって……。だって、僕ぼくの兄ちゃんは……」

「お前、あの日のことを忘れたのか。小学生の頃ころ、親が離り婚こんする前の夏休みに、俺おれはお前を助けようとして、海で溺おぼれた。自分でも死んだかと思った。でも俺おれは、生きて戻もどってきた。その時病院で、俺おれが生きててくれてよかった、よかったって、ずっと泣いてくれたのは、お前だったじゃないか」

「ひぃっ」

　陸りくは小さく声をあげると、釣つり針ばりを引ひき抜ぬいた。弾はずみで、胸から血がどばどばとこぼれた。

　痛ってぇ。

　でも、今はそれどころじゃない。

「いつから俺おれは、お前の中で、死んだことになったんだよ。陸りく。なんで、そんなことになったんだ。ちゃんと話せよ。教えてくれよ。せっかくまた、会えたんだから」

「うるさい！」

　陸りくが振ふり上あげた釣つり針ばりが、今度は俺おれの肩かたに刺ささった。骨が砕くだける音がした。

「うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！」

　腕うでに、胸に、脇わき腹ばらに、脚あしに釣つり針ばりは刺ささった。

「誰だれに教えられたのか知らないけど、知った風なことを言うな。鳴なる瀬せ海かい人とを名乗って。まるでそのまま成長したような姿で僕ぼくの前に現れて。さんざん惑まどわせて。本当に、兄ちゃんが生きていたんじゃないかって、期待させて」

　陸りくが釣つり針ばりを引ひき抜ぬくたびに血がこぼれた。

　痛すぎて、もはやどこが痛いのか分からない。

　頭がぼんやりして、身体からだが痺しびれてきた。

「もしかしたら、って、そう何度も思った。そのたびに苦しくなって、悲しくなって。そんな僕ぼくの気持ちを知りもしないで、ぺらぺらと。偽にせ者ものの化ばけ物ものめ。僕ぼくは騙だまされたりしない。早く全すべてをすませて、本物の兄ちゃんに会うんだ。あの頃ころに戻もどるんだ！」

　釣つり針ばりが額をかすめた。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい！」と、後ろからめめの声が聞こえたが、飛び出してきそうなのを制して俺おれは陸りくに聞いた。

「……なんで」

　裂さけた額から真っ赤な血が流れて視界を覆おおう。

　陸りくの姿が霞かすんで見えた。

　俺おれの中には疑ぎ問もん符ふしか浮うかばなかった。

「なんで、んな話になってんだよ、陸りく。俺おれ達たちが会えずにいた間に何があった。お前に、何があったんだ」

「僕ぼくになにがあろうが、関係ない」

「関係ある。このままじゃ、死んでも死にきれない」

「はっ」と、陸りくが笑った。「死ぬつもりなの？」

「このままお前に攻こう撃げきされ続けりゃ、死ぬだろ」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、なにバカなこと言ってるんですか。そんなへらず口叩たたく元気があるなら、早く、ジンベエザメの力を……」

「そうだよ」と、めめの言葉に陸りくは乗っかった。「その通りだ。なんで戦わない。さっさと、化ばけ物ものは化ばけ物ものらしく、ジンベエザメでもなんでもいいから、変な技わざでも使ってみろよ」

　ジンベエザメの、力を。

　頭上を見上げてみると、確かにその白い腹は浮ういていた。

『海かい人と』という、心配そうな声も聞こえる。いつでも、ジンベエザメは、呼びさえすれば力を貸してくれるのだろう。

　でも。

「俺おれは化ばけ物ものじゃないし。鳴なる瀬せ海かい人とだし。お前の兄ちゃんだし。なんで、俺おれがお前と戦わなきゃいけないんだ。ヤるんならヤれよ！」

　左胸を拳こぶしで叩たたく。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、なんで無む謀ぼうな挑ちよう発はつなんかするんですか！」

「めめ、お前ちょっと黙だまってろ。これは俺おれと陸りくの問題だ」

「なっ、んで……」と、言ったっきり、めめは黙だまった。

　その代わり、周囲が騒さわがしい気がしたが、耳に入らなかった。

　俺おれは陸りくだけを見つめていた。陸りくの言葉だけに耳を澄すました。

「……なに、も、知らないくせして」

　陸りくはぽつりと言った。

「なにも知らないくせに。僕ぼくのことなんか、分からなかったくせに、知ろうともしなかったくせに」

　その通りだと思った。

　俺おれは待つ。陸りくが話しだしてくれるのを、じっと待った。

　陸りくは紫むらさき色いろをした唇くちびるを嚙かむ。

　その身体からだから一筋の黒い煙けむりが立ち上った。

「兄ちゃんのことを、死んだって言ったのは、母さんだった」

「……母さん？」

　覚えてるのは、優やさしい母さんの姿だ。

「あの日」と、語りだす、陸りくの身体からだからあがった煙けむりは陸りくを包んでいく。「海で溺おぼれて、兄ちゃんは本当は死んだんだ。だから、もう、この世にはいないんだって。母さんが、言ったんだ」

「……え？」

「母さんは強い人じゃなかった。離り婚こんして、兄ちゃんと離はなれ離ばなれになってからも、母さんは兄ちゃんのことばかり言ってた。ずっと心配してた。ずっとずっとずっと。そんな日々が続いて、耐たえられなくなったんだと思う。だから、兄ちゃんを死んだことにして、忘れてしまおうとしたんだ。兄ちゃんは死んだ。あの夏の海で、僕ぼくを助けて死んだ。死んだ、死んだ、死んだんだよって、僕ぼくにも言い聞かせた。何度も何度も何度も、何度でも。信じられるわけなかった。でも、信じなきゃいけなかった。母さんのために」

　不気味で薄黒い煙けむりに覆おおわれた陸りくの瞳ひとみは、赤く染まっていた。

「そうだね。兄ちゃんは死んでしまったんだね。もう、この世にはいないんだね。そう僕ぼくが言うと、母さんは喜ぶんだ。元気になったんだ。今は再さい婚こんして、すっかり元の母さんに戻もどったよ。もうすぐ妹も生まれるんだ。とても幸せそうなんだ。きっともう、僕ぼくがいなくても、幸せだと思う。だから僕ぼくは兄ちゃんに会うんだ。会いに行くんだ。一番幸せだったあの頃ころに、戻もどるんだ。兄ちゃんを取とり戻もどして」

　陸りくは苦しげな表情で、笑った。

「だからもう、惑まどわされない」

　陸りくは手にした釣つり針ばりを振ふりあげると、砂を蹴けった。

『海かい人と！』と、頭上で声がした。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい！」と、めめの悲痛な声がした。

　俺おれは動かなかった。

　動けなかったという方が正しいかもしれないが、それでも避よける気はなかった。

　陸りくは迷うことなく、俺おれの心臓を貫つらぬいた。




　時が止まったような気がした。

　確かに時は止まっていた。

　俺おれと陸りくの間でだけ。

　陸りくが俺おれの心臓を貫つらぬいた瞬しゆん間かん、陸りくの攻こう撃げきを受け止めた瞬しゆん間かん、全身の血液が流れを止めた。かと思えば、一気に逆流してきて、俺おれは口から大量の血液を吐はき出だした。

　陸りくは釣つり針ばりを手にしたまま、赤く染まった瞳ひとみを大きく見開いた。

　驚おどろいたような顔を、くしゃりと歪ゆがめた。

　りく、と声に出そうとしたら、また口から血が出てきた。

「……な、んで」と、問う、陸りくの口からも黒い煙けむりが吐はき出だされた。

　なんで？

「なんで、お前は、戦わないんだよ。なんで……、僕ぼくを、殺そうとしない。……トヨタマヒメの宝が、どうなっても、いいのか？」

「……そんな、もん、どうだっていい」

　話しにくかった。話せばひゅうひゅうと喉のどから空気が漏もれる。

　というよりも、そんなこと、すっかり頭から飛んでいた。

　唾つばと一いつ緒しよに、込こみ上あげてくる血液を吞のみ込こむ。

「……ころせる、わけない。なんで俺おれが、お前を、たった一人の、弟を、殺さなきゃいけない」

「なんでそんなこと言うんだよ。そんなことを、言って、まだ僕ぼくを惑まどわせるつもりか。そんな、まるで、兄ちゃんみたいなことを……」

「……つか、にいちゃん、だし」

　なんだか笑えた。

　陸りくに、こうまで信じてもらえないことが、おかしかった。

　それは全部、俺おれのせいだ。

　二年生の教室までわざわざ会いに来てくれた陸りくのことを、分かってやれなかった、知ろうともしなかった、俺おれのせいなのだ。

「ごめん、な……」

　謝あやまると、陸りくはますます混乱した様子で釣つり針ばりから手を離はなし、後ずさった。

「なん、で……」

　陸りくは頭を振ふる。

「なんで、謝あやまったりするんだよ」

　わけが分からないというように、今にも泣き出しそうな顔をした。

「なんで、なんで！」

　乱暴に頭を搔かきむしると、陸りくは叫さけんだ。

「うわああああああ───────────」

　苦しそうにもがく陸りくは完全に黒い煙けむりに包まれて、見えなくなってしまった。

「ううっ、うえっ、うおえええええっ」

　煙けむりの中からなにかが吐はき出だされた。

　赤黒くて、ネバネバしていて、今まで見た中で一番でかい。鋭するどい爪つめがある吸きゆう盤ばんのようなものがついている。黒い煙けむりはそれからあがっていた。砂の上をぐねぐねとのたうち回っている。

　いつのまにか黒い煙けむりの消えた陸りくの身体からだが、ぐらりと傾かしぐ。

　倒たおれてしまった陸りくの身体からだを支えたのは、めめだった。めめはぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、砂の上の物を足で踏ふみ潰つぶした。

　ぴくぴくと痙けい攣れんしたかと思うと、砕くだけて消えてしまう。

　陸りくが意識を失ってしまったからか。俺おれの心臓を貫つらぬいていた釣つり針ばりも、あっさりと消えてしまった。

「結局は林はやし陸りく呂ろも操あやつられていたんですね」

　めめは言った。

「誰だれに？」

「あの、化ケ物ばけもの島じまにですよ」

　ぐらぐらと地面が揺ゆれた。あの赤黒いドロドロが、この砂すな浜はまに向けて近づいてきている。

「化ケ物ばけもの島じま？」

「そうに違ちがいないだろうね」

　すぐそばにととが立ち、うんうんと頷うなずいている。制服は血で染まっていたが、元気そうだ。

「化ケ物ばけもの島じまは林はやし陸りく呂ろを使って、自分の一部をばらまいてたんだ。学校を中心にして、町の人達たちにもね。だから、まっさきに影えい響きようを受けた生徒はおかしくなった。今この状じよう況きようは百年前に描かかれた絵と同じだ。いやぁ、やっぱりただの昔話だの逸いつ話わだの伝説だのって、あなどれないよねぇ」

「とと、お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「いや、俺おれなんかよりも海かい人とだよ。無茶しすぎ。死ぬ気かい？」

「どうしようもない愚おろか者ものなのよ。さっさと、連れていって」

　めめは倒たおれている陸りくをととに引ひき渡わたす。

「さ、行こうか、海かい人と」

「え？　行くってどこに」

「一時撤てつ退たいだよ。立っているのが奇き跡せきのその身体からだを休めた方がいい。林はやし君も一いつ緒しよだから、安心して」

「安心してって……」

　目の前には化ケ物ばけもの島じまとめめの背中。後ろを見れば、潤うる芽め先せん輩ぱいと四よ方も屋やが、いつのまにかマッコウクジラの骨を手にした町の人達たち相手に戦っている最中だった。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」と、ととは俺おれの視線をたどって軽い調子で頷うなずいた。

「これでも、町の人達たちは半分くらい眠ねむらせて、松林に運んだんだ。もう半分は、林はやし君と海かい人とを運んでから片付けるよ」

「眠ねむらせたって……」

「薄うすめに薄うすめた毒をちょこっと注させば、無害で終わらせられるんだ」

　ととは事もなげに言うと、陸りくを抱かかえたまま「さあさあ」と、俺おれの腕うでを引く。海とは反対方向へ、松林へと進んでいく。

　化ケ物ばけもの島じまとめめの背が遠ざかる。

　めめは前を見み据すえたまま振ふり返かえろうとはしなかった。

　バズーカ砲ほうを右みぎ肩かたに担かつぐと引き金を引く。

　14頭分の黒い光が化ケ物ばけもの島じまを貫つらぬいた。

「オオオオォォオオオォオオオオオォォオ」

　化ケ物ばけもの島じまが唸うなり声をあげる。

　やったかと思ったが、それでも化ケ物ばけもの島じまの前進は止まらない。

　止められない。

「とと」

　引かれている腕うでとは反対の手で、口元の血を拭ぬぐってから、息を吐はき出だした。

「陸りくのことを頼たのむ」

「は？　海かい人と、なに言ってるのさ、海かい人と！」

　俺おれはととの手を振ふり払はらい、走り出した。血液が不足しているのか少しよろけるが、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ジンベエザメ」

　頭上を泳ぐジンベエザメを呼ぶ。

「ジンベエザメ。力を貸してほしいんだ」

　ジンベエザメは応こたえてくれない。

「ジンベエザメ、聞こえてないのか？　なあ、頼たのむ。俺おれにあの化ケ物ばけもの島じまと戦う力を貸してほしい。お前の力が必要なんだ」

『遅おそいのよ』

「は？　遅おそいって、なにが」

『私を頼たよるのが。遅おそすぎるのよ。私のことを、海かい人とはなんだと思っているの』

「えーと、命の恩人？」

『違ちがうわ』

「違ちがわなくないだろ。お前がいなかったら、俺おれは今いま頃ごろ……」

『パートナーよ』

　ジンベエザメは言い切った。

『私はあなたに死んでほしくないの。だからあの日力を分わけ与あたえて助けたのに、あなたはその命をあっさりと投げ出そうとした。私が何度呼んだって、聞く耳をもたなかったわ』

「……怒おこってるのか？」

『当然』

「その、ごめん。でも、陸りくとは、戦いたくなかったんだ。どうしても」

　ジンベエザメは黙だまり込こんだ。

　こんなところで押おし問もん答どうしている場合じゃない。もう目と鼻の先に化ケ物ばけもの島じまは迫せまっている。めめがいくらバズーカ砲ほうを撃うち込こんでも、びくともしない化ケ物ばけもの島じまが。

『分かったわ』

　ジンベエザメは唐とう突とつに言った。

『力を貸すわ。もちろんよ、あなたのためだもの。でもね、海かい人と、これだけは約束して』

「なんだ？」

『それ以上無理をすれば、あなたの身体からだはもたないわ。だから、絶対に無茶はしないこと』

「分かった。ありがとう、ジンベエザメ」

　ジンベエザメはまんざらでもなさそうに身体からだを揺ゆらすと、一度くるりと回まわった。

　俺おれは駆かけ出だした。










「めめ！」

　駆かけつけた俺おれを見て、めめは眉まゆ根ねを寄せた。

「なんで戻もどってきたんですか！」

「なんでって、だって、お前一人でアレの相手をするのは無理があるだろ」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがいたところで、足手まといにしかなりません」

「なんでだよ。俺おれだって、なにかしら力にはなるだろ」

「なにができるっていうんですか」

「なにがって……」

　俺おれにはなにができるのだろう。

「ジ、ジンベエザメ」

『なぁに？』

　声をかけると、頭上から声が返ってきた。

「俺おれにはなにができるんだ。お前の能力ってなんなんだ」

『私にできること、それは全すべての海の生き物を呼び寄せることよ』

「全すべての海の生き物を呼び寄せる？」

『そう』

「呼び寄せてどうするんだ？」

『どうするなんて決まってるわ。力を借りるのよ』

「力を借りる？」

『ええ。呼んでごらんなさいな。どんな海の生き物だって、海かい人とに力を貸してくれるわ』

　どんな海の生き物も力を貸してくれるって、なんだかすごいことのような気がする。

　だけど。

「……どれがどんな能力を持ってるんだ？」

「なに言ってるんですか」

　めめが胡う散さん臭くさそうな目つきで俺おれを見ている。

「いや、どうやら他ほかの海の生き物から力を借りられるらしいんだが、なにがどんな能力を持ってるか知らないし、そもそも海の生き物の名前もよく分からんし……」

　こいつ使えない。そう判断するように、めめはますます目を細めた。

　そんな目で俺おれを見るな。

　その瞬しゆん間かん、ぐらぐらと地面が激しく揺ゆれた。

「オオオオォォオオオォォォオオオオ」

　波と共に、化ケ物ばけもの島じまが一気に波なみ打うち際ぎわへと押おし寄よせてきた。

　慌あわてて後ろに引いた俺おれ達たちめがけて、砂の中からなにかが飛び出してきた。

「うわっ」

　弾はじき飛とばされた。

　めめと共に、砂の上をごろごろごろごろと転がってようやく止まる。

　なんだ。なにが起こったんだ。

　身体からだを起こしてみれば、化ケ物ばけもの島じまから長いたくさんの触しよく腕わんが生えていた。

「おい、めめ、大だい丈じよう夫ぶか」

　身体からだを起こしためめは、砂まみれになりながら仏ぶつ頂ちよう面づらでいる。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいといると、ほんとろくなことがない」

　それはこっちのせりふだ。

　でも、俺おれは気づいた。

「お前、怪け我がしてるぞ」

「そんなものはお互たがいさまです。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいの方が愚おろか者ものよろしく、怪け我がしまくりじゃないですか。マゾですか」

「はあ？」

　吸きゆう盤ばんについている鋭するどい爪つめで裂さかれたのだろう。制服が破けて、めめの白い肌はだに血が滲にじんでいる。俺おれはといえばまあ、めめよりもっとひどい状態だったが気にしてる場合じゃない。

　触しよく腕わんは目前に迫せまってきていた。

　やられる。

　とっさにめめをかばった瞬しゆん間かん、頭上から急降下してきたものが、伸のびてきた触しよく腕わんをぶつ切りにした。

「大だい丈じよう夫ぶか、鳴なる瀬せ。めめちゃん」

　空から降ってきたのは、四よ方も屋やだった。

　四よ方も屋やは俺おれ達たちを引っ張り起こしてくれた。

「四よ方も屋や、お前……」

「ああ、遅おそくなってすまない。町の人達たちを傷つけずに戦うということに、どうにも手間取ってな」

「町の人達たちは」

「うむ。もう、大だい丈じよう夫ぶだ。笹ささ美み々みが見てくれている」

　マッコウクジラの骨を持ち、白目をむいて黒い唾だ液えきを垂らしていた人達たちは、いつのまにか海岸から消えている。

「これで心おきなく戦えるな」

　四よ方も屋やはふっと口元に笑えみを浮うかべると、砂地を蹴けろうと脚あしに力を込こめて、しばし留とどまった。おもむろにスカートの裾すそに手を伸のばす。ちらりと俺おれを見る四よ方も屋やは、薄うすく頰ほおを染めていた。

「鳴なる瀬せ。見ないでくれよ」

　一いつ瞬しゆんなんのことかと思ったが、それが下着のことだと察した。

「あ、ああ、分かった。大だい丈じよう夫ぶだ」

「じゃあ、いくぞ」

　スカートの裾すそを押おさえながら、四よ方も屋やは今度こそ飛び立った。俺おれは下を向いていたので状じよう況きようまで把は握あくできなかったが、すごい音がした。

　砂すな煙けむりの向こうで化ケ物ばけもの島じまの触しよく腕わんがちぎれている。そこへ、追つい撃げきとばかりに金切り声が聞こえ、音の波動が走はしり抜ぬけた。

　銀色の緩ゆるやかな髪かみが風になびく。潤うる芽め先せん輩ぱいもすぐそばに立っていた。

　化ケ物ばけもの島じまは少しだけ後退した。

　めめがバズーカ砲ほうを構えて、引き金を引く。14頭のマッコウクジラ達たちが放たれる。その黒い光は、化ケ物ばけもの島じまの触しよく腕わんを粉々に砕くだき、本体をまっすぐに貫つらぬいた。

「オオオオオォォォオオォオオォォォオオオオオォォォォ」

　化ケ物ばけもの島じまが触しよく腕わんをくねらせながら、声をあげる。

　この調子ならいけるかもしれない。

　このまま一気に、あの化ケ物ばけもの島じまを片付けるんだ。

　俺おれは右手をジンベエザメに向かって掲かかげた。

「俺おれに力を貸してくれ！」

　叫さけぶとどこからともなく、魚が一匹ぴき、また一匹ぴきと集まってきた。

　雨あま粒つぶの降り注ぐ空に集まってきた魚達たちは、ジンベエザメを中心にしてぐるぐると渦うずを巻きはじめる。

「えーっと、なんだ、魚、魚、魚の名前……、そうだ、マグロ？」

　そういえば、マグロ丼どんがおいしかったなぁというだけで浮うかんだマグロの名を呼ぶと、魚達たちの中から落りてきたのはまさに、マグロだった。

　マグロが俺おれに衝しよう突とつする。一体化する。見た目の変化は見られなかったが、足が軽くなった気がした。

「えーと？」

　それで、マグロの力を借りた俺おれはなにができるんだ？

「ウゴオオオオォォォオオオオォォォォオオオオオオオオ」

　その時、まるで地じ獄ごくの底から響ひびいてきたようなすごい音がした。それは、声だったのかもしれないが判別がつかない、ものすごい音がびりびりと響ひびいて、全身が総そう毛け立だった。

　化ケ物ばけもの島じまが一気に黒く染まり膨ぼう張ちようした。化ケ物ばけもの島じまの大きな目と目の間の下にぽっかりと空間ができた。そこから空に向かって黒い球体が吐はき出だされる。曇くもり空ぞらは墨すみを含ふくんだように、薄黒く染まっていった。

「……オマエラ、小魚、ゴトキニ」

　ぬめぬめとした声が言った。

「ワタシハ、止メラレヌ。コノ世界ハ海ニ変ワル。全すべテ、全すべテ、深海ニ沈しずメ」

　空が轟とどろき、稲いな光びかりが差す。

　瞬またたく間まに、雷かみなりが落ちた。

　音を音と認にん識しきできないくらいの、轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

　次に静せい寂じやくが訪おとずれた時、まっさきに聞こえたのはめめの声だった。

「……四よ方も屋や、先せん輩ぱい？」

　四よ方も屋や？

　目の前には化ケ物ばけもの島じま、隣となりにつぶやいためめ、少し先に潤うる芽め先せん輩ぱいの姿は確かく認にんできた。

　しかし。

「四よ方も屋や？　四よ方も屋や、四よ方も屋や！　どこ行った？　返事しろ！」

　今の今まで四よ方も屋やは立っていた。その場所に四よ方も屋やの姿がない。代わりにあったのは、砂がえぐれた跡あと。そこは焼やけ焦こげたかのようにしゅうしゅうと煙けむりをあげている。

　どれだけ見回してもいない。

　少しくらい離はなれていたって見つけられるはずの金色の髪かみは、雨に濡ぬれた砂すな浜はまのどこにも見つからなかった。

「ジュンちゃん！」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが声を張り上げる。耳によく響ひびく声だ。この声が聞こえないはずがない。

　それなのに、返事はなかった。

「キエロ」

　化ケ物ばけもの島じまが言った。

「キエロ、キエロ、キエロ、キエロ、ジャマスルモノハスベテ、ヤミニキエロ」

　ふたたび稲いな光びかりが差す。轟ごう音おんと共に黒い空から雷かみなりが落ちる。その一つが、潤うる芽め先せん輩ぱいを包んだ。その様子はまるでスローモーションのようだった。

　不安そうな顔をしたまま、潤うる芽め先せん輩ぱいは闇やみに吞のまれた。

　あとに残ったのは静せい寂じやくと、えぐれた砂すな浜はまと、不気味な煙けむりだ。

　潤うる芽め先せん輩ぱいが消えてしまった。

「潤うる芽め先せん輩ぱい！」

　めめは潤うる芽め先せん輩ぱいが立っていた場所に駆かけ寄よった。

「そんな、そんな！　どうして。潤うる芽め先せん輩ぱい、潤うる芽め先せん輩ぱい！」

　煙けむりをあげるくぼ地に向かって、めめは叫さけんだ。まるで信じられないものでも見てしまったかのように。

　俺おれだって信じられなかった。

　目の前で起こったことだというのに。

　信じられない。

　潤うる芽め先せん輩ぱいがこんな簡単に、消えてしまうなんて。

「噓うそ、だろ」

　たった二回。

　たった二回、化ケ物ばけもの島じまが雷かみなりを落としただけで、ひょうたん海岸は様変わりしてしまった。海岸だけじゃない。松林からも、町の方からも、黒い煙けむりはあがっている。

　あの雷かみなりに包まれて、そこにいた人も物も消えてしまった。

「……四よ方も屋や、も？」

　ぐらぐらと地面が揺ゆれた。化ケ物ばけもの島じまはさらに、海岸へと乗り上げた。巨きよ大だいな目玉の視線は俺おれ達たちに注がれていた。

「キエロ。深海ヘト、キエロ」

　稲いな光びかりが差した。

　呆ぼう然ぜんとした様子のめめの顔を光が照らす。くぼ地の縁ふちにへたり込こむめめへと向かって、雷かみなりが落ちた。

「めめ！」

　めめの腕うでを取って逃にげるのに、一秒もかからなかった。

　脚あしが人間の脚きやく力りよくとは思えないほど、ものすごい速さで動いた。まるで瞬しゆん間かん移動だ。これが、マグロの力なのだろうか。

「あっ」と、めめが声をあげた時には、雷かみなりが落ちた砂すな浜はまから10メートルは離はなれていた。そこで、雷かみなりが落ちる、轟ごう音おんを聞いた。

「待って！」

　めめが手を伸のばして叫さけぶ。

　雷かみなりが落ちた場所、その場所にあったもの。

　めめが一いつ瞬しゆん、手放してしまったバズーカ砲ほうが、雷かみなりに包まれて消えてしまった。

　びりびりと鼓こ膜まくを震ふるわせるすごい音がやむ。

　激しい雨が打ちつける。

　めめは、全身から力が抜ぬけてしまったかのように崩くずれ落おちた。

「しっかりしろ」

　つかんだままの腕うでを引く。

「……なんでよ」

　うなだれたままのめめはつぶやいた。

　台風のように荒あれ狂くるう雨風の中で、ひょうたん海岸は黒い煙けむりに覆おおわれている。次の雷かみなりは、すぐにくるかもしれない。立ち止まってる場合じゃないというのに。

「なんでよ。なんでよ、なんでよ。なんで！」

　めめは立ち上がると俺おれの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「なんで、あんな急に。私の腕うでを引っ張ったりするから、驚おどろいて、手放しちゃったじゃない！　私のマッコウクジラ達たちを！」

　雨に濡ぬれためめの瞳ひとみは怒いかりで光を放はなっていた。

「な、んでって、だって、あのままお前を放ほうっておけば、バズーカ砲ほうごとお前も消えてたかもしれないんだぞ」

「それにしたって、もっと方法があるでしょう！」

「知るかそんなもん。お前の命を優先させてなにが悪い」

「戦えなきゃ意味がないじゃない！」

「戦う……」

「このままじゃ私達たち、みんな死ぬ！」

　俺おれの胸むな倉ぐらをつかんで叫さけぶ、めめの声は震ふるえていた。

　くしゃりと歪ゆがめた顔の、二つの黒い瞳ひとみが揺ゆれている。

　死ぬ？

「戦わなきゃ、戦わなきゃ、いけないのに……。四よ方も屋や先せん輩ぱいも、潤うる芽め先せん輩ぱいも、消えてしまった。お兄ちゃんもどうなってるか分からない。林はやし陸りく呂ろだって、町の人達たちだって、みんなみんな、みんなを守らなきゃいけないのに。戦えなきゃ、意味ない。あの化ケ物ばけもの島じまはトヨタマヒメの宝を使って、海を操あやつって、この世界を沈しずめようとしている。そんなの私はいや！」

「そんなの……」

　死ぬ、死ぬのか。このままじゃ、みんな消えてしまって。海に沈しずめられて。

　俺おれは胸むな倉ぐらをつかんでいるめめの手を、ゆっくりと握にぎった。

「そんなの、俺おれだっていやだ。だから考える」

　めめが大きく目を見開く。

「お前に力がなくても、まだ俺おれがいる。ジンベエザメは全すべての魚の力を借りられるんだ。なにかしらあるだろ。あいつに対たい抗こうできるくらい、でかい力を持った魚の一匹ぴきや二匹ひきいるはずだ」

　俺おれはめめの手を引いて駆かけ出だした。マグロの瞬しゆん発ぱつ力があれば、あの触しよく腕わんを避さけるなんて簡単だと思った。

　それなのに、襲おそい掛かかってきた触しよく腕わんに弾はじき飛とばされて、めめの身体からだを抱だきかかえたまま濡ぬれた砂の上を転がった。

「な、んで。脚あしが重い。マグロはどうした？　力を貸してくれてるんじゃなかったのか」

『海かい人と』と、空から声がする。

『言っておかなきゃいけないことがあったの』

「なんだよ」

　起き上がってまた駆かけ出だす。

『確かに、私は他ほかの海の生き物達たちの力を引き出して使うことができるわ。でもそれは、その生き物の種類につき、一日に一度きりなのよ』

「一度きり？」

『そう、一度きり。一度使ってしまえば、おしまいよ』

「なんで、そんな大事な話を今するんだ」

『言い忘れていたのよ』

「そうかよ」

　うなだれると、さらに身体からだが重くなった気がした。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、どうしたんですか？」

　めめが隣となりで怪け訝げんそうな顔をしていた。

　ジンベエザメの声は聞こえないらしい。

「ああ、いや……」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、私、ずっと考えてたことがあるんです」

「うん？　なんだ」

　その時、目前から触しよく腕わんの束が襲おそい掛かかってきた。後ろからも迫せまっていた。挟はさみ撃うちにする気らしい。

　俺おれは右手を空に向かって突つき出だした。

「俺おれに力を貸してくれ、えっと……」

　空へと高く舞まい上あがるその姿を思い出す。

「トビウオ！」

　四よ方も屋やのように、砂地を蹴けるとものすごい高さまで飛び上がった。めめを連れたまま、眼下にある化ケ物ばけもの島じまを見下ろす。

　でかい。

　赤黒いどろどろとした島のような塊かたまり。巨きよ大だいな目玉が動いている。長い触しよく腕わんは俺おれ達たちを見失って、互たがいにぶつかった。

「10本」

　めめが言った。

　砂地に降り立つとめめが断言した。

「あの触しよく腕わんは10本あります」

「10本？」

「私はずっと、あの化ケ物ばけもの島じまの正体について考えてました。本当にただの化ばけ物ものなのか、そうではない何物かなのか。あれは確かに化ばけ物もののように見えます。でも、違ちがいます」

「あれが化ばけ物ものじゃなきゃなんなんだ」

「あれは、イカです」

「イカ？」

　化ケ物ばけもの島じまに目をやる。

　イカ？　あれがイカだと？

「イカっていうとあれか、食べられるイカのことか」

　そんなことくらいしか言えなかった。

「種類的には」

　めめはあくまで冷静だった。

「無む脊せき椎つい動どう物ぶつだと思いますが、あれはもちろんただのイカじゃない。深海に沈しずめと言っていました。だからきっと、深海に住んでいたもの。深海を統すべるもの。あれは、たぶん、ダイオウイカです」

「ダイオウイカ？」

「だけど、それじゃあなんで……」

「なんだ。どうした。あれがその、ダイオウイカだって言うんなら、弱点かなにかあるだろ」

「どんなに大きくたって、あれがイカだとしたら、弱点は目と目の間です。でも……」

　めめは苦しげに顔を歪ゆがめた。

「でも？　でも、なんかあるのか？」

　めめは自分の両手を見つめていた。

　少し間がある。

　両手をぎゅっと握にぎり締しめると、小さく息を吐はき出だした。

「ダイオウイカの宿敵といえば、マッコウクジラです。それなのに、私のマッコウクジラ達たちでは、ダイオウイカを倒たおすことができませんでした。つまりそれは、マッコウクジラではだめだということです。だとすれば、ダイオウイカ相手にどの海の生き物を呼べばいいのか……」

　分からない、と、つぶやく声は微かすかに震ふるえていた。

　めめに分からないことが、俺おれに分かるはずがない。

　だけどそんなこと言たってなにも始まらなければ、終わりもしない。そうだ。終わらせなければいけないんだ。だから、考えろ、考えろ。めめが分からないって言うなら、めめの分まで考えるしかない。

「ウニとか」

　ぱっと思おもい浮うかんだ海の生き物をあげていく。

「えと、マグロ、トビウオ、クラゲに、そうだ、リュウグウノツカイはどうだ」

　めめは俯うつむいたまま、力なく首を横に振ふる。

　だめか。

　イカ、イカ、イカ。あれはでかくたってイカなんだ。イカに効きそうな海の生き物って、なにがいる？

　イカ、イカ、イカ、イカ、イカ、イカ、イカ。

　ぶつぶつ言っていたら、触しよく腕わんが襲おそってきた。

「危ないっ！」

　かばっためめごと弾はじき飛とばされて、気づけば砂の上に落ちていた。全身を打って、身体からだ中に痛みが走る。

「……っぅ」

　もうどこが痛いのか分からないくらいだ。黒い煙けむりをあげる砂すな浜はまと荒あれた海、叩たたきつける激しい雨の向こうにいる化ばけ物ものみたいなイカ。それら全すべてが霞かすんで見えた。

　なんだよ、なんでたかがイカ相手にこんな目にあわされなきゃならない？

『俺おれ今、イカブームなんだ』

　ふいに甦よみがえったのは、能天気な声でそんなことを言い、イカを食べまくっていたととの姿だった。

　溜ため息いきがこぼれた。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかりしてください」

　俺おれの腕うでから這はい出でためめが、倒たおれたまま動かない俺おれの肩かたを揺ゆする。

「ととなら、喜んであのイカを食べてくれたかもしれないな」

「え？」

　ゆっくりと身体からだを起こしながら言うと、めめは不安そうな目を俺おれに向けた。俺おれは「いや」と、かぶりを振ふる。

「ととなら、変なことばかり知ってるととなら、なにかいい策を思いつけたかもしれないと思って」

「お兄ちゃんなら……」

　今回起こったことの真相を暴あばくために、学校の図書室や市立図書館を利用して、この地域で起こった歴史まで遡さかのぼって調べようとするととなら、なにかを導き出せたかもしれない。

　ととなら。

　化ケ物ばけもの島じまとしかいいようのないダイオウイカが、ひょうたん海岸に現れる可能性を示す絵を探し出したととなら。昔話も逸いつ話わも伝説も、全すべてをありうるものと受け入れてしまえるととなら、あるいは……。

「……伝説？」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、俺おれの中でなにかすとんと降りてきた気がした。

「そうか、伝説だ。化ケ物ばけもの島じまも空想上の生き物だっていうなら、こっちだって空想上の伝説の生き物を呼べばいい。伝説の、神聖な海の生き物を」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい？　なに言ってるんですか、伝説って」

「モビィ、なんとかっていう、白いクジラがいるだろ。あれを呼ぼう」

「それって、もしかして、モビィ・ディックのことですか？」

「そうだ、それだ。それしかない」

　地じ響ひびきがして、ダイオウイカはさらにひょうたん海岸へと乗り上げてきた。赤黒く溶とけた塊かたまりは目前にある。

　ふらつく脚あしに力を入れて立ち上がり、化ばけ物ものを見み据すえると、右手を空に掲かかげた。

「ま、待ってください。モビィ・ディックはだめです。あの白いクジラは、白い、マッコウクジラです」

　めめが慌あわてたように立ち上がると、俺おれの右みぎ腕うでを引いた。

「それに、モビィ・ディックは神聖な生き物どころか、船を次々と沈しずめたという海の魔ま物ものです。そんなものを呼ぶなんて、無む謀ぼうすぎます。そもそも、そんな生き物、実在するわけが……」

「だけど、化ケ物ばけもの島じまは今、目の前にいるだろ。ただの昔話でしかなかったはずなのに」

「でも……」

「賭かけてみる価値はある。ダイオウイカの宿敵であるマッコウクジラで、その上伝説の神聖な生き物とも、海の魔ま物ものとも呼ばれてるんなら、どちらにしろとんでもない奴やつのはずだ」

「っつ……」

　俺おれの右みぎ腕うでをつかんだままの指先は微かすかに震ふるえている。混乱しているのだろう。戸と惑まどうように頼たよりなく、俺おれを見つめる黒い瞳ひとみがゆらゆらと揺ゆれていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺おれは言うと、右手を空に掲かかげた。

「キエロ、キエロ、キエロキエロキエロキエロキエロキエロ」

　その瞬しゆん間かん、ダイオウイカも空に向かって触しよく腕わんを伸のばした。ぎょろりとした目と目の間の少し下に空間があく。そこから空に向かって黒い球体が吐はき出だされた。

「んな簡単に、消えてたまるか！」

「深海ヘト沈しずメ」

「お願いだから力を貸してくれ、伝説の白いマッコウクジラ、モビィ・ディック!!」

　黒々とした空が光を放つ。その下でジンベエザメを中心にして魚達たちが渦うずを巻く。ぐるぐると、幾いく重えにも渦うずを巻く。魚達たちを突つき破やぶって、落ちてくる。

　雷かみなりが。

　落ちた。

　爆ばく弾だんでも落ちたんじゃないかというくらいに、近くですさまじい音が鳴なり響ひびく。ぐらぐらと地面が揺ゆれた。

　モビィ・ディックは。

　右手を精せい一いつ杯ぱいに伸のばす。

　モビィ・ディックは。

　ずんぐりとした白い頭が、魚達たちの間からぬっと飛び出してきた。

『呼んだか』

　目の前いっぱいにあって、その全長が分からない、白いものはしゃべった。海の魔ま物ものだと恐おそれられているような凶きよう悪あくさは微み塵じんも感じない、低くて優やさしい、穏おだやかな声だ。

「……モビィ・ディック、なのか？」

『そうとも、呼ばれる』

「噓うそ」と、つぶやいたのはめめだ。「本当に、モビィ・ディックなの？」

『そう呼ぶ者もいるが、呼び名などは自由だ』

　めめは呆ぼう然ぜんとした様子でモビィ・ディックを見つめている。

「お前も、モビィ・ディックの声が聞こえてるのか？」

　確か、ジンベエザメの声は俺おれにしか聞こえていなかったはずだ。反対に、めめと共にあるマッコウクジラ達たちの声も俺おれには聞こえない。

　めめは「え？」と、目を瞬しばたたかせた。

「そう言われれば、とり憑つかれていない海の生き物の声が聞こえたのは、初めてです」

『話すことくらい造作ないことさ。君は、娘むすめの一部を身体からだに宿しているだろう』

「娘むすめの、一部？」

『そうさ。そして、久しいな、懐なつかしき少年よ』「懐なつかしい？」

『おや、忘れてしまったのかい。それは寂さびしいね。遠い昔、我らは会っているというのに』

　遠い昔？　いったいなんの話をしてるんだ？

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべている俺おれとめめに構わず、モビィ・ディックは続けた。

『まあいいさ。ところで、こんなところに私を呼んだ理由はなんだ』

「あ……、それは、力を、貸してほしくて。あいつを、あのダイオウイカを、倒たおさなきゃいけないんだ」
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　とにかくこうして来てくれたモビィ・ディックに、俺おれは説明した。モビィ・ディックは少しだけ頭を反そらすと、納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

『なるほど。ダイオウイカの死し骸がいだね。それらが集まって、闇やみが巣くった塊かたまりだ。なるほど、私の力を貸りたい、と。それはいいが、相当な負担になるよ。今の君の身体からだはひどいありさまだ。耐たえ切れないかもしれない』

「それなら私が」

　めめが一歩進み出た。

「私が、やります。私がやりとげてみせます。だから、お願いします。あなたのお力を、貸していただけないでしょうか」

「いや、俺おれも。俺おれも、大だい丈じよう夫ぶだと思う、ます。あいつを倒たおさなきゃ、この町だけじゃなくて、世界が海に沈しずんでしまうんです」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは黙だまっててください」

「なんでだよ。そもそもモビィ・ディックを呼んだのは俺おれだぞ」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいにマッコウクジラの力が使いこなせるとでも思ってるんですか」

「はあ？　お前よりは立派に使いこなせると思う」

「こんな時に冗じよう談だん言わないでください。全然面おも白しろくありません」

「こんな時に笑わせる必要がどこにあるんだ。俺おれは本気だ」

「とにかく」

　めめは俺おれの身体からだを押おしのけると、モビィ・ディックに手を伸のばした。

「私がやります。私にあなたの力を使わせてください。オオワタツミノカミ様！」

　めめが呼んだ聞き覚えのない名前に、ふっとモビィ・ディックが笑ったような気がした。

『その意志を貫つらぬき曲げぬところ、君は似ているね、我わが娘むすめに。そこまで言うのなら、いいだろう。マッコウクジラに愛されし少女よ。私の力を使うがいい』

　モビィ・ディックはそう言うと、姿を変えた。

　俺おれ達たちの上にゆっくりと降りてきたのは、めめが使っていたバズーカ砲ほうよりもさらに巨きよ大だいな白いバズーカ砲ほうだ。めめは手て馴なれた様子で持ち手を握にぎった。

「ジャマダ、キエロキエロキエロキエロ─────────────」

　異変を察したのか、ダイオウイカは雷かみなりをめちゃくちゃに落としはじめた。

「消えるのはあなたの方よ！」

　白いバズーカ砲ほうに眩まばゆい光が集まってきた。どこからともなく、キラキラとした光が集まってくる。めめは照準をダイオウイカの目と目の間に合わせると、一気に引き金を引いた。

「いっけええええぇぇぇぇぇぇぇ────────────[image: !!!]」

　すさまじい威い力りよくで、純白の光が放たれた。

「オオオオオォォ──────」

　ダイオウイカがあげた声を、俺おれは背中で聞いた。

「めめ！」

　バズーカ砲ほうを撃うった瞬しゆん間かん、反動でめめが後ろに吹ふき飛とんでいた。その身体からだは砂の上をごろごろと転がって、やがて動きを止めた。

「おい、めめ。大だい丈じよう夫ぶか」

　ぴくりとも動かない。

　しゃがんで細い身体からだを抱だき起おこすと、その表情は苦痛に歪ゆがんでいた。左手で押おさえている右みぎ腕うでが震ふるえている。白い額には汗あせが浮うかび、息が荒あらかった。

「おい……」

「私は、だいじょうぶ、です。……ダイオウイカは？」

　どう見ても大だい丈じよう夫ぶそうには見えないんだが。

　首を捻ひねって見ると、ダイオウイカも無事ではないことが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。思った以上の反動で照準がずれたらしいが、バズーカ砲ほうが当たった右上の部分がえぐれてなくなっている。再生もできないらしい。それでも、目玉をせわしなくぎょろぎょろと動かし、触しよく腕わんをうねらせている。

「まだ生きてるし、元気そうだ」

　俺おれが言うと、めめは血の気の引いた唇くちびるを嚙かんだ。

「……もう、一発」

　めめは言う。

「もう、一発。次こそ、必ず、仕留めます」

　よほどの衝しよう撃げきを受けたのだろう。顔面蒼そう白はくで、未いまだに立ち上がる力もないくせに、口では強気なことを言う。

　なに言ってんだ。

「なに、言ってんだ」

　心の声が口から飛び出していた。

「無茶言うのもたいがいにしろ」

　めめはかっとした様子で目を見開いた。

「無茶、なんかじゃありません。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいでは、無理なんです。私が、やるしかないんだから。黙だまってて」

「いいや、黙だまらん。なんの根こん拠きよがあって、俺おれには無理だと言うのかさっぱり分からないし、お前がやるしかないことになってるのかも分からない」

「だって、モビィ・ディックが……」

「モビィ・ディックがなんだよ」

「モビィ・ディックは、私に使えと、その力を託たくしてくれたんですよ」

「だから？」

「だ、から？　……だからって、なんですか。それが理由です。マッコウクジラの使い手である私が、マッコウクジラであるモビィ・ディックのバズーカ砲ほうを撃うつのは、もはや運命のようなものです」

　無茶苦茶理論もここまでくると正論に聞こえるから不思議だ。俺おれの腕うでの中で、口だけは威い勢せいよくまくし立てるめめに溜ため息いきしかでない。

「それでもまだ文句がありますか」

「……分かった分かった。分かったよ」

　根負けしてしまった。仕方がない。

「じゃあせめて、補助に回らせてくれ」

　ぎゅっと眉み間けんにシワを寄せていためめの表情がきょとんとなる。

「補助？」

「そうだ。バズーカ砲ほうの引き金を引くのはお前だ。ダイオウイカを倒たおすのは、マッコウクジラであるお前だ。だけどせめて、その手伝いをさせてくれ。お前の後ろでバズーカ砲ほうを支えさせてほしい」

　少しだけ考えるような間があった。

「……それなら」と、小さくつぶやく。

　それだけで十分だった。

　力が入らずふらついているめめをなんとか立たせると、転がっている巨きよ大だいなバズーカ砲ほうを拾い上げる。人の身体からだ以上はある大きさなのに、驚おどろくほど軽い。片手でも十分持てる純白のバズーカ砲ほうの持ち手を握にぎり、肩かたに担かつぐと、めめが俺おれの前に立った。

　めめはバズーカ砲ほうに寄より添そい、照準をダイオウイカの目と目の間に合わせた。細い指を引き金に絡からませる。

「次は絶対に決めます」

　見なくたって分かる。あくまで落ち着いた声こわ音ねのめめが、どれだけ必死の形ぎよう相そうでいるか。ぴんと張はり詰つめた空気に、その身体からだを強こわ張ばらせているか。

「おう」と、俺おれは答える。

　ダイオウイカだって、ただ黙だまってやられるのを待っているわけではない。黒い雷かみなりはすぐ近くに落ちた。地じ響ひびきがして砂地が陥かん没ぼつし、黒い煙けむりがあがる。同時に触しよく腕わんが伸のびてきた。

　めめは引き金を引こうとする。今度こそ、ダイオウイカの不気味な目と目の間めがけて、白い光を放つために。

　しかし、震える指は動かない。

　はっと、めめが息を吞のんだのが伝わった。

　俺おれは力の入らないめめの手に手を重ねる。めめが引こうとした指ごと、一いつ緒しよに引き金を引いた。

「今度こそくたばれ、ダイオウイカァァァ───────!!」

　目と鼻の先に迫せまった鋭するどい触しよく腕わんが、瞬しゆん間かん、粉々に吹ふき飛とんだ。

「ウオオオオォォォォオオオオォォォォォォォォ──────────────」

　ダイオウイカの声が搔かき消きされていく。

　一筋の光がダイオウイカの触しよく腕わんを砕くだき、雷かみなりを弾はじいて、その身体からだを真っ二つにするのを、薄うすく開けた片目で確かく認にんするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　なんだ、これ、やばいっ。

　バズーカ砲ほうを撃うった瞬しゆん間かん、めめを抱かかえたまま後ろに飛ばされた。砂の上を転がって転がって、やがて回転が止まっても動けなかった。身体からだ中に電流が走ってるみたいにびりびりする。力の破は片へんが駆かけ巡めぐってるみたいだ。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいっ」

　先に身を起こしたのはめめの方だった。

「……め、め。だいじょ、うぶ、か？」

　さっきよりは顔色もいい。めめは力強く頷うなずいた。

「私は大だい丈じよう夫ぶです。それより、見てください。ようやく、やりました。ダイオウイカが消えていきます。そして、モビィ・ディックが……」

　目を向けると、ダイオウイカの身体からだがボロボロと崩くずれ落おちていくところだった。その上を優ゆう雅がにたゆたっていたのは、白く巨きよ大だいなマッコウクジラだ。伝説のクジラの声はすぐ耳元で聞こえた。

『またいつか、再び相あい見まみえる日まで。少年少女よ、さらばだ』

　モビィ・ディックは手を振ふるように尾おを揺ゆらすと、ゆっくりと黒い雲の中に溶とけて消えた。

　どうやら終わったらしい。終わりにできたらしい。

　俺おれは大きく息を吐はき出だすと、四し肢しを動かしてみた。身体からだのあちこちがぎしぎしと鈍にぶい音をたてる。めめが手助けしてくれて、なんとか上半身だけ起こすことができた。

　砂の上に座すわりながら見つめる。

　崩くずれ落おちるダイオウイカは、やがて光の欠片かけらとなって霧む散さんしていく。嵐あらしのようだった雨も風も止やんでいた。モビィ・ディックが通とおり抜ぬけていった雲の隙すき間まから日の光が差さし込こむと、淡あわい光はいっそう輝かがやいた。

　輝かがやきながらゆっくりと、俺おれ達たちの周囲に降り注いだ。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい、見てください」

　めめが声を弾はずませた。

　見れば、めめの頭上に大きな黒い塊かたまりがいる。それは、優やさしい目をした、マッコウクジラ達たち。14頭はめめの元に戻もどってきたのだ。

「めめちゃん、鳴なる瀬せ！」

　どこからともなく声が近づいてきた。

　聞き覚えのある、はきはきした声だ。

　それは間ま違ちがいなく、四よ方も屋やの声だった。

「めめちゃん、鳴なる瀬せ君」

　耳によく響ひびく声は震ふるえていた。潤うる芽め先せん輩ぱいだろう。

　どうして、雷かみなりに打たれて消えてしまったはずの二人の声がするのか。もしかしたら夢なんじゃないかとも思った。

「四よ方も屋や先せん輩ぱい、潤うる芽め先せん輩ぱいも、無事だったんですね！」

　めめがうれしそうに二人を迎むかえたらしいが、どうにも目が霞かすんで見えない。ふらふらする。

「みんな大だい丈じよう夫ぶかい？」

　これは、ととの声か。ダイオウイカを倒たおしたおかげなのか、マッコウクジラ団はみんな、戻もどってこられたらしい。陸りくは、町の人達たちは、どうなったのだろう。だめだ、頭が回らない。

「よかった。本当によかった。これでもう、大だい丈じよう夫ぶですね。これでもう、安心です」

　めめがほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす、その様子が浮うかんだ。

　よかったな。

　そう、声に出したかったのに、出なかった。

「海かい人と？」

　聞こえてるのに、答えられない。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱい？」

　だめだった。

　急激に意識が遠のいて、なにも分からなくなって、まるでテレビの電源を落としたかのように、そこでなにもかもがぷつりと途と切ぎれてしまった。










　目を覚ました時、そこは見慣れた白い天てん井じようと丸い電灯がある俺おれの部屋だった。

　水色のカーテンの向こうからはすでに日が差さし込こんでいる。ベッドの枕まくら元もとにあるデジタル時計は六時半だ。カレンダーの日付は四月三十日。四月の最終日になっている。

「……四月、三十日？」

　驚おどろいて飛び起きた。

　時間が進んでいる。あの日から三日が過ぎていた。

「なんだよこの時計、壊こわれてるんじゃないのか」

　デジタル時計を振ふったり叩たたいたりしてみたが、日付は変わらない。

　部屋を出て居間に向かいテレビをつけてみた。朝の情報番組の日付を確かく認にんすると、やはり四月三十日になっている。テレビを消して部屋に戻もどった。ベッドに腰こしを下ろす。窓の外からはスズメの鳴き声がした。

　平和な一日の始まりにふさわしい、静かな朝だ。

「ジンベエザメ」

　なにもない空間に向かって、ためしにつぶやいてみた。

　三日前に起こった出来事が、もしかしたら爆ばく睡すいしている間に見た夢だったのではないかと思ったのだ。

『おはよう、海かい人と。ようやくのお目覚めね』

　平べったい白い腹が現れて答えた。

「ようやくのお目覚め、って、いったいなにが、どうなってるんだ。さっぱり分からないんだが」

『私は忠告したはずよ』

「なにを」

『絶対に無茶をしないでと』

「無茶……」

『生死の境をさまよっていたけれど、あなただったから、三日で目覚められたのよ。それもまた奇き跡せきね』

「奇き跡せき」

　俺おれは大きく溜ため息いきを吐はき出だした。

「ああ、そうか。なるほど。思い出してきた」

　頭をぐしゃぐしゃと搔かいてから、パジャマ代わりにしているスウェットを脱ぬいだ。あんなに血まみれになったのに傷きず跡あとは一つもなく、しょぼいいつも通りの身体からだがある。手も脚あしも動く。どこにも痛みはない。

「噓うそみたいにきれいだな」

『でも、三日もかかったのよ。それまであなたは眠ねむり続けていた。あなたの父親も心配していたわ』

「……父さんが」

　なんて言い訳をすれば、三日間も眠ねむり続けていた理由を信じてもらえるだろうか。父親と顔を合わせるのが憂ゆう鬱うつになった。

『そして、あのマッコウクジラ団とかいう仲間の人達たちもまた、心配していたみたい』

「うちまで来てたのか？」

『海かい人とをここまで運んだのは、あの人達たちだもの』

「そうか」

『そうよ。海かい人と、あなたは昔からどこかとぼけたところがあったけど、やはり変わらないわね』

「昔？」

『遠い昔の話よ。白いクジラも言っていた、昔の話』

「なんの話だ」

『あなたの話よ。あなたがあなたであるがゆえの話』

「俺おれが俺おれであるがゆえの話……。なんだそれ」

　ジンベエザメは少し黙だまって揺ゆれていたが、諦あきらめたらしい。

『まあいいわ。海かい人とがこうして、生き返ってくれたことが私もうれしい。今はそれだけよ』

　そう言い残して姿を消した。それからはいくら呼んでも返事さえしてくれない。

　どうやら機き嫌げんを損そこねたらしい。

「……ごめん、ジンベエザメ。もう無茶はしないから」

　なにもない天てん井じように向かって謝あやまってみるも、やはり返事はなくて虚むなしくなった。

「とにかく、あれは夢オチじゃなかったんだな」

　一人ごちると溜ため息いきが出た。

　まずは学校に行く準備をしよう。三日も休んでたなんて信じられないが、一人でうだうだ頭を抱かかえていたって埒らちがあかない。










　外に出ると春を通り過ぎてすでに夏みたいな陽気だった。

　三日前までは雨風が台風みたいにすごく、冬に逆ぎやく戻もどりしていたというのに。

　目に映る景色は鮮あざやかな色で溢あふれ、ツツジや藤ふじの花まで咲さいている。日差しが強く、冬服でいるのが暑いくらいだ。

「おう、おはよう。久しぶりじゃが」

　商店街でいつもの魚屋のおっちゃんに声をかけられた。

「おはようございます。本当に久しぶりですね。お元気でしたか」

　ねじり鉢はち巻まきに日焼けした顔。その顔が懐なつかしく思えて近寄ると、おっちゃんは「元気に決まっとるが」と、白い歯を見せて笑った。

「ほうれ。今日はこいが大漁じゃった」

「ぎゃあ！」

　思わず仰のけ反ぞった。

　おっちゃんがきょとんとしている。

「あ？　どげんした？　お前、イカ嫌きらいだったっけ？」

　イカだった。

　おっちゃんは太くて大きい、いきのいいイカを手にしていたのだ。

「あ……、いや、なんていうか、ちょっと、条件反射で」

「は？」

「あ、いや。イカは、嫌きらいじゃないですよ」

　はははと笑うと、おっちゃんは不思議そうな顔をした。

「なんば言うちょっとね。わけ分からんが。まあ、また帰りにでも寄るとよか。イカをさばいとくけぇ。他ほかにも、ヒラメにタイにいろいろ大漁じゃったんよ」

「はい。分かりました。帰りに寄らせてもらいます」

　砕くだいた氷の上には、新しん鮮せんな魚がたくさん並んでいた。それでも、イカだけはしばらく食べる気がしない。

　商店街はあちこちが修理の真っ最中という感じだった。化ケ物ばけもの島じまが上陸しようとした時に発生した地じ震しんで壊こわれたのだろう。

　駅を通り過ぎ、踏ふみ切きりで二両編成の電車が走り去るのを、同じ制服を着た生徒達たちと待った。

　暑くなってきたので、坂道の途と中ちゆうで立ち止まる。

　そこは俺おれがこの高校に転入してきた時に立ち止まった場所で、めめとの出会いの場所でもある。小さな町の向こうに広がるエメラルドグリーンの海。点々と連なる島。多少、建物は壊こわれてはいるが、全すべては元に戻もどっている。

　それは、学校にしても同じだった。

　校舎中に張はり巡めぐらされていた黒いネバネバはすっかり消えている。半はん壊かいした体育館は、どうやら地じ震しんで壊こわれたということになったようで、青いビニールシートがかぶせてあった。

　教室に入ると、まっさきにやって来たのは佐さ々さ木きと鈴すず木きだった。

「おはよう、鳴なる瀬せ。手足口病だって？」

「おはようおはよう鳴なる瀬せ。インフルエンザだって？　まだ一週間経たってないし、来ちゃいけないんじゃないのか？」

「なんだそれは」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きは怪け訝げんそうな面おも持もちで顔を見合わせた。

「だって、笹ささ美み々みが言ってたんだ」

　二人して口をそろえる。

　そういうことにされてたのか。

「ととはどうした？　まだ学校に来てないのか？」

「そういえばまだだな」と、佐さ々さ木きが答える。

「そうか。ちなみに、俺おれはすこぶる健康体だ。だから……」

「もしかしてもしかして、本当のところ、三日間休んで彼かの女じよとしっぽりしてたとかじゃないの？」と、鈴すず木きがにやにやする。

「彼かの女じよなんかいるか！」

　俺おれが言うと二人はケラケラと笑った。

「おはよう、鳴なる瀬せ」

　後ろから声をかけられた。

　四よ方も屋やが緑色の瞳ひとみを丸くして立っていた。

「あ……、よかった。元気になったんだな。もうどこも悪くはないのか？　学校に来ても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「おはよう。うん、大だい丈じよう夫ぶだ。どこもどうもない」

　四よ方も屋やは顔をくしゃりとさせて「そうか、そうか」と、何度も頷うなずいた。

　その姿は三日前と変わらない。

　突とつ然ぜん四よ方も屋やが現れたあげく、やけに感激している様子なので何事かと思ったのだろう。佐さ々さ木きと鈴すず木きが興きよう味み津しん々しんで俺おれ達たちを見つめている。

「四よ方も屋やこそ、大だい丈じよう夫ぶだったのか」

「ああ、私は見ての通りだ。なにも変わりなく元気だ」

「そりゃ、よかった。あの時、雷かみなりが落ちた時……」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きがいるせいで話しづらいな。

「鳴なる瀬せ。お前の方が大変だったっていうのに、私なんかのことを心配してくれるのか。お前は本当にいい奴やつだな」

　四よ方も屋やは急に俺おれに抱だきついてきた。

　は？

「わあ」と声をあげたのは、佐さ々さ木きか鈴すず木きか。教室がざわめいた。

「よ、四よ方も屋や……」

「お前はヒーローだ。マッコウクジラ団の誇ほこりだ。さすがはジンベエザメ。さすがは恵え比び寿す様だ」

「四よ方も屋や、はなっ、離はなせ」

　慌あわててその身体からだを突つき離はなす。

　下着を見られることは恥はずかしいくせに、抱だき合あったりするのは平気なのか。分からない、四よ方も屋やの基準が分からない。

　周囲の状じよう況きようを理解できないのか、四よ方も屋やはきょとんとしている。廊ろう下かの方からは悲鳴が聞こえた。まずい。ただでさえ目立つ四よ方も屋やにこんなことされれば、俺おれへの被ひ害がいも広がる。

「またあとで。放課後にでも。そうだ、部室に来てくれ。その時、ゆっくり話そう。心配してくれてありがとな」

　四よ方も屋やは小首を傾かしげた。

　それから周りを見て、ようやく自分達たちが注目を浴びているということに気づいたようで、「ああ」と、頷うなずいた。

「これは失礼した」と、紳しん士し的な笑えみを浮うかべる。

　こういう状じよう況きようには慣れているのか、四よ方も屋やは「それじゃあ、またあとで」と爽さわやかに言い残すと、自分の席へと戻もどっていく。

「鳴なる瀬せ、抱ほう擁よう」

「抱ほう擁よう抱ほう擁よう、鳴なる瀬せが四よ方も屋やさんと抱ほう擁よう。どういうこと？」

　佐さ々さ木きと鈴すず木きが色めき立って、きゃっきゃとはしゃいでいる。

「どうもこうもない。なんでもない」

　俺おれは溜ため息いきを吐はき出だすと、自分の席に戻もどる。チャイムが鳴り朝のＨＲが始まってようやく、ざわめきはおさまった。

　ととはＨＲが終わっても、一時間目が終わっても、姿を見せることはなかった。

　もしや、ととに何か起こったのかと思って、佐さ々さ木きと鈴すず木きに三日間の様子を尋たずねると、まだ四よ方も屋やとのことで妄もう想そうが止まらないのか、二人はにやにやしながら答えた。

「笹ささ美み々み？　別にいつも通りだったけどな」

「そうそう。笹ささ美み々みは特に変わったところはないよ。変わったことといえば、そうだなぁ。やっぱり今朝の、鳴なる瀬せの方が、なにがあったのか気になる展開だよな」

「ああ、そうかいそうかい。分かったよ。ありがとう」

　早々に話を切り上げると、俺おれは席に戻もどった。

　特に変わりはないというのなら、まあいいか。四よ方も屋やにあれからのことを尋たずねたかったが、教室ではそうもいかない。目が合うと、四よ方も屋やは王子スマイルを向けてくれた。俺おれは「ははは」と笑うことしかできなかった。




　二時間目が過ぎても、三時間目が過ぎても、四時間目になっても、ととは来ない。

　その代わりに、昼休みになった途と端たん、違ちがう人物が俺おれを教室に訪ねて来た。

　まるで隠かくれるように教室のドアからそっと顔半分を覗のぞかせているが、いるだけで目立ってしまうその容姿。「鳴なる瀬せ君」と、申し訳なさそうに立っていたのは潤うる芽め先せん輩ぱいだった。

「潤うる芽め先せん輩ぱい、どうしたんですか？」

　廊ろう下かの隅すみに寄って尋たずねると、潤うる芽め先せん輩ぱいは大きな赤い瞳ひとみを不安そうに揺ゆらした。

「鳴なる瀬せ君、身体からだ、どう？」

「え？　身体からだ？」

「調子」

　囁ささやくように、小さな声だった。

　身体からだの、調子？

「ああ、身体からだ。三日前のことですか？」

　潤うる芽め先せん輩ぱいはこくんと頷うなずく。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ、全然平気です。見てください、この元気っぷり」

　元気アピールに屈くつ伸しん運動をしてみせると、潤うる芽め先せん輩ぱいの表情が和やわらいだ。

「そう、よかった」

　ほっとしたように潤うる芽め先せん輩ぱいは笑う。もしかして、そんなことを聞くためだけに、わざわざ二年の教室までやって来たのだろうか。もしかして、俺おれのことを心配して。などという、都合のいい妄もう想そうを振ふり払はらうように俺おれはかぶりを振ふった。

「潤うる芽め先せん輩ぱいこそ、三日前のことで異常はありませんか？　あの雷かみなりに打たれて大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「う？」

「四よ方も屋やは大だい丈じよう夫ぶだって、言ってたんですけど」

「う……、あ。うん。私も、大だい丈じよう夫ぶ。何とも、なかよ」

　潤うる芽め先せん輩ぱいも屈くつ伸しん運動をしてみせてくれた。身体からだが小さいのでちまちまとした動きだ。

「あん雷かみなりに打たれたあとは、暗くら闇やみに閉とじ込こめられちょったんよ」

「暗くら闇やみに？」

「そう。どこにも出口のない暗くら闇やみに。光のまったく届かん、あいは深海だったんかもしれん」

「深海に……」

「そいより、戻もどってこられたと思うたら鳴なる瀬せ君が倒たおれてしまってたけぇ、心配で。学校にも来んし、あん子も、わっぜ心配しちょったんよ」

「あの子？」

「うん。私が来る前からここにおったけ」

「誰だれがですか？」

「ほら、あそこ」

　潤うる芽め先せん輩ぱいが指を差したのは、廊ろう下かの曲がり角のところだった。背が高いせいで目立つ。行ゆき交かう生徒が何事かと送る視線をものともせず、ひたすらこっちを見つめている。そのストーカー気質は、元々からのものだったらしい。

「陸りく！」

　呼ぶと、陸りくは肩かたをびくりと震ふるわせた。きょろきょろと辺りを見回して、自分を指差している。

「お前以外に誰だれがいるんだ。陸りく、隠かくれてないでこっちに来いよ」

　陸りくは気まずそうに近づいてきた。潤うる芽め先せん輩ぱいが微ほほ笑えみかけると、ますます居い心地ごこちの悪そうな顔をする。

「お前、いつからいたんだ」と、尋たずねると、陸りくは「ずっと」と、力なく答えた。

「ずっと？」

「朝から、ずっと」

「は？」

「ＨＲが始まる前からずっと」

「何やってんだ、お前……」

「兄ちゃんが、四よ方も屋や先せん輩ぱいと抱だき合あってたのも見てた」

「うっ」

　そんな前から見られていたのか。

「だって」と、陸りくは初めてまともに俺おれと目を合わせた。「兄ちゃんのことが、心配だったんだ」

　切れ長の黒い瞳ひとみには、うっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「僕ぼく、覚えてるんだ。今までのこと。全部じゃないけど。兄ちゃんに、ひどいことをした」

　覚えてるのか、これまでのことを。

「僕ぼくのせいで、兄ちゃんが血まみれになって。僕ぼくが、この手で兄ちゃんを……」

　陸りくが差し出した両手は震ふるえている。

　潤うる芽め先せん輩ぱいが眉まゆを下げた。

「気にすんな」というのは無理があるだろうが、俺おれはそう言って、陸りくの両手を軽く叩たたいた。

「あれは、お前であって、お前じゃなかった。あの化ケ物ばけもの島じまに操あやつられてたんだ。そんで、俺おれも確かにもう、お前の知ってる普ふ通つうの俺おれではなくなってた。それだけのことだ」

　それから、陸りくの両手を強く握にぎった。

「いいんだ、全部。こうして俺おれもお前も無事だったんだから。今回のことは全部、最初に、お前に会った時に気づいてやれなかった、俺おれが悪い」

　陸りくははっとしたように息を吞のんだ。

「兄ちゃん……」

　くしゃりと顔を歪ゆがめる陸りくの顔が、昔、病院で大泣きしてくれた幼い陸りくの顔と重なった。

「ごめんな」

　陸りくは首を横に振ふった。そんな陸りくに、化ケ物ばけもの島じまに操あやつられていた時のような冷れい酷こくさはかけらもない。凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべていた面おも影かげもない。

「僕ぼく、も、意地になってたんだ。兄ちゃんなら、僕ぼくに、気づいてくれるはずだって。勝手に、思おもい込こんで、勝手に絶望してた。最初からちゃんと名乗ればよかったんだ。林はやし、陸りく呂ろだって。母さんが再さい婚こんして、苗みよう字じが変わってしまったことも、ちゃんと話せばよかった」

「母さんとのこと、大だい丈じよう夫ぶなのか？　お前、ひどいことを言われて、ずっと、辛つらい思いをしてたんだろ」

　陸りくは切れ長な瞳ひとみを丸くした。

　それから、「もう、慣れたし」と、困ったように笑った。「それに、僕ぼくの願いはちゃんと叶かなったから。兄ちゃんに会いたいっていう願いは、叶かなったから大だい丈じよう夫ぶ。素す直なおになればよかっただけだったのに、こんなに遠回りするはめになって。兄ちゃんが生きててくれてうれしい、また会えてうれしいって、それだけの気持ちしかなかったのに」

「俺おれに、会いたいって、思ってたのか」

「あたりまえだよ」

「そっか……」

　そうか。

　幼かった陸りくが俺おれを呼ぶ「兄ちゃん」という声が甦よみがえってきて、その陸りくがまた目の前にいて、なんだか俺おれまで目め頭がしらが熱くなった。

「ありがとう。これからもまた、よろしくな」

　こんな風に、普ふ通つうでなくなってしまった俺おれであっても、また出会えてうれしいと思ってくれたことがうれしかった。

「優やさしかね」と、言ったのは、潤うる芽め先せん輩ぱいだった。「陸りく呂ろ君も、ほんに優やさしか。鳴なる瀬せ君の、弟だもんね」

　背せ伸のびをすると懸けん命めいに手を伸のばし、潤うる芽め先せん輩ぱいは陸りくの頭を何とか撫なでた。陸りくは俯うつむいて、恥はずかしそうに顔を赤くした。

「……えと、兄ちゃん」

　鼻を啜すすると、陸りくは仕切り直すようにまっすぐ俺おれを見た。

「本当はもう一つ、伝えたいことがあったから、ずっと待ってたんだ」

「もう一つ伝えたいこと？」

「うん。めめさんが、学校に来てないんだ」

「え？」

「クラスは違ちがうけど、目立つから、いないとすぐに分かるんだ。めめさん、朝から学校に来てなくて。昨日までは来てたのに、どうしたんだろうって、気になってて」

「めめが……」

　その黒い、まっすぐな瞳ひとみを思い出す。

　化ケ物ばけもの島じまを倒たおすと決めた最後まで、揺ゆらがなかったその強い瞳ひとみが、今も脳のう裏りに焼きついている。

「なんで、来てないんだ？」

「もしかして、めめを探しているかい？」

　唐とう突とつに発せられた明るい声に、ぎょっとした。

　深刻そうな顔をしていた陸りくも、潤うる芽め先せん輩ぱいも、いきなり現れた人物に驚く。

　俺おれ達たちの間に割って入ってこられる肝きもの据すわった人物なんて、そういない。

「とと！」

「おはよう。あ、もう、こんにちはだね」

　揺ゆれるきのこ頭。クラゲ頭ともいうのだろうか。

　手に持った紙かみ袋ぶくろをガサガサさせながら、ととが立っていた。

「お前、どうして」

「どうして？　それはね、マッコウクジラ団の面々がこんな目立つ廊ろう下かの端はしっこで、額を突つき合わせて、何やら難しい顔をしていたからね。怪あやしさ満点。気になって声をかけちゃった」

　てへっという感じで笑う。

「そうじゃなくて、お前、こんな時間に登校してきたのか」

「うん？　うん、そうだよ。いろいろ準備してたら遅おそくなっちゃってね」

「何の準備をしてたんだ」

「それは、あとでのお楽しみ。ってことで、海かい人と、もうお昼は食べた？」

　あとで何があるというんだ。

　相変わらず、ととは自分のペースでしか話さない。潤うる芽め先せん輩ぱいも陸りくも何も言えずに呆れているように見えた。

「いや、まだだけど……」

「それならよかった。じゃあこれ、お願い」

　ととはその手に持っていた紙かみ袋ぶくろを俺おれに押おし付つけた。

「何だよ、これ」

「お弁当だよ。お昼を食べていないのならちょうどよかった。どうせだから、海かい人とも一いつ緒しよに食べてきなよ」

「急に何の話だ」

「めめならひょうたん海岸にいるから」

「ひょうたん、海岸？」

「そう。だから、弁当でもゆっくり食べながら語らっておいで。ねっ」

　ととの提案に疑ぎ問もん符ふを浮うかべたのは俺おれだけじゃなかったはずだ。それなのに、ととは、「これまでのこととかこれまでのこととかこれまでのこととかさ」と、言いながら俺おれの背をぐいぐい押おした。

「これまでの、こと？」

「そうだよ。だから、いってらっしゃい」

　結局、こんな時間に登校してきたととに押おし切きられてしまう形で、俺おれは弁当を持って学校を後にした。

　これまでのことで思おもい浮うかぶことを、めめに聞きたい気持ちが勝まさっていたからだ。










　青い空に太陽は高く昇のぼっている。

　こんな真っ昼間から学校を抜ぬけ出だしてひょうたん海岸に行くはめになるなんて、思ってもみなかった。少なくとも、新学期が始まる前までは、そんなこと思おもい描えがきもしなかった。

　坂を下って、二両編成の電車が通り過ぎるのを待って踏ふみ切きりを渡わたる。駅前通りには当たり前に人が行ゆき交かっていて、車も走っていた。

　あの日、化ケ物ばけもの島じまが現れて町の機能が止まってしまい、町の人達たちが一人残らずひょうたん海岸に向かって歩いていたのが噓うそみたいだ。紙かみ袋ぶくろを提さげながら住宅街を抜ぬけると、ゆっくりと歩いているお婆ばあさんとすれ違ちがった。

　アスファルトの道に砂が散らばりはじめ、防風林を抜ぬけると目の前には海が広がる。頭上でトンビが鳴く、穏おだやかな海岸沿いを見み渡わたすと、波なみ打うち際ぎわにぽつんと佇たたずむ少女の姿があった。

　風に乱れる長い黒くろ髪かみをそのままにして、海を見つめている。

「一応、学校に来る気はあったんだな」

　声をかけると、制服姿のめめは振ふり返かえった。

「なんだ、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいですか」

「なんだとはなんだ」

「なにしに来たんですか。こんなところまで」

「お前こそ、学校サボってなにしてんだ、こんなところで」

「先せん輩ぱいには関係ありません」

　めめはそっぽを向いた。

　俺おれはムッとした。

「関係なくないだろ。さんざん巻まき込こみやがって」

「さんざん巻まき込こみましたよ。だから、また、文句でも言いに来たんですか」

「説明不足を補いに来た」

「え？」

「だから、話してもらう。俺おれの疑問に答えてもらう」

　めめの黒い瞳ひとみがもう一度俺おれを見た。ほんの少しだけ間があって、めめは頷うなずいた。

「どうぞ、好きにしてください」

　俺おれは息を吸って、吐はき出だした。

「お前は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「大だい丈じよう夫ぶって、なにがですか」

「身体からだに決まってるだろ。お前の身体からだだよ。あの最後の、モビィ・ディックの力。お前はあれを二回もくらってたんだ。相当な負担になったろ」

　めめの黒い瞳ひとみが見開かれる。

「……モビィ・ディック」と、唇くちびるが動いた。

「そのモビィ・ディックだ。あのクジラ、さすが伝説の生き物なだけあって、普ふ通つうじゃなかったな。海の魔ま物ものなんて呼ばれてるの、噓うそだろってくらい協力的で優やさしかったし。お前のこと、娘むすめだなんだ言ってたのは、マッコウクジラ繫つながりで実は親子だったとかなのか」

「モビィ・ディックはオオワタツミノカミでした」

「それ。結局、なんなんだそのオオ、なんたらって」

「オオワタツミノカミ。彼かれはこれまでも人によって、さまざまな呼び方をされてきたのでしょう。でも、その正体は海の神。そして、オオワタツミノカミはトヨタマヒメの父親です。娘むすめの一部を身体からだに宿していると私に言ったのは、私が持つトヨタマヒメの骨のことだったんです」

「じゃあ、つまり、あれは神様なのか？」

「そうです」

「へぇ、そりゃすごいな」

　めめは俺おれから目を逸そらすと、口をへの字に曲げた。

「……すごいのは、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいです」

「ん？」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは、私が思ってた以上に、すごい人だった」

　すごい？　俺おれのことをめめがすごいなんて言っている。

「なんだそれ。褒ほめられてるのか、俺おれ。今、喜ぶところなのか」

「私は真ま面じ目めに言ってるんですけど」

「いや、だって、お前、さんざん人のこと、愚おろか者ものだなんだのってバカにして……」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは愚おろか者ものです。どうしようもないくらいの愚おろか者もの。お人ひと好よしがすぎて、やっぱりただの阿あ呆ほうだと思います」

「ああ、そうかよ」

　相も変わらず、ひどい言われようだ。

　脱だつ力りよくしてその場にしゃがみ込こむと、まるで平和な海を眺ながめた。

　それにしても暑いな。太陽がギラギラと照りつけている。

「なぁ、めめ。木こ陰かげに移動しないか。こんなところで立ち話なんて、熱中症しようになりそうだ」

「恵え比び寿す様と呼ばれ、海の守り神とされているジンベエザメにとり憑つかれている人だから、強い力を持っているのだろうなとは、思っていました。だけど、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいはジンベエザメにとり憑つかれているどころか、恵え比び寿す様、そのものでした」

　俺おれの意見は完全無視か。

「その、恵え比び寿す様ってのはなんなんだ。タイと釣つり竿ざおを持ってる、でっぷり太ったおじさんだろ」

「恵え比び寿す様は七福神の一人に数えられる神様です」

「なるほど、それじゃあ俺おれも神様だったわけか。じゃあとりあえず、木こ陰かげに行こう。実はととから弁当を預かってきてるんだ。喉のども渇かわいた。お前も腹へってるだろ」

　立ち上がって木こ陰かげへと促うながすと、めめは真顔で俺おれを見つめた。

「そうです、神様です」

「そうかそうか、全然面おも白しろくないぞ」

「冗じよう談だんなんかじゃありません。私は真実しか言ってない。説明不足を補いに来たって言ったじゃないですか。本当のことを聞きたくて、こんなところまで来たんじゃなかったんですか」

「そりゃそうだけど。でも、なんだって俺おれが神様になるんだ」

「林はやし陸りく呂ろが海うみ幸さち彦ひこでした」

「ありゃ、絵本の中の話だろ。陸りくもあの化ケ物ばけもの島じまに操あやつられて、わけの分からないことを口走ってただけだと思うぞ」

「違ちがいます。わけの分からないことを口走ってるのは鳴なる瀬せ先せん輩ぱいです。海うみ幸さち山やま幸さち伝説はなにも作り話じゃありません。あれは日本神話。この国ができた時の話です。オオワタツミノカミが私達たちの前に現れたように、海うみ幸さち彦ひこもトヨタマヒメも実際にいたんです。だから、林はやし陸りく呂ろは海うみ幸さち彦ひこの生まれ変わりとして、現代に生まれた人なんです。その力を、化ケ物ばけもの島じまは巧たくみに操あやつって利用したんです」

「……へぇ」

「図書館で見たあの絵を覚えていますか？」

「絵？」

「化ケ物ばけもの島じまとの戦いを描えがいた絵です」

「ああ、あれな」

　まるで三日前、このひょうたん海岸で起こったことを、そのまま描えがいたような絵だった。

「百年前。化ケ物ばけもの島じまがこのひょうたん海岸に現れた時、上陸を阻そ止ししたのは、マッコウクジラ団と似たような組織だったと思います。私達たちと同じように、やはりトヨタマヒメの骨を身体からだの一部に持ち、海の生き物にとり憑つかれた人達たちが戦った。図書館で見たあの絵は、まさにその戦いを描えがいたものでした。百年前はその数が多かった。だから勝てた。だけど、今回は、マッコウクジラ団の数も少ないうえに、化ケ物ばけもの島じまには海うみ幸さち彦ひこの生まれ変わりが味方についていた。私達たちは、負けてもおかしくない戦いをしていたんです」

「……まあ、な。確かに陸りくには、攻こう撃げきがいっさい通用してなかったもんな」

「そうです。林はやし陸りく呂ろには、私達たちの攻こう撃げきなんて通用しなかった。たぶん、何度やったって同じだったでしょう。そして、林はやし陸りく呂ろの釣つり針ばりで心臓を一ひと突つきされれば、きっと完全に死んでしまっていた。マッコウクジラ団は全ぜん滅めつして、化ケ物ばけもの島じまはトヨタマヒメの宝を手にしていたことでしょう。でも、そうならなかった。それは……」

　海風が吹ふいてめめの長い黒くろ髪かみをなびかせた。

　めめは髪かみを押おさえながら言った。

「山やま幸さち彦ひこの生まれ変わりである、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがいたから」

　ピーヒョロロと、トンビの声がする。

　波が寄せては引いていく音を、しばらく聞いていた。

「……俺おれ？」

　俺おれは自分を指差した。

　めめは首を縦に振ふった。

「や、まさちひこって、つまり、えーと。普ふ段だんは山に狩かりに行ってたのに海に釣つりに行って、そのあげく兄貴の釣つり針ばりをなくして、海の中でトヨタマヒメと出会って、釣つり針ばりを見つけて帰ってきたのに、結局兄貴とは仲直りできなかった、弟、のことだろ」

「考えてみてください。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいの弟である林はやし陸りく呂ろが海うみ幸さち彦ひこなのに、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがそうじゃない理由が見つかりません」

「だけど、俺おれは兄貴で陸りくが弟だ」

「逆になってしまっただけでしょう」

「んなことあるのか」

　めめは息を吐はき出だした。

「とにかく、そうだとしか思えません。林はやし陸りく呂ろに心臓を一ひと突つきされても鳴なる瀬せ先せん輩ぱいは死ななかった。そのうえ、モビィ・ディック……、オオワタツミノカミが鳴なる瀬せ先せん輩ぱいのことを懐なつかしい者と呼んだのだって、山やま幸さち彦ひことして昔、海の国で出会っているのだから、当然のことだったんです。そんな山やま幸さち彦ひこが呼びかけたから、きっと力を貸してくれたんだと思います。普ふ通つうじゃありえません。山やま幸さち彦ひこのことは別名で恵え比び寿す様と呼ぶんです。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいを助けてくれたジンベエザメは、きっと、その全すべてのことを分かっていて、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいにとり憑ついたんだと思います。そうとしか、考えられない」

「……いや、いきなり、そんなこと言われてもだな」

「いきなりも突とつ然ぜんも唐とう突とつもないです。これが真実です。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいが山やま幸さち彦ひこだったから、今もこうして私の目の前で話なんかすることができるんです。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいがもしも、ただの海の生き物にとり憑つかれただけの人間だったら。まっさきに死んでいたと思います」

　ごくりと、唾つばを飲のみ込こんだ。

　俺おれが実は山やま幸さち彦ひことかいう神話生まれの神様だったとか、そんな話が出てくるなんて、これっぽっちも思ってなかった。

　信じるも信じないも、よく分からない。

　混乱した。

「だから、結局、なんだって言うんだ。化ケ物ばけもの島じまを倒たおせたんだから、万ばん々ばん歳ざいなんじゃないのか？」

　めめは俺おれを睨にらみつける。

　どうして睨にらまれなきゃいけないのだろう。

「確かに、終わりよければすべてよし。万ばん々ばん歳ざいですよ」

　めめは押おし殺ころすような声で言った。

「じゃあ、なにをそんなに怒おこってんだよ。俺おれの理解が足りないからか。でもお前だって自分に置おき換かえて考えてみろよ。いきなり、神様だなんだって言われりゃ、んなバカな、なんだそりゃ。って、思うに決まってる」

「別に怒おこってません」

「いや、怒おこってるだろ。さっきから顔が恐こわいぞ」

「それは全部、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいのせいです」

「はあ？」

　この期ごに及およんで、俺おれがいったいなにをしたって言うんだ。

「だから、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいには、マッコウクジラ団をやめてもらいます」

「…………は？」

「私が鳴なる瀬せ先せん輩ぱいに言いたかったのはそれだけです。今までさんざん巻まき込こんで申し訳ありませんでした。それでは、失礼します」

　めめはやけに丁てい寧ねいに頭を下げると、くるりと背を向けて歩き出す。

　俺おれはさらに混乱した。めめがなにを考えてるんだか、さっぱり分からない。発言も行動もぜんぜん読めない。

　からりと乾かわいた肌はだ色いろの砂の上を、めめはさくさくと進んでいく。その背が遠ざかっていく。

「めめ？」

　俺おれはその後ろ姿を追いかけた。するとめめは走り出した。

「な、に、逃にげてんだよ」

　走りにくいうえに日差しが強くて暑い。なんでこんなところで追いかけっこしなきゃならないんだ。

「おい、めめ。待て。待てって」

　松林に差さし掛かかったところで、ようやくその腕うでをつかまえる。めめは俺おれの手を乱暴に振ふり払はらおうとしたが、それでも離はなさなかった。

「おい、まだ、話の途と中ちゆうだろ。なんだって、俺おれがマッコウクジラ団をやめなきゃいけないんだよ」

「最初からやめたがってたじゃないですか」

「いや、それはそうだったけど」

「だったらいいじゃないですか。居い座すわり続けなきゃいけない理由もないでしょう」

「でも、俺おれもジンベエザメにとり憑つかれてるのは確かだし、魚のことも興味出てきたし」

「そんなの知りません」

「知りませんって、めめ、お前ちょっとこっち向け。どうしたんだ」

　めめの腕うでを引っ張って、身体からだを回転させる。こちらに顔が向く。長い黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれる。

　目が合った瞬しゆん間かん、ぎょっとした。

　その黒い瞳ひとみいっぱいにたまっていたのは、透とう明めいな雫しずくだった。

　その一筋が、赤く紅こう潮ちようした頰ほおを滑すべっていくのを見て、俺おれは固まった。

　身体からだは硬こう直ちよくして、心臓だけがばくばくと早はや鐘がねを打ちはじめる。

「なんで泣いてんだ」

　めめは悔くやしそうな顔をして、目元をごしごしと拭ぬぐった。

「泣いてません」

「いや、いやいや……」

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいのせいです」

　めめは俯うつむいてしまった。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいが愚おろか者もので、ドジでトンマで阿あ呆ほうでバカで、人の忠告なんて全然聞かない、最低な人だから」

「……俺おれ、そんなにお前に、なにかしたっけ？」

「もっと、自分のことを、心配してください！」

「自分のこと？」

「そうです。恐こわがりのくせして、いざとなったら人のことばかり心配して。弱いくせに人を守ろうとして、ボロボロのくせに戦おうとして。モビィ・ディックは言いましたよね。鳴なる瀬せ先せん輩ぱいの身体からだはひどいありさまだって。バズーカ砲ほうの威い力りよくには耐たえ切れないかもしれないって。だから私が、私が、やらなきゃいけなかったのに、補助するだけとか言って、結局、鳴なる瀬せ先せん輩ぱいが引き金を引いてしまった。それで鳴なる瀬せ先せん輩ぱいが瀕ひん死しの重傷を負ってしまった。負わせて、しまって、ほんと、……どうしたらいいか、分からなかった」

　ぐすぐすと鼻を鳴らすめめを前にして、俺おれだってどうしたらいいか分からない。

「鳴なる瀬せ先せん輩ぱいまで、海に持っていかれたら、どうしようと思った」

「海に、持っていかれる？」

「朝の体育館で、私がマッコウクジラと出会った理由を、私が遭そう遇ぐうした船の事故の話を、しましたよね」

「確かに、したな」

「その時、助かったのは私とお兄ちゃんだけでした。他ほかに乗っていた乗客ごと、船は沈しずんでしまった。私の両親も、その時海に落ちて、帰らぬ人となった。みんな、海に関かかわってしまったせいで、海に持っていかれてしまった。だから私は海なんてきらいです。だいっきらい」

　その時俺おれの脳のう裏りに甦よみがえったのは、めめとの出会いだった。

　坂道の途と中ちゆうに立ち止まっていた新入生の少女。その横顔。海を憎にくんでいるかのような強い眼まな差ざし。

　あれは、そういう意味が含ふくまれていたのか。

　海がきらい。

　だいっきらい。

　だから、地上を海に沈しずめてしまわないためにも、トヨタマヒメの宝をなんとしてでも守っているのか。

「海になんて、持っていかれねぇし」

　俺おれは頭の後ろをがりがりと搔かいた。

　いまだに震ふるえているめめの肩かたを、そっと撫なでた。

「うん、安心しろよ。俺おれは海になんか持っていかれない。おまけに山やま幸さち彦ひことかいう神様の生まれ変わりで、ジンベエザメにまで守られてて、そうそう死なない、みたいだ。だから」

　だから？

「だから、次からはちゃんと自分の力量もわきまえて、ちゃんとやるから。えーと、その、もう泣くな」

「……泣いてません」

「それのどこが泣いてないことになるんだ」

「目に入ったゴミが取れないんです。もうあっち行ってください」

「あっちってどっちだ」

「なんでいるんですか」

「なんでって……」

　右手に持っていた紙かみ袋ぶくろのことを俺おれはようやく思い出した。

「そうだ、ほら弁当。弁当食うぞ。腹へってんだろ」

「お弁当……」

　めめはようやく顔をあげると、胡う散さん臭くさそうな目で俺おれが持っている紙かみ袋ぶくろを見た。涙なみだは止まったみたいだが、その目は赤い。鼻を啜すすりながら、めめは紙かみ袋ぶくろを受けとると中を見た。

　中にはハンカチで包まれた弁当箱が一つと、ペットボトルのポカリスエットが入っていた。

　めめは紙かみ袋ぶくろとポカリを俺おれに手て渡わたすと、弁当の包みをその場でほどいていく。

「食うんだったら、座すわった方がいいんじゃないか？」

　めめは聞く耳を持たない。立ったまま弁当箱の蓋ふたを開けた。

　ととの手作り弁当の中身とはどんな感じなのだろう。めめは弁当を見つめたまま黙だまっている。よっぽど衝しよう撃げき的ななにかが入っていたのだろうか、と、覗のぞき込こんで、俺おれも目が点になった。

「なんだこれ」

　弁当の中には、ごはんもおかずも入っていない。

　それらの代わりに入っていたのは、黒い機械だった。赤と緑のランプが点てん滅めつし、電波をキャッチするようなアンテナがついている。その機械はガーピーという音のあとに、突とつ然ぜん声を発した。

「こちら、笹ささ美み々みとと、笹ささ美み々みとと。聞こえますか？　応答どうぞ」

　機械を通した声になっているが間ま違ちがえるはずもない。

「なにやってんだ、とと」

「あ、海かい人と？　いやぁ、ついにパンドラの箱を開けてしまったね」

「パンドラの箱？」

「まあとにかく、弁当じゃなくてごめんよ。本物の俺おれの手作り弁当、もといツナチャーハンは部室に用意してあるからさ。戻もどっておいで」

　明るく暢のん気きな声に、俺おれは呆あつ気けに取とられた。

「いや、なにやってんだ、お前」

「うん？　俺おれ？　俺おれはお祝いの準備を完成に近づけているところだよ」

「お祝いの準備？」

「そう、マッコウクジラ団がダイオウイカを倒たおしたお祝いさ」

「じゃ、なくて、そうじゃなくて、この機械はなんだ」

「いやぁ、これには深い深いわけがあってね。海かい人とには悪いとは思ったんだけど、ずっと聞かせてもらってたんだ」

「盗とう聴ちようじゃねぇか」

「あはは、そうともいうかも。でもね、めめのことが心配だったんだよ」

「心配？」

　めめはといえば、弁当箱を手にしたまま、やはり呆ぼう然ぜんとしているようだった。

「そう。だって、海かい人とが倒たおれてからのこの三日間は、ひどいもんだったんだ。なにもかも上の空で、食べないわ眠ねむれないわ。あげく、登校拒きよ否ひまで始めちゃって。お兄ちゃん困ってね」

　ガチャンと激しい音がした。

　突とつ然ぜんめめが機械めがけてこぶしを振ふり下ろしたのだ。

　ガーピーピーと音がする。信号が激しく点てん滅めつした。

「あ……れ、かい……、い……、へん……と、したけど、なにごとかな」

「めめが怒いかりの鉄てつ拳けんを食らわしたぞ」

「え？　ちょ……、待っ、てよ。……しんこ、して。たくさん……、ポカリでも飲んで、落ち……こう。めめの……、聞くから。ねっ。海かい人とも……だし、マッコウクジラ団も……」

　通信が途と切ぎれすぎて、もはやととがなにを言っているのか分からない。

　それなのに、その後に続いた言葉だけはやけに鮮せん明めいだった。

「めめが海かい人とのことを誰だれより心配していたことは、ちゃんと海かい人とにも伝わったよ」

　その瞬しゆん間かん、めめは弁当箱を砂すな浜はまに投げ出すと、足で踏ふみ潰つぶした。何度も何度も踏ふみつけると、ランプの点てん滅めつは徐じよ々じよに弱くなって消えてしまい、ついにはととの声も聞こえなくなった。

　はあはあと肩かたで息をするめめは、顔を真っ赤にしていた。

「あんの、バカ兄貴。どうしてこう、変なことばかり思いつくんだろう。信じられない」

　俺おれは無残に壊こわされた弁当箱を拾い上げると紙かみ袋ぶくろに入れた。

「まあ、たぶん、ととはととなりに、考えがあったんだろ」

「お兄ちゃんはなにも考えてなんかいません。ただ楽しんでいるだけです」

「そ、そうか」

「そうに決まってます」

　しかし、こうしてポカリを用意しているあたり、ととにはなにもかもお見通しだったのかもしれない。

　俺おれはめめにポカリを手て渡わたしながら言った。

「じゃあ、とりあえず学校に戻もどるか」

　めめはポカリをごくごくと飲んでから不敵な笑えみを浮うかべた。

「もちろんです。首洗って待ってろって感じです」

　すっかりいつもの調子に戻もどっている。

「さあ、それじゃあ行きますよ、鳴なる瀬せ先せん輩ぱい！」
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　めめは俺おれを呼ぶ。

　すっきりとした晴れやかな笑えみを浮うかべて。

　午後の穏おだやかなひょうたん海岸を、俺おれ達たちはあとにした。










　あとがき




　はじめまして、銀ぎん南なんといいます。この本を手に取ってくださりありがとうございます。

　私の生まれ故郷である鹿か児ご島しまを舞ぶ台たいにした本作品、『くじらな彼かの女じよに俺おれの青春がぶち壊こわされそうになっています』で、デビューさせていただくことになりました。

　これは、第21回電でん撃げき小説大賞の応おう募ぼ作品を改かい稿こうしたものです。

　では、どういった経けい緯いで現在に至ったのか、少しだけお話しさせてください。

　あれは、２０１４年の12月のこと。

　ちょっと早めの忘ぼう年ねん会かいをしている最さ中なか、ふとスマホを見れば、見たことのない電話番号からの着信記録が残っていました。さらに、留守電まで。誰だれだろう？　と思いながら、軽い気持ちで留守電を聞いた私は、我わが耳を疑いました。

　あすきーめでぃあわーくす？　でんげきしょうせつたいしょう？

　まさかの電話にパニックを起こし、しばらくスマホを持ったまま右往左往。なんとか気持ちを落ち着けてから折り返しのお電話をさせていただきました。そこで、担当さんといろいろ話をして、デビュー出来るように頑がん張ばりましょう。と、話がまとまったのです。

　応おう募ぼ作にするか新作にするかで悩なやんで、応おう募ぼ作を選び、この一年間は本として出せるレベルに達するまで、改かい稿こう作業を繰くり返かえしていました。

　もう穴だらけで、むしろ穴しかないんじゃないかっていう物語にたいして、一から丁てい寧ねいに指導してくださった担当の黒くろ崎さき様。本当に感謝しております。的確なツッコミに、なるほどなるほど！　と、目から鱗うろこが落ちまくりでした。

　そして、イラストを担当してくださった、あめとゆき様。愛らしいイラストを描かいていただき、本当にありがとうございます。どの子もかわいくてたまりません。

　最初に電話があったあと、夢だったんじゃないか、と疑っていました。

　実際に本屋さんで本が並んでるのを見て、ようやく実感して、感動するのだろうと思います。

　ここまでこうしてやってこられたのは、今まで支えてくれた、家族や友人の力が大きいです。いつもいつもありがとう。

　また次の本が出せて、読者のみなさまとお会いできたらいいなと思いつつ。

　関かかわってくださった全すべての人に感謝の思いを込こめて、あとがきとさせていただきます。


銀南
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銀ぎん南なん

桜島を目にすると、いまだに感動する新人作家。桜島に向かうフェリーでは、ぜひうどんを食べてください。というか、桜島フェリーで、うどんは基本です。運がよければ、野生のイルカの群れを見られる、らしいですよ。
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イラスト／あめとゆき

はじめまして！　イラストレーターのあめとゆきです。

初めてのラノベ挿絵で大好きな海の生き物を描けてうれしいです！　特に好きなのはメンダコとマンボウです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「銀南先生」係

「あめとゆき先生」係











初出



本書は第21回電撃小説大賞応募作品『マッコウクジラ団』に加筆・訂正したものです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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くじらな彼かの女じょに俺おれの青せい春しゅんがぶち壊こわされそうになっています








銀ぎん南なん
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